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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ




Ⅰ　盲目の魔王、星と生命の歴史を語る

Ⅱ　赤眸の少年、進むべき道を見出す

Ⅲ　契約者たち、再び死者の辻に集う

Ⅳ　八眼争覇、終結の時を迎える

Ⅴ　八人の覇者、最後の戦いへと邁進する
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　テッキの寝ね顔がおは、穏おだやかだった。

　顔色も決して悪くはない。次の瞬しゆん間かん目を覚ますとしても不思議ではない──というのに、赤毛の少女は目を覚まさない。

　意識が戻もどらないまま、テッキは四日目の朝を迎えていた。

「……テッキ……」

　その寝顔に、エルバは語りかける。

「ここんとこ外に出ずっぱりなもんで、庭の雑草が伸のび放題なんだ。なかなか手が割さけなくてな……。今、博物館で動けるのが三人しかいないだろ？」

　正確には、人間が二人と魔ま神じんが一柱。エルバと、デイジーと、ルナ。もとより人口密度の低かった博物館ではあるが、一時期の賑にぎわいが失うせた分の反動か、非常に空くう虚きよな気配に包まれていた。今、博物館の住人だったサクラの姿はなく、博物館に入いり浸びたっていたカエデも去っていった。

「さすがに、今は雑草むしりなんかの雑事にかまけてられないんでな……。テッキ、そろそろ目を覚まして、庭掃そう除じとかやってくれねえか？」

「……怪け我がしているテッキちゃんにそんなことを頼たのむとは、酷こくだねえ」

　背後から声。テッキの寝しん室しつの戸口に立って、ルナがエルバを見下ろしている。

「そういうツッコミを入れるためにテッキが目を覚ますんじゃないか、って思ったんだが──」

　エルバはベッド脇わきの椅い子すから腰こしを上げた。

「そううまくはいかないもんだな」

　そして、肩かたをすくめる。

　テッキは大怪我を負っていた。自らの義手、万まん力りきを奪うばわれて、その万力でさんざんに打ちよう擲ちやくされたのである。

　テッキを意識不明の重傷に追いやったのは──サクラである。

「早く、サクラを捜さがし出さなきゃならねえ……」

　今、サクラは八柱の魔神の一人、ヤミ・ヤタと契けい約やくして、八眼デイアボリツク争覇パーテイに途と中ちゆうから参加している。その願いは、殺された兄シロー・イシザワを蘇よみがえらせること。

　魔王ブラナ・ラ・モートは、途中参加の代だい償しようとして、残っている八眼争覇参加者を全員撃げき破はすることをサクラの勝利条件として設定した。ともに博物館で生活していた仲間、エルバ、テッキ、カエデを倒たおせということだ。

　四日前、サクラはテッキを打ち倒し、条件の一つをクリアした。たとえ以前の仲間であろうと、自分の願いを叶かなえるためなら容よう赦しやはしないという態度を行動で示したわけである。

　応じて、割り切った態度を取ったのがカエデである。サクラがそうするのならこちらも黙だまって殺される謂いわれはない、と自ら迎げい撃げきする構えを見せ、博物館から出て行った。

　一方、エルバはというと──いまだに迷っていた。

「サクラちゃんを捜し出すのは、たしかに火急の用件だ」

　ルナは、エルバの顔色を窺うかがった。

「でもエルバ、サクラちゃんと再会した時──君はどうするんだい」

　しばらく考え込んだ後、

「……わからん」

　やっとのことで、声を絞しぼり出した。

　どうすればいいのか、心はいまだに決まっていない。

　何をおいても引っかかるのは、シローを殺したのはエルバ自身だという事実である。

　サクラにとって、エルバを倒すということは兄の仇かたきを取るということ。

「俺に、仇かたき討うちをやめろと言う資格があるのか……？」

　つい先日、エルバ自身が父親の仇討ちを果たしたばかりだ。それでいて、サクラには仇討ちをあきらめろ、というのは利己的に過ぎるのではないのか。

　だが、やめさせなければエルバの身に何が起きるか？

　答えは明白だ。サクラのテッキに対する態度が証明している。

　どうサクラに接すべきなのか、いまだに答えは見つからない。

「でもね」とルナ。「どうするにせよ、態度をはっきりさせないことには──死ぬよ」

「ああ……わかってるって」

　相矛む盾じゆんする感情が、形にならないレベルで渦うず巻まき、エルバの心に混こん沌とんを生んでいる。考えれば考えるほどに、考えはまとまらなかった。こんな半はん端ぱな状態が一番良くない、とわかっていても、抜ぬけ出せない。

　カエデみたいに割り切ることができれば、と思わずにはいられない。けれども、サクラを殺すというカエデの結論を受け入れることもできない。

「どうしたらいいんだろうな……テッキ」

　答えが返ってくることはないとわかっていながら、つい答えを求めたくなる。それほどまでに、エルバは行き詰づまっていた。

「すいません……」

　その時、両手に水みず桶おけを抱かかえたデイジーが姿を現した。

「やあ、デイジー」ルナが手を挙げる。「こんな時にあってもあくまで業務に忠実な君の態度は、実に素す晴ばらしい」

「それは皮肉でありますか」

　不本意そうな顔を、デイジーは見せた。彼女はもと軍警察の人間であり、「秩ちつ序じよ」という単語を形にしたかのような振ふる舞まいが身に付いている。

「いや、皮肉なもんか」答えたのはエルバだった。「ほんと頼たよりにしてるぜ、デイジー」

　館長が倒れるという危機的状じよう況きようにありながら、デイジーはごく冷静に博物館の業務、事務をこなしている。デイジーがいなかったら、なお悪い状況に陥おちいっていたことだろう。

「私だって、不安に思わないわけではありません」デイジーは反論する。「館長がこのまま目を覚まさないのではないか、と思うと……」

「……いや、テッキは必ず目を覚ます」

　力強い声を、エルバは努めて出した。

「その時まで博物館を維い持じするのが俺達の仕事だ。目覚める前に博物館が潰つぶれでもしたら、万力で百発くらい殴なぐられるだろうしな……」

「……それもそうでありますね」

　小さく、デイジーは笑った。

「それより」ルナが言う。「何か用事でも？」

「二つほど」デイジーは小さく咳せき払ばらいした。「一つは、今から館長の身体からだを拭ふくので、男性の方々はとっとと出て行って頂きたいということであります」

「あ、ごめん」エルバは慌あわてて戸口に向かった。「で、もう一つは？」

「外来の客をラウンジに待たせておりまして、そちらの応対をお願いしたいのです」

「こんな時に探たん偵てい業の依い頼らいかよ。受けている余よ裕ゆうなんてねえんだが……しかし仕事もしないとメシも食えなくなるし……う～ん」

「いえ、どうも依頼ではなさそうでありますよ」

「え？　そうなのか？」

「はい。その方は『ブラナが来た』と伝えれば、彼はすっ飛んでくるだろう、と……」

　デイジーが言い終えるより早く、エルバはラウンジにすっ飛んでいった。




「……こんな朝早くから、何の用だよ」

　ラウンジに幼い娘むすめの姿を見み出いだして、エルバは警けい戒かい感を強めた。

　オーラン人とも異なる異文化的な衣い装しように身を包んだ、奇き妙みような少女。その正体は八眼デイアボリツク争覇パーテイの主しゆ催さい者しや、地上の悪あく魔ま達を統すべる「魔王」、ブラナ・ラ・モートである。

「客人に対して随ずい分ぶんぶしつけな挨あい拶さつじゃないか」

　その声質は見た目通りに子供っぽいが、漏もれ出る言葉は老成している。ブラナがどれほどこの地上に存在し続けてきたか、その長さを暗示する口調だ。
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「……失礼している」

　その隣となりには、黒衣の男が立っている。グレン・ダール・キングスリー、ブラナのそばにいることが多い、八眼争覇の監かん視し役を務める男。

「アルテキア・バベルハイズのことは聞いている。意識を取り戻もどすことを願っている」

　口数の少ない男が、珍めずらしく自分から口を利きく。

　グレン・ダールは前回の八眼争覇において、テッキの命を救ったのだという。そのテッキが再び命の危機に晒さらされて、黙だまってはいられなかった──というところだろうか。

「そりゃどうも」

　適当に挨拶した後、エルバはギッとブラナを睨にらみつける。

「……だが、そんなことを言うためだけに来たわけじゃねえだろう」

「怖こわい顔をするね」

　対して、ブラナは余裕の笑えみを浮うかべた。

「……よくわかるな」

　エルバは言い返す。ブラナの両目は閉とざされたきり、普ふ通つうならば他人の表情などわかるはずがない。

「私は人間じゃないのだよ。周囲の様子を知るのに目は必要ない。私の両目が開かれるのは、私が真の力を取り戻した時さ」

　二百年前に起きた悪魔と人々の間で起きた戦争、魔王戦争に魔王は敗北し、魔王は封ふう印いんされた。かつての力のほとんどを失い、やっと姿形を保っている──それが、ブラナという存在だ。大気中に含ふくまれる塵ちりを集めてどうにか姿を保ってはいるが、ほとんど幻まぼろしに過ぎない。物体に触ふれることすらできないのだ──自らの肉体の一部、魔神の円盤レンズを除いて。

「とにかく、用事はなんだ」

　一定の距きよ離りを保ったまま、エルバは問う。

　いまや、エルバは魔王に対して敵意しか抱いだいていない。たしかにブラナは、エルバを八眼争覇に招待し、父の仇かたきと引き合わせてくれた。その点では恩人といえる。だが、仇を討うった結果、エルバは泥どろ沼ぬまに首までつかるハメになった。

　なにかしらあとでツケを払うことにはなるのだろう、と覚かく悟ごしての契けい約やくだから、魔神と契約したこと自体に後こう悔かいはない。だがだからといって、ブラナに好意を持つことはできない。ブラナはおそらく、全すべてを見通して──父の仇がサクラの兄であること、兄を殺されたサクラは喜んで魔神と契約するだろうこと──エルバを八眼争覇に巻き込んだのだ。

　これから先だって、何を言い出すか知れたものではない。まだなにか、エルバを泥沼の底へさらに引きずり込む仕込みを抱かかえているとも限らないのだ。

「通知をしに来た」ブラナは言った。「今回の八眼争覇は、最終局面を迎むかえている。残る参加者は三人だ。数日内──ともすれば今日にも、決着がつくかもしれない」

　無言でエルバは頷うなずいた。

「気になっているんじゃないかな……その後のことについて」

「……その後？」

「そう、八眼争覇に勝利した、その後のことだよ。今回こそ最後の八眼争覇になるはずだから、特別措そ置ちとして、あらかじめ伝えておこうと思ったのさ……その後の予定について」







「知っていることがあったら教えてくれないか……悪霊女王レイスクイーンの噂うわさについて」

　丁てい寧ねいな口調で、カエデは相手の男に頼たのみ込んだ──男を羽は交がい締じめにし、かつ男の顎あごの下にカタナの刃やいばを当てた状態で。

「知らぬというのであれば、知らぬと答えるがよろしかろ」

　男の正面に立っているのは、マロ・マロ──八柱の魔神の一柱、電光の魔神。オーラン人の貴族のごとき装しよう束ぞくを着用しているのも十分に目立つが、もっとも目を引くのはその顔だ。顔面に目と鼻が存在しない。

「もっとも、顎を短くされたくなければ、……何を言えばいいかわかるでおじゃろ？」

「知らないものは知らないんだ！」

　男は半ば半はん狂きよう乱らんになっていた。右目ま蓋ぶたが殴なぐられて腫はれ上がり、視界は半ば塞ふさがっている。

「頼むよ、助けてくれよ……！」

　ブルティエール二十八区の路地裏に、男の懇こん願がんの声が響ひびく。しかしその声を聞く者は、カエデとマロの他ほかにはいない。男の連れは全員、その辺に伸のびて、気絶している。

　しばしの間、カエデは男の顔をじっと見つめていたが──

「わかった、信じる」

　ついに男の拘こう束そくを解き、突つき放した。

「これに懲こりて、通りすがりの善良な市民に喧けん嘩かを売るのはやめることだ」

「はッ、はいーッ」

　何なん遍べんも頷くと、男は仲間を放置して路地の奥へと消え去っていった。

「……フン」

　鼻を鳴らして、カエデはカタナを鞘さやのうちにしまった。そして、眼鏡めがねをかけ直す。

「とんだ時間の無む駄だだった」

「まったくさな。ま、連中が先にちょっかいをかけてきたのだ、仕方ないでおじゃろ」

　男達はカツアゲ目的で、人気のない道を歩くカエデを襲おそおうとしたのだが──結果はこの通りだ。数日は、喧嘩を売るべきでない相手に喧嘩を売ってしまった不運を嘆なげくことだろう。

「……とはいえ、カエデも、無駄な暴力を振ふるい過ぎであったな」

「そのようだ」

　素す直なおに、カエデは認めた。

　向こうから売られた喧嘩とはいえ、必要以上に相手を痛めつけてしまった。いまだに一人として起きあがる気配のないことが、その証しよう拠こである。

　心は穏おだやかならず、波立っている。

　その原因は、はっきりとわかっている。

「サクラ……さな」

　マロの指し摘てきを、カエデは黙だまって受け止める。

　カエデは目まの当たりにしていた──テッキとサクラ、契約者同士の戦いの決着を。サクラはテッキの万まん力りきを奪うばい取り、それで何度も打だ撃げきを加え、撲ぼく殺さつしようとした。タイミング良くカエデが割り込んでいなければ、テッキは間ま違ちがいなく死んでいた。

　サクラは姉し妹まいのごとく育ってきた相手を殺そうとした。越こえてはならない一線を、サクラは踏ふみ越えた──カエデはそう受け取った。もはや以前のような仲に戻もどることはできない、と。

「サクラは悪あつ鬼きとなり果てた。もはや、殺すより他にサクラを救う道はない──」

　断言するカエデの声には、しかしわずかながらためらいがこもっている。サクラとは、十年前のオーラン虐ぎやく殺さつ事件を生き残った数少ない幼なじみ同士である。心が揺ゆらぐのを抑おさえるのは、簡単ではない。

　だが、カエデは既すでに一人、同郷の幼なじみを殺している。エイジ・タツミヤという、かつての許嫁いいなずけを。やむを得ない状じよう況きように陥おちいった末、カエデはエイジを自分の手で──今腰こしに差しているカタナで、刺さし殺した。

　為なすべきことをしたのだ、とカエデは信じている。

　だからもう一度、為すべきことをする。

　私情に流されることなく、できるはずだ──そう自分に言い聞かせる。

「ま、ともかく、何をするにも、サクラの居場所を突き止めねばならんでおじゃるな」

　マロの言葉に、カエデは頷いた。

「ああ……。向こうもこっちを捜さがしているはずなんだ。再会の日は遠くない……」

　再会の日とはすなわち、決着をつける日。

　それを思うと、おのずとカタナを握にぎる手に力がこもる。

「ま……今から難しい顔をしておっても意味がないぞ。肩かたの力を抜ぬくでおじゃるよ」

　マロの気き遣づかいの言葉に、カエデは小さく笑った。

「まるで人間みたいな事を言う」

「フホホ。この百年で、マロは他者の気持ちを思いやるという力を会え得とくしたからの」

　ニヤリ、とマロは赤い唇くちびるの両りよう端はしを吊つり上げた。







　サクラは、吐はいていた。

　池に向かって胃の内容物を嘔おう吐とし──四つんばいの姿勢のまま、肩で息をする。

　落ち着きを取り戻した後、サクラは平らに戻った水面に視線を落とす。そこに映っていたのは、やつれたサクラ自身の顔だった。

「…………」

　無言のまま、立ち上がる。

　サクラはほとんど食べていなかった──テッキを打ち倒たおして以来。

　食べ物に困こん窮きゆうしているわけではなかった。だが、食欲がわかない。せめて最低限の栄養補給はしなければならない、と事務的に食料を詰つめ込むが──すぐに吐いてしまう。

「テッキ……」

　いまだに、テッキとの戦いが脳内にこびりついていた。オーラン虐殺事件以降、姉妹のようにともに育ってきたテッキを、サクラはさんざんに打ち据すえ──しまいには、殺そうとした。

　それを思い出すだけで、心は嵐あらしのさなかの大海のように荒あれ、異常にざわめく。心臓が早はや鐘がねを打ち、何も考えられなくなる。ふと気がつくと吐き気に襲われ──胃い袋ぶくろが空っぽな時は胃液の匂においが鼻び孔こうをつく、というありさま。

「大だい丈じよう夫ぶか……サクラ」

　声に振り返ると、そこには兄シローの姿があった。

　もちろん、シローその人ではない。その正体は闇やみ照てらしの魔ま神じんヤミ・ヤタ。人の記き憶おくの中から特定の人物像を抜き出し、その姿に成り変わるという力を発揮し、シローの容姿を真似まねしている。

「お兄ちゃん……」

　立ち上がろうとして、サクラの足あし下もとがふらりと揺れる。池に落ちそうになる──が、すんでのところでシローが抱だき留めた。

「あまり、大丈夫じゃなさそうだな」

　シローはサクラを池の横の小道へと引き戻す。兄の手を離はなれたサクラは、木立に寄りかかった。

「申し訳ありません……」

　目を半ば閉とざし、サクラは天を仰あおぐ。

　これは試練だ──サクラは、そう信じていた。心を苛さいなみ続けるこの苦しみは、兄を復活させるために乗り越えなければならない苦難、すなわち試練であると。

　試練は、第一の山を越えたばかりだ。この後二つの山──カエデ、エルバを倒すということ──が控ひかえている。この段階で苦しんでいては、二つの山を越えることはできないだろう。

　だから今は、苦しんでいる暇ひまはない。

　気持ちを抑え込み、サクラは幹から離れた。

「大丈夫です。私は戦えます……」

　声は弱々しかったが、そこにこもった意志は鉄のように固い。

「その意気はよし。だが、体調が悪いのに無理をするのは、無意味なことだ。少々休んで、コンディションを整えてから出かけることをお勧すすめする」

　己おのれの後背に建つ小屋を、シローは指さした。ここ数日サクラが寝ね床どことしている、無人の小屋である。

「そう……ですね」

　シローの言に正しさを認めて、サクラは従うことにした。少し寝れば、身体からだを包み込む倦けん怠たい感も少しは楽になるだろう──そう信じて。







「……出てこいよ」

　東番外地の狭せまい広場で立ち止まり、リデル・ハンターチャンスは背後に声を投げた。

「俺を尾び行こうしてるのはわかってるんだぜ……」

　肉食獣じゆうのごとき笑えみを見せながら、両手の指をパキパキと折る。気の弱い人間ならば、それだけで腰を抜かしてしまうような笑顔だ。

　曲がり角から現れたのは──覆ふく面めんで顔を隠かくした一人の人物。

　背は低く、身体も細い。筋骨隆りゆう々りゆうの大男、リデルの眼前に立つと、実際以上に小さく見える。

「何の用事だ？　俺は暇じゃねえんだぜ」

　言って、リデルは両りよう腕うでを斜ななめ下四十五度に伸のばした。彼がマスターしている格かく闘とう技ぎ、チキュウ空手の構えの一つ、天動説の構えである。この体勢で敵の攻こう撃げきを待ち、受け流して投げ飛ばす。

「何も言わねえつもりなら、敵と見なすぜ……」

　構えを維い持じしたまま、にじり寄る。

　覆面の人物は──おもむろに、両腕を頭上に伸ばした。

「…………？」

　リデルは戸と惑まどった。自らを大きく見せようとするその構えは、チキュウ空手のもう一つの構え、地動説の構えだった。天動説の構えが「受け」の体勢であるのにたいし、地動説の構えは「攻せめ」の体勢である。自ら攻撃を仕し掛かける際に、両腕を斜め上四十五度に掲かかげるのだ。

　果たして──覆面の人物は、その構えのままに突とつ撃げきしてきた。

　半信半疑のままに、リデルは迎げい撃げきする。突進を待ちかまえ──リデルの上着をつかもうと伸びてきた腕を、逆に捕つかまえた。身体をねじり、突進の勢いは殺さぬまま相手を円運動に巻き込み、斜め後方の上空へと放ほうり投げる。

　相手の勢いを利用して、投げ飛ばす──これがチキュウ空手の基本にして、真しん髄ずいだ。

「ハ！　チキュウ空手は無敵だ──」

　言いながらリデルは後背を振ふり返り──

「──なに!?」

　目を剝むいた。

　投げ飛ばした相手は、煉れん瓦が塀べいに激突しているはずだった。ところが、いるべき場所にその姿がない。周囲を見み渡わたしても、見つからない。

「バカな！　一体どこに──」

　ハッと気づいて、リデルは自分の頭上を見上げた。

　数すう瞬しゆんの認にん識しきの遅おくれが、致ち命めい的だった。すぐそこに敵の姿が迫せまって──

「ぬぐはッ!?」

　真上からの衝しよう撃げきに、リデルは押し潰つぶされた。

　気がついた時には、リデルは俯うつぶせになっていた。

　敵は、リデルの背で倒とう立りつしていた。組んだ両手を、足の裏代わりとして。

「これは……『ガリレオ・ガリレイの鉄てつ槌つい』!?」

　這はったまま、リデルは驚きよう愕がくの声を漏もらす。

　仕掛けられた技は「ガリレオ・ガリレイの鉄槌」。自ら敵の真上に飛び上がり、自由落下による攻撃を頭上という死角から叩たたき込む、チキュウ空手地動説奥おう義ぎ。

「どうしたリデル。簡単にこいつを食くらうとは、腕が鈍なまったか？」

　覆面の人物は、自ら覆面を脱ぬいだ。

　その下から現れたのは、容姿に違たがわぬ娘むすめの顔。

「師し匠しよう！　ナガサカ師匠じゃねえですか！」

　リデルは素す早ばやく下した敷じき状態から這いだし、膝ひざをついて、相手に頭を下げた。

「お久しぶりです！　ってか、随ずい分ぶんな挨あい拶さつじゃねえですか」

「フ。愛する弟で子しが常つね日ひ頃ごろから油断しておらんかどうか、試ためしてやったのよ」

　そう言って、ミカル・ナガサカ──チキュウ空手の師し範はん──は、笑ってみせた。

「堅かた苦くるしい挨拶は結構。立て立て」

　弟子に立つようミカルは促うながし、リデルはそれに従った。

「いつからブルティエールに来ているんですか」

「ついこの間からさな。大切な用事を果たすため、田舎いなかから出てきた……」

　不意に、ミカルの表情が曇くもる。

「で、おまえを探しておった」

「はあ。何用ですかい？　なんでも承うけたまわりますぜ」

「大したことじゃない。おまえ……クラヴリー・ガーディアンを知っておるじゃろ？」

「ええ、まあ……」

　リデルは意外な感に打たれた。ミカルの口からクラヴリーの名が出てくるとは。

　クラヴリー・ガーディアン。その名はオーラン虐ぎやく殺さつ事件の首しゆ謀ぼう者しやとして、最近では流る刑けい島デスドレッド島からの脱だつ走そう者しやとして、有名である。脱走時に指名手配されたものの、結局いまだに見つかっておらず、その行方ゆくえを知る者はごくわずかだ。

　そのわずかな人間の一人が、リデルだ。十年前、軍にあってガーディアン少しよう佐さの従僕を務めていたリデルは、脱走してきたクラヴリーを匿かくまい、ブルティエールの犯罪組織の連合体マーレボルジュに庇ひ護ごを求めた。クラヴリー自身がデスドレッド島でマーレボルジュの大物と懇こん意いにしていたこともあり、その願いは大過なく受け入れられ、今はルブラン・マドレーヌという偽ぎ名めいを名乗って組織のために働いている。

「なんで、師匠がそんなことを知っているんですかい」

「ま……話すと長くなるんでな。心配することはない、おまえのボスを軍警察に突つき出すなんて真似まねはせんから」

「そんなことは心配してませんぜ。でも、一体何の用で？」

「それは、連れの口から説明してもらった方がよろしかろ。と──」

　ミカルは首を後方に向けた。

「いつまで隠かくれておるんじゃ。出てこい、マモル」

　呼びかけられて、曲がり角から二つの人ひと影かげが現れる。

　二人とも、若い男と見えた。一人は髪かみに包帯のようなものを適当に巻き付けており、もう一人は長く伸のばした銀ぎん髪ぱつを後頭部でひとまとめにしている。

「マモル、言ってやってくれ」

　包帯を巻いた男の方に、ミカルは声をかけた。

「クラヴリー・ガーディアンに直接話したい」

　男──マモルは、低い声で言った。

「良いではないか。こやつは儂わしの弟子、口の堅さは保証するぞ」

「……俺は口べただし、伝えるべき事じ項こうはあまりに多い。二度も説明するのは手間だ」

　ミカルの言葉に、ぶっきらぼうに反論する。

「……まあ、師匠の頼たのみとあらば、断るつもりはないですがね」リデルは言った。「とはいえ、うちの大将が会ってくれるかどうかは別問題ですぜ」

「いや、会ってくれるはずだ」

　妙みように自信のこもった声を、マモルは発した。

「マモル・デュバリエが会いに来た、といえば、必ず彼は答えてくれるだろう」

「へえ？　知り合いで？」

「知り合いじゃあない。だが、君も独立戦争に従軍した人間ならば、覚えているんじゃないのか」

「……独立戦争？」

　十年前、連れん邦ぽう十三州を東西で真っ二つに割って行われた戦争があった。西部州が連邦からの独立を試みての戦争だ。故ゆえに西部の人間はそれを「独立戦争」と呼び、東部の人間はそれを「西部内乱」と呼ぶ。

　独立戦争という単語を持ち出してきたということは、この男は西部人なのだろう。だが──

「さて。十年も前の話なんて、もう忘れちまいましたよ」

「相変わらず、見た目に違わぬ頭の悪さじゃな」

　ミカルがニヤニヤと笑いながら言った。

「ほっといてくだせえ」

「師匠としては情けないわい。……とにかく、ガーディアンに取り次いでくれんかね」

「あー、なら……」

　頭をかきつつ、リデルは考えた。

「ちょいとついてきて下さいよ。大将が住んでるの、この辺の近所なんでね」







「その後の予定？」

　エルバはブラナに問う。

「気にならないかね？」ブラナは問い返した。「八眼デイアボリツク争覇パーテイが何度も繰くり返されてきたことは知っているだろう。私の依より代しろは一人いれば十分なはずなのに、何なに故ゆえ依代選びを何度も行うのか」

「……つまり、これまでの八眼争覇勝者に、なにかやらせようってのか」

「なあに、簡単なことさ。決勝戦だよ」

　さらり、とブラナは言った。

　その言葉の軽さに、エルバは受け流してしまうところだった。

「……決勝戦、だと……？」

　その意味するところを理解して、呆あつ気けにとられる。

「そう」ブラナは頷うなずく。「最終八眼争覇──とでも名付けるべきところかな。これまでの勝者八名を再度招集し、魔ま神じんの円盤レンズを与あたえて、もう一度争わせる。これに勝ち抜ぬいた者こそを、私の真の依代としたい……そう思っている」

　ラウンジの椅い子すに着席し、ブラナは改めてエルバと相あい対たいする。

「ただ一度の八眼争覇のみで私の依代を決定してしまうのは、早さつ急きゆうに過ぎると思っていた。だから八度八眼争覇を繰り返し、勝者を八人揃そろえた上で決勝戦を行うという二重のふるいを用意することにしたのさ。もっとも、短期間に何度も八眼争覇を繰り返したら、人の目を引いてしまうし、『参加してくれれば願いを一つ叶かなえる』というありがたみも薄うすれる。だから百年という期間をかけて、八度──前回はトラブルがあったから、九度になったがね──依代候補を選び出した」

　ただ黙だまったまま、エルバは話を聞き続けるよりなかった。

「じっくりと腰こしを据すえて選んでやろうと思ったんだよ。私自身にとっては、百年という期間など、大海の水一ひと滴しずくのように些さ細さいなものだ。ま、人間には寿じゆ命みようってものがあるから、勝者を不老にしてやるって必要はあったがね。……過去の勝者達は今、ブルティエールに続々と集まっている。第九回の八眼争覇がもうすぐ終わると知って、最後の戦いのために結集しているんだ」

「……セブンデイのようなクソ迷めい惑わくな奴やつが、全部で七人集まるってわけかよ」

　エルバの言葉に、

「……俺もその一人だ」

　グレン・ダールが反応した。

「そいつは失礼」

　エルバは投げやりに謝り、そして──

「この戦いが終わったら、さらにもう一回八眼争覇をやれってのか!!」

　怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「休息の間が短い、ということについては謝るよ」

　ブラナは、エルバの怒りを平然としたままに受け止める。

「とはいえ、百年かけた事業がついに最終局面を迎むかえるわけだからね……。早く成じよう就じゆさせたい、という気持ちはわかってくれるだろう。それに、君には休きゆう憩けいの間はないけれども、それは戦せん闘とう勘かんが訛なまる時間がないということだ──」

「そういうことじゃねえ!!」

　怒ど声せいで、エルバはブラナの言葉を遮さえぎった。

「俺はこの半年間、さんざん戦い続けてきた。命の危機を感じたことは、両手の指じゃ足りねえ。それどころかたった今も命の危機のまっただ中にある。今日中にサクラに殺されないとも限らねえんだからな……。こんなクソッタレな泥どろ沼ぬま状態に、もう一回はまれっていうのか!?」

　ブラナは黙ったまま、ともすると微笑ほほえみにも見える表情を浮うかべつつ、エルバの言葉を受け止め続ける。

　それがますますエルバの癇かんに障さわる。

「おまえにとっちゃたった一人を選ぶだけの儀ぎ式しきなんだろうが、こっちは命がけでやってるんだよ！　俺だけじゃねえ、たくさんの人間が八眼争覇に参加した。参加者じゃなくても、巻き込まれた奴らがいた。それで大おお怪け我がをした奴もいる、死んでしまった人達もいる……！」

　チェビアト・ナイトロンド、クラエス・ルンホルム、エイジ・タツミヤ──エルバの脳のう裏りに、これまでに出会い、八眼争覇に運命を歪ゆがめられて去っていった人々の姿がよぎる。

　そして──テッキ、サクラ、ファルナも。

「それを、おまえはまだ続けるつもりでいるのか……！」

　糾きゆう弾だんに対し、ブラナは──

「……私を誰だれだと思っているのかね？」

　鼻で笑った。

「私は魔王だ。二百年前に封ふう印いんされ、人類という人類に恨うらみを持っている者だよ……人々がどんなにひどい目に遭あおうと、『ザマ見ろ』と思いこそすれ、同情など湧わいてくるはずがない」

「…………」

　そうだった、とエルバは内心で思った。目の前にいるのは悪魔を統すべる王、人類とはまるで異なる存在なのだ。非人類たる存在に「人間を思いやる心はないのか」と責めて、何になるというのか。

　無意味極きわまりない。

「あくまでも八眼争覇は自由参加の競技であって、『参加しなかったら殺す』などと脅おどしたわけじゃない。それで参加者がどのような目に遭おうと、自己責任というやつではないかね。巻き込まれた人々に関しては、運が悪かったとは思うが、巻き込んだのは基本的に八眼争覇の参加者であって、私じゃない」

　ブラナの言葉は、一応筋が通っているように思える。

　エルバは何か言い返そうとした──が、言葉が出てこない。完全に価値観の異なる相手を説得するなど、不可能だ。

「だが──君の問いかけに答えることはできる。『何故なぜ八眼デイアボリツク争覇パーテイを続けるのか？』……それは、私には八眼争覇を通して達成すべき目的があるからだ」

「……その答えは前から知っている」

　ぼそりとエルバは答える。

「いや、それは答えのうちの半分に過ぎない」ブラナは首を振ふった。「いかにも、依より代しろを捜さがし出すことが、八眼争覇の最重要目的だ。だが、最重要目的は、それとは別にもう一つある」

「……なんだと？」

　意外な言葉に、エルバは眉まゆをひそめた。

「せっかくだ、そっちについても教えておこうか」

　さも愉ゆ快かいそうに、ブラナは笑う。

「ただ──長い話になる。覚かく悟ごはいいかな」

「……人の正気を揺ゆさぶる、おぞましい話でもするつもりか」

「いや、今からする話にグロテスクなところはないよ。ただ、トイレなんかで話の腰を折られると、悲しいからね」

「そういう意味ならば、準備はできている」

　エルバも、ラウンジの空いている椅い子すに腰を下ろした。

「是ぜ非ひとも、聞かせてもらおうじゃないか」

「結構」

　ブラナはグレン・ダールに目配せした。それを受け、グレン・ダールはそばの柱にもたれる。

「じゃあ、教えてあげよう。この星の創世から、魔ま王おう戦争までの物語だ──」







　遠い遠い昔、オーラン人がこの星にやってくるよりもはるかに昔。

　この星には、現在住んでいる人種とはまったく異なる知的生命体が繁はん栄えいしていた。

　彼らは文明、文化を生み出し、その営み、居住範はん囲いを広げていった。そのありようは、現在の人種のありようと本質的には一いつ緒しよである。故ゆえに、国同士、民族同士、個人同士の争いもまた何度も繰くり返された。それ故に彼らは、幾いくたびか種としての絶ぜつ滅めつの危機に追いやられた。

　何度も絶滅の危機を迎むかえた彼らは、考えざるを得なかった──自分という種を未来永えい劫ごう残していくためには、何をすればいいのか。種の危機をもたらす「争い」を、いかにして駆く逐ちくすればいいのか。

　彼らは一つの結論を出した。争いというものは、二つ以上の異種の間に発生する。逆に言えば、国が一つしかなければ国同士の争いは起きず、民族が一つしかなければ民族同士の争いは起きず、個人が一人しかいなければ個人同士の争いは起こらない。すなわち──種の全すべての者が「一人の個人」となれば、争いというもの──種を滅ほろぼす原因となるもの──は存在できなくなる。

　それは、種としての究極を求めること──そう信じ、彼らは自身が生み出した生命科学を駆使して進化に進化を重ね、その容姿、体質を次々と変えていった。

　長きにわたる進化の果て──彼らはとうとう、一つの究極にたどり着いた。彼らは肉体という器うつわ、個という器を捨て、たった一つの精神統合体へと成り変わったのである。精神、魂たましいを合一することで、個人同士の意い思し疎そ通つう不全による諍いさかいから解放され、彼らは真の平安を手に入れることに成功したのだった。

　たどり着いた究極の姿を、現在この星を支配する人類は「塵ちり」と呼んでいる。




「塵が……生命体だと？」

　つい、エルバは驚おどろきの声を漏もらした。

「信じられないのも無理はない」

　ブラナはエルバの態度に理解を示した。

「我々の姿は、君達とはあまりにも違ちがいすぎる。想像力が追いつかないのも、やむを得ないところだろうさ。だが、これは真実だ。私達は究極の進化を果たして、多にして一、一にして多の精神統合体となったのだ」

「その割には……過去のあんた方の文明の跡あとなんて、どこにもねえじゃねえか」

　疑問を、エルバは口にする。

「それはそうだろう。私達が肉体を持っていた頃ころというのは太古の昔だ。全ては地下深く、もしくは海底深くに埋うまってしまっている。何度も発生した天変地異、地ち殻かく変動が、この星の大陸の姿を全て変えてしまったのだよ。もし私達が肉体という器に囚とらわれたままであったら、天変地異のたびに絶滅していたことだろう。だが、定型を持たぬ塵となったが故に、私達は存在し続けることができた。星の変化を他人ひと事ごとのように眺ながめながらね……」

「…………」

　ブラナの主張を理解するのに、かなりの時間を要した。だが、語られた事じ項こうはじわじわと脳内に浸しん透とうしていった。ブラナの語ることが真実であると証明するものは、何もない。けれどもブラナの言葉は真実なのだろう、とエルバは直感的に理解していた。

「じゃあ──」

　頭脳をフル回転させながら、エルバは質問の言葉を選ぶ。

「じゃあ、あんた方の今の姿は何なんだ。円盤レンズと悪魔ってのは、どこから出てきたんだよ」

「それの原因は、つい最近起きたある事件がきっかけだ」

　ブラナは小さな笑えみを漏らす。真実という奔ほん流りゆうに翻ほん弄ろうされるエルバの姿を、面おも白しろがって。

「最近、だと」

「ま、最近と言っても、約二千年前の話だがね。私達が過ごしてきた悠ゆう久きゆうの歴史に比べれば、二千年なんて一いつ瞬しゆんのようなものさ──」







「……ってなわけで、ここの近くで客人がたを待たせているんですがね」

　師し匠しよう達の来訪について、リデルはクラヴリーに説明した。

「ほほお、おまえさんの師匠がね。そいつは是ぜ非ひとも会ってみたい」

　軽い口調で、クラヴリーは答えた。

　ここは東番外地の某ぼう所しよ、クラヴリーの隠かくれ家が。その身の上故に日ひ陰かげの生活こそ送ってはいるが、マーレボルジュの有形無形の諸援えん助じよのおかげで、金には困らない生活を送っている。この隠れ家も立地の割には広く、居住環かん境きようは極めて快適だ。

「しかしまあ……いつ来ても綺き麗れいなもんですね」

　現在リデルが立つ玄げん関かん口ぐちからも、家の内部、居間や台所の様子は見て取れる。どこもかしこも綺麗に片づき、整理されていた。

「俺とデイジーが従僕だった頃は、大将がなんでもかんでもとっちらかすのにえらい苦労させられたもんですが」

「……今は僕達が苦労させられてるんだよ」

　居間の戸口からひょいと顔が出る。きっちりとメイド服を着込んだ銀ぎん髪ぱつの少女が、リデルを睨にらみつけていた。

「よお、バーミッサ。そこにいたのかよ」

　リデルは片手を上げて挨あい拶さつした。

　彼女の名はバーミッサ・アードレー。かつて西部の都市フォッグビルの王として君臨していた少女は、今はガーディアンに雇やとわれるメイドの身分となっていた。

「このオッサンには整理整せい頓とんという概がい念ねんはないのか」

　ただし、雇こ用よう主ぬしに対する尊敬の念は皆かい無むだった。

「物はすぐに散らかすし、食べても食器を片づけないし。そのくせ捜さがし物が見つからないとすぐに不ふ機き嫌げんになる。だったら普ふ段だんからしまうべきところに物をしまってくれって話だ」

「十年前に、デイジーからまったく同じセリフを聞いたような気がするぜ」

　リデルは呆あきれた。

「もって生まれた性格は、そう簡単には直らないものさ」

　はっはっはっ、とクラヴリーは朗ほがらかに笑った。

「だからメイドを雇ったんだ。私は君達に仕事を供給してあげているんだからね」

「反省する気配もなしか」

　バーミッサは吐はき捨てたが、

「でも……実際のところ、かなり暇ひましてますからねえ」

　その背後から、クラヴリーを擁よう護ごする声が上がる。

「ランコはわかっている。いい子だ」

　現れた二人目のメイド、ランコ・スーパーフォークをクラヴリーは褒ほめた。

「この家の家事なんて、二人で手分けすれば一日一時間で終わりますし……ね」

　同どう僚りようを、バーミッサは睨みつける。

「君がしょっちゅう皿を割って仕事を増やすけどね」

「うう……」

　図星を指されて、涙なみだ目めになるランコ。

「だいたい、こんな狭せまい家にメイドを二人も雇うこと自体が間ま違ちがっているんじゃないのかなあ」

　バーミッサはクラヴリーを糾きゆう弾だんするが、当の本人は顔色一つ変えない。

「この家にメイドを二人も雇う必要がないという指し摘てきは、その通り。だがそれは裏を返せば、無理をして君達を雇ってあげているということだ。行くあてのない娘むすめ達を世間の冷たい風の下に放ほうり出すのは忍しのびない、と思ったからこそ、君達をここに置いているんだよ」

「……恩着せがましいことを」

　と反論しつつ、バーミッサは語気を弱めた。

「その点は感謝している。今の生活は望みうる最高の物じゃあないが、悪くないとは思っているよ」

　渋しぶ々しぶ、という口調で語る。

　クラヴリーは笑え顔がおをもって応こたえた。

「結構結構。むしろ恩を受けているのは私の方だがね。やはりメイドがいると生活に潤うるおいが出る。……で、来客は全部で何人かな」

　リデルに水を向ける。

「全部で三人です」

「ふむ。じゃあ、三人分のコーヒーを用意してくれ」

　クラヴリーはメイドに命令する。二人はキッチンに向かっていった。

「しかし、大将。マモル・デュバリエって、知り合いなんですかい」

　リデルの問いかけに、クラヴリーは不思議そうな顔をした。

「何？　忘れたのか、リデル？」

「……似たようなことを向こうからも言われたんですが、覚えてなくちゃいけないんですかい？」

「まあ……おまえらしいな、そういうところは。マモル・デュバリエというのは──」

　クラヴリーが説明しようとした時、クラヴリーの背後でノック音がした。

「ありゃ」リデルは玄関の扉とびらを振ふり返る。「まさか師匠、待ちきれなくて来ちまったのか？」

　扉を開けると、リデルが引き連れてきた三人組がすぐそこに立っていた。

「遅おそいから来たぞ、リデル！」

　にこにこ笑いながら挙手するミカル。

「あなたがリデルの師し匠しようですか。いやはや、こいつは……」

　クラヴリーは言葉を失った。リデルをはるかに凌りよう駕がする大男が来るんじゃないか、と信じ込んでいたので。

「リデル……」

　気配を察し、ミカルは弟で子しを睨にらむ。

「おまえ、わしのことを何も言っておらなんだな？」

「その方が面おも白しろそうだと思いましたんでねえ」

　今度は逆に、リデルがにこにこ笑った。

「フン」鼻を鳴らすミカル。「まあよい。今日の用事の主役はわしではなく、マモルじゃ」

　一歩退き、マモルを前に出す。

「……あんたが、クラヴリー・ガーディアンか」

　低い声を、マモルは漏もらした。

「思っていたより男前だな」

「その言葉はそっくりそのままあんたに返すよ、デュバリエ」

　対照的に、クラヴリーは年来の友を迎むかえたような態度で臨のぞむ。

「二人とも、初対面なんですかい」

　リデルの問いに、クラヴリーは頷うなずいた。

「直接対面するのはね。こんな形でまみえることになるとは、十年前は思ってもみなかった」

「その通りだな」

　マモルは小さく笑った。それからリデルに向き直り、改めて自己紹しよう介かいする。

「俺は十年前、西部軍の一隊の長として部下を率ひきいていた。ガーディアンの部隊とも何度かぶつかった」

「西部の亡ぼう霊れい小隊……と言ったら、わかるかね」

　クラヴリーの言葉に、「ああー！」とリデルは大声を上げた。

「そりゃ俺にゃわかりませんぜ。亡霊小隊討とう伐ばつには参加してませんぜ、俺は」

「……そうだったかね？」

「そうですよ。それに参加してたら、俺はしろがねの悪あく竜りゆうに殺されてましたって」

「それもそうか」

　クラヴリーは納なつ得とくした。

　十年前、クラヴリーは連れん邦ぽうの少しよう佐さ、東部軍の軍人として隊を率い、西部内乱に参加していた。その結果オーラン人虐ぎやく殺さつ事件に巻き込まれた上、その首しゆ魁かいと目され流る刑けいの身となるのだが──

　運命の事件に遭そう遇ぐうする以前、クラヴリーの隊はある任務を受けていた。西部州軍の一隊、デュバリエ隊の捜そう索さくと殲せん滅めつである。

　デュバリエ隊は「亡霊小隊」とも呼ばれ、東部州の兵達から恐おそれられていた。西部の未開の地でゲリラ戦を展開して東部軍を翻ほん弄ろうし、無視し得ぬ損害を与あたえ続けていたのである。出現する場所は広こう範はん囲い、神しん出しゆつ鬼き没ぼつに現れては敵を攻こう撃げき、一定の被ひ害がいを与えた時点で撤てつ収しゆうし、決して深追いはしない──という戦法故ゆえに「まるで亡霊のようだ」とたとえられたのだった。

　このままでは全軍の士気に関かかわる、と判断した上層部は、対デュバリエ部隊を編制、派は遣けんして殲滅にあたらせることとした。これに選ばれたのがクラヴリーの隊である。

　クラヴリー隊は上層部の期待に応えるべく、デュバリエ隊を追った。モグラのごとくあちらこちらに顔を出すゲリラ部隊を追いかけ、交戦すること数度。そのうちデュバリエ隊の側もクラヴリー隊をライバルと認め、逆に迎げい撃げきするような動きすら見せ始めた。

　しかしながら結局のところ、雌し雄ゆうを決することはできなかった。クラヴリーは「とある村にデュバリエ隊が潜せん伏ぷくしている」との情報を受け、その村に入った。そこがオーラン人リの一族の居住地、サクラやカエデの故郷だった。そこでオーラン人虐殺事件は発生し、クラヴリーの隊は全滅の憂うき目めを見るのである。

　今では、対デュバリエ隊にクラヴリーが抜ばつ擢てきされたのは、サイクス・バルヒーヨの関かん与よがあったとわかっている。バルヒーヨはしろがねの悪竜の力を試ためすために、クラヴリー隊を巧たくみにリの一族の村へと誘ゆう導どうしたのだ。

「まあ……別段、君に対する恨うらみはないよ」

　マモルに対して、クラヴリーは言った。

「それどころか、一度会ってみたいと思い続けていた。あのような優すぐれた用兵を行える人物ってのはどんなものか、とね」

「あの時、俺はできるだけのことを全力でやっただけだ」

　表情を変えぬまま、マモルは答えた。

「俺はあんたには会いたくないと思っていた。あれだけのクソ手て強ごわい相手など、顔も見たくないってな」

「ところがこうして会いに来た。ってことは、なにか重要な用事があるということだろうな」

「その通り」マモルは頷いた。「ただし、用事があるのは元軍人としてのあんたにじゃない……元魔ま神じんの契けい約やく者しやとしてのあんたにだ」

「それは、どういう意味──」

　クラヴリーが問い返そうとするより早く、

「あ！　おい！」

　バーミッサが強ごう引いんに前に出てきた。
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　全員がバーミッサに奇き異いの視線を投げるが──一人、びくりと身を震ふるわせた者がいる。

「……何故なぜおまえがこんなところにいる」

　ミカルでもマモルでもない、三人目の来客が、驚おどろきの表情を顔に張り付けていた。

「それはこっちの台詞せりふだ！」

　敵意をむき出しに、バーミッサは言い返す。

「どうした、バーミッサ」クラヴリーが問いかける。「この方、知り合いかね」

「知り合いなんてものじゃない！　こいつの名はベイセル・アードレー、僕達双ふた子ごを見捨てた、父親だよ……！」

　バーミッサは三人目の来客──ベイセルを引きずり倒たおすため、襲おそいかかった。







　平へい穏おんの時は、未来永えい劫ごう続くと「彼ら」は信じていた。

　だが、平穏の時は、宇宙からやって来た外来者によって破られた。

　今から二千年前、一隻せきの移民船がこの星に現れた。この星を新たなる故郷とするために降りてきた人々──それは、現在オーラン人と呼ばれる人々の先祖達である。

　この星はオーラン人達の故郷、地球と呼ばれる星に環かん境きようが似ていた。何十世代、何百世代にわたって居住し続けることができるだろう、と判断したオーラン人達は移住を開始し、主に現在オーラン州と呼ばれる地域を中心として集落を作り、居住可能地域を広げていった。

　この段階では、オーラン人達は地球とこの星の最大の相そう違い点に気づいていなかった。すなわち、大気中には「塵ちり」が含ふくまれているという点について。




「彼らの登場は、私達にとってはまったく思いがけないものだった」

　過去を思い出すように、ブラナは頭をもたげた。

「彼らが私達の敵であることは、すぐにわかった。彼らが乗ってきた船からの排はい気きは、私達の身体からだを傷つけ、害した。放置しておけば、『塵』は完全に汚お染せんされ、分解され、私達は私達を保っていられなくなる。結論に達するまで、さほど時間はかからなかったよ──彼らは私達の永劫なる平穏をかき乱す者、故に排はい除じよすべき存在である、という結論にね」

「オーラン人は今も生き残っているじゃねえか」

　エルバがツッコミを入れた。

「そう、その点は認めなければならない」

　ブラナは視線を床ゆかに落とす。

「排除すべきだ、と意を決したまではいい。けれども私達は大きな問題に突つき当たった──肉体という器うつわを捨てた私達が、どうやって肉体を持つ存在と戦えばいいのか？　なにかしら、私達という存在を物理的な物に落とし込む仕組みが必要だった。そこで生み出したのが、円盤レンズというわけさ」




　大気中の塵を原材料として、「彼ら」は円盤を作り出した。

　円盤には二つの役目がある。円盤でもって、この星原生の動物達の精神をのっとることが一つ。もう一つは、乗っ取った動物達の周囲を塵で固め、鎧よろいを作り上げること。

「彼ら」は、オーラン人達の記き憶おくをある程度読むことができた。故ゆえに彼らはオーラン人達が恐おそれるバケモノの姿を吸い上げて、鎧の形となした。その形状をデータとして円盤の内側に書き込み、何を依より代しろとした場合でも一定の形を再現する仕組みを作り上げた。

　獣けものたちを悪魔の姿と変えて、「彼ら」はオーラン人に襲いかかった。

　突とつ然ぜん現れた敵の存在に、オーラン人は不意をつかれた。星原生の凶きよう暴ぼうな動物に対した場合の対たい抗こう手段を持っていたとはいえ、悪魔の数は圧あつ倒とう的に過ぎた。オーラン人はあっという間に殲せん滅めつされ、一部の人々が砦とりで──それまでに建築していた大学構内の流用だが──にこもってどうにか抗戦を続けている、という状態となった。

「彼ら」が再び平穏を取り戻もどす日は近い、と思われたが、オーラン人達はそこから粘ねばりを見せた。

　最初に、自ら悪魔の円盤を目に入れてみた人間は誰だれだったのか──今となってはどうでもいいことだ。だが、誰かが円盤を使用して、自分の意思で悪魔を召しよう喚かんできることに気がついた。円盤に意思を乗っ取られることもなく、悪魔の姿を自由自在に操あやつることが、人間には可能だった。

　この事実は、悪あく魔まと人との戦いを一方的な虐ぎやく殺さつから平へい衡こう状態へと押し戻した。絶対数は相変わらず悪魔達の方が上だが、オーラン人達には知ち恵えがあった。複数人が連れん携けいして戦ったり、罠わなや武器を使用したりという様々な戦術が、少数のオーラン人に悪魔と対抗することを可能とした。

「彼ら」としては、これはまったくもって不測の事態だった。円盤の力で獣たちを支配するのは容易だというのに、何故人間達を支配することはできないのか？　彼らは、答えを見み出いだすことはできなかった。

　そうこうしているうちに、オーラン人達は悪魔対策をどんどん進めていった。逆バツク流ワードという現象を解明し、それを防ぐために自分達の肉体を遺伝子レベルで改造することすら行った。現在、ほぼ全すべてのオーラン人の頭部に角が生えているのは、その際に行われた人体改造の名残なごりである。また、竜りゆう人じん計画もこの時に進められたが、これはあまりに人の道を外れすぎるという理由で中止され、今では一世代に一人くらいの割合で竜人の特とく徴ちようが現れる、という程度のものに留とどめられている。竜人計画が進んでいれば、オーラン人はしろがねの悪竜をすら操る力を手に入れたかもしれない。




「今では、何が原因だったのかわかっている」とブラナ。「何なに故ゆえ私達は、円盤を介かいして人を操ることができないのか。君も、学校で習っただろう」

「ああ」

　水を向けられて、頷うなずくエルバ。

「円盤のうちにも悪魔の意思がある。円盤が目にはめられる時、依代と悪魔の間とで主導権争いが発生するが、それに勝利するのはより意志の強い方、精神活動がより深化している方だ。人類は悪魔よりもより強く自己を確立しているが故に、悪魔に乗っ取られることはない……とかなんとか」

「その通り」ブラナは手を叩たたいた。「長い間、一つの存在となって安あん穏のんと時を過ごしていた我々は、いつの間にやら退化していたのさ。私達は、究極の進化を果たしたつもりでいた──それ故に、私達はその究極の先へと進むことを忘れていた。進化への志向を忘れた者は、ただ退行するのみ。だが、私達はそれをなかなか認められなかった。簡単に受け入れられるものではないだろう？　自分が、自分よりも劣おとっているはずの存在に負けているだなんて。けれども、それが認められなかったが故に、私達はオーラン人を滅ほろぼすことができなかった。だからその後、封ふう印いんされるハメにもなったのさ──」




　均きん衡こう状態はその後千八百年続いた。

　千八百年の間に、オーラン人の科学技術は退行していった。人口が激減したため、知識伝承がうまくいかなかったのである。しかし植民直後に自らに施ほどこした処置が、オーラン人を少ない人口のままに生きながらえさせた。自分達が宇宙からやって来たことすらほとんど忘れてしまいながらも、オーラン人達は千八百年という長きにわたる年月を耐たえ凌しのいだ。

　そして、悪魔と人類の均衡を崩くずす事件が、オーラン人到とう着ちやくから千八百年後、すなわち現在から二百年前に発生した。

　二つ目の移民船が、この星にやってきたのである。

　こちらの船も移民が目的ではあったが、性質は少々違ちがっていた。この移民船の乗員の半分は囚しゆう人じんで、彼らの目的は流る刑けい先としての植民星を開発することだったという。だが長年の宇宙漂ひよう流りゆうの結果、本星との連れん絡らくは途と絶だえ、船自体が独立した一つの国家へと変質していった。現在の連れん邦ぽうが独立国家でありながら首長の称しよう号ごうとして「総そう督とく」の名を戴いただいているのは、その名残である。

　第二の移民団は、惑わく星せいに降下するとほぼ同時に、オーラン人の存在に気がついた。二つの人類はあまりにも酷こく似じしており、お互たがいが同じ種、同じ母星から生まれ出いでた存在であろうことは容易に想像できた。

　異星の地にあって、オーラン人と第二移民団はすぐに手を組み、ともに悪魔に対抗した。オーラン人は悪魔の存在、円盤レンズの性質を第二移民団に教え、第二移民団の人々はすぐに円盤の使い方を理解した。

　第二移民団の人数は、生き残っていたオーラン人の数十倍に及およぶ。これまで、やっとオーラン人と対抗し得ていた魔王側にとって、敵軍の爆ばく発はつ的増加は致ち命めい的だった。

　魔王は、様々な手段をもって人類に対抗した。自らの姿を顕けん現げんさせる円盤、「魔王の瞳ひとみ」を生み、魔神、あるいはしろがねの悪竜といった、人の意思に支配され得ぬ円盤を繰くり出した。一時は彼らが乗ってきた移民船を乗っ取ることにすら成功した。だが、結局のところは多勢に無勢だった。移民船ごと魔王は封ふうじられて、地下に埋まい葬そうされた。

　魔王戦争に勝利した移民団は、埋うめられた移民船の直上に新たな都市を作り上げて、本格的な植民活動を開始した。

　その都市こそ──現在のドース連邦首都、ブルティエールである。




「それが、魔王戦争の実態だった──ってわけか？」

　エルバの言葉に、ブラナは何度も頷いた。

「私達の過去の恥ち辱じよくを明らかにするのは、実に苛いら立だたしい行こう為いだね。だが事実は事実、結果として私達は今、吹ふけば飛ぶような情けない姿を晒さらしている」

「情けない姿……ねえ」

　たしかに見た目だけならば、ブラナは何の害も無さそうな存在だ。けれどもエルバとしては、ブラナの自じ嘲ちようの言葉をそのまま受け取るわけにはいかなかった。基本的には悪あく魔まと同質の存在でありながら、依より代しろも使わずに姿を現し、こうして人と語り合うだけの知性を持ち合わせている。

　これで力のほとんどを封じられている状態だというのだ。封印が解かれた時、ブラナは一体どれだけの力を持つことになるのか──

「私達にかけられた封印を解くことは、簡単だ。このような姿を顕あらわすことができるようになった百年前から、いつでも復活することはできた──適当な人間をそそのかして、私達のために働かせればいいのだからね。だが、無策のままに復活したところで、人類に勝利できるという確証はない。魔王戦争という挫ざ折せつは、私達に謙けん虚きよになることを教えてくれた……再び星の王として君臨するためには、私達自身が変わる必要がある。それは具体的にどういうことなのか、どう変わればいいのか──百年かけて、私達はその答えにたどり着いた」

「封印されてから百年も考え続けていたのか。そりゃご苦労だったな」

　エルバは混ぜっ返したが、ブラナはただ微笑ほほえみ続けるばかりだった。

「君達人類の強み──それは、多様性だ。私達が過去に捨て去ったもの、闘とう争そうの因となるが故ゆえにうち捨てた要素──それで、君達は私達を打だ倒とうすることができた。ある意味、当たり前のことではある。戦うことを捨てたが故に、戦えなくなったのだから。魔王戦争に敗れたのも必定だったと言えるだろう。だから私達は、多様性を取り戻もどすことを志向した。多様性を取り戻し、個を取り戻すことで、互いを競きそわせてより精神活動を深化させていく。それこそが、人類に打ち勝つ唯ゆい一いつの道だと私達は確信した」

「だんだん話が見えてきた」

　不意に、ルナの声が割り込んできた。柱の陰かげから姿を現し、エルバのもとにやってくる。

「なんだおまえ」エルバは言った。「なかなか来ないと思ってたら、そんなところに隠かくれてたのかよ」

「途中で割り込むのも失礼かと思って待機してたんだけど、話が随ずい分ぶん長引いているんでね。飽あきて出てきたんだ」

　そう答えて、ルナはブラナを見やる。

「その──個とやらを取り戻すために、八眼デイアボリツク争覇パーテイを開かい催さいしたんだね」

「そう。その結果が今の君だよ、ルナ」

　ブラナはルナを指さした。

「言われてみれば」エルバは思わず納なつ得とくした。「こいつはよそには滅めつ多たにいない個性の持ち主だな」

「失礼なことを」ルナは快活に笑った。「僕のような人間なんて、それこそ石を投げれば当たるくらい町中にいるじゃないか」

「おまえほど人生に対する態度が適当な奴やつを、俺は見たことがない」

「それは君の人生経験が足りないだけだって」

「おまえに人物を見る目がないだけだ。おまえ、人間の個性が全部で三種類くらいしかないと勘かん違ちがいしてないか？」

「そんなことはない。少なくとも八種類はある。僕ら魔神八柱は全員、異なる個性を持っているからね」

「……魔神の個性、か」

　その単語に、ふと注意を惹ひかれるエルバ。

「そう、その通り」ブラナは言った。「私達が欲ほつしたのは、その『個性』だ。手始めとして、私達は魔神に個性を与あたえる──というか、学習させることを欲した。八眼争覇は、その学習手段でもあったのだよ」

「それは、どういうことだ」

「魔神は私と同等の知能を持つ。人間の友として行動を一にしておれば、自然と人格は生まれてこようというものだ。様々な感情を学ばせるという点においても、八眼争覇は有益だったよ。願いを叶かなえるために、人は命を賭かけ、勝てば笑い、負けそうになれば苦しみ、自分や親しい者が傷つけば悲しむ。八眼争覇という短期間に濃のう縮しゆくされた強い感情をそばで受け止めることで、魔神達はそれぞれ個性を獲かく得とくしていった。その結果の一つが君だ、ということだよ」

　ブラナはルナに顔を向けた。

「……そういうものなのかな」

　実感が湧わかないのか、ルナは首をひねる。

「俺から言わせれば、今のおまえは別人だ」

　ブラナの背後に控ひかえるグレン・ダールが発言した。

「以前、俺が八眼争覇に参加していた時のおまえとはな」

「……そうなのか？」

　エルバが問うと、黒衣の男は表情を変えずに答えた。

「俺は四度目の八眼争覇に参加した。今から六十年ほど前になる──」

　こいつは少なくとも実じつ年ねん齢れい八十を超こえているのか、とエルバは素す早ばやく暗算した。外見上は二十代にしか見えないのだが。

「その時のおまえは、今ほどに口の軽い奴ではなかったはずだ」

「そうなのかな。なんとも言いようがないね」

「……こいつがかつて無口だったなんて、まったくもって信じられねえな」

　グレン・ダールの指し摘てきに眉まゆをひそめるルナに、エルバはあきれ顔を向けた。

「魔神達の成長ぶりは、私達の想像をはるかに超えていたよ」

　ルナを擁よう護ごするようなことを、ブラナは言った。

「命を賭ける戦いに臨のぞむ者と行動を同じくした結果、八柱はそれぞれに成長を果たした。私達はこれらの人格を、他ほかの悪あく魔ま達にも広げるつもりでいる。今はまだ人類の下風に立ち、いいように操あやつられているが、やがて悪魔は人間の精神を乗っ取りはじめる。その時に私達は魔王として復活し、再び星の王として君臨する。これが、私達のプランだよ」

「悪魔にも人格を与える……だと？」

　信じられない、とエルバは頭を振ふる。

「その通り。君達は、私達が『個』というものを思い出すことに大いなる寄き与よを果たしてくれた、というわけだ。大いに感謝しているよ──だから、私達が星の王として再臨した暁あかつきには、君のような人間は生かしてあげる。八眼争覇で死ななければ、の話だけど。それが君達に対する返礼というものだろうから」

「…………」

「これで、君の知りたいことについての答えになったかな。八眼争覇のもう一つの目的、という話題について。……感想は？」

　エルバは、何も言い返せなかった。あまりにも多くの事実を聞かされて、頭の整理が追いつかない。

「ま、いきなり感想を求められても、難しいかな」

　内心を察して、ブラナは雅が量りようを見せた。

「そもそも、これから目の前の八眼争覇の決着をつけなければならないのだしね。いらないことを教えてしまったかな？……ま、今の話を聞いて、どうするのも君の自由さ。それでは今日のところは、この辺でおいとまさせてもらうよ」

　軽く手を挙げると、ブラナは歩いて博物館の玄げん関かんへと向かっていった。無言のまま、グレン・ダールも歩み去っていく。

　二人の姿を、エルバはただ見送るよりなかった。
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「やあどうも、こんにちは」

　目的の人物の姿を見み出いだすと、ルシアン・パラドールは軽く手を挙げた。

「もう来ていたんですか、アンテノラさん。はて、時間を間ま違ちがえましたかね」

　言って、懐かい中ちゆう時計を確かく認にんする。

「いや、君の時計は問題ないだろうよ」

　着席するよう、アンテノラはルシアンに手を伸のばした。

「約束の時間はまだ先だ。少し早めに来てみたんだよ……暇ひまだったもので」

　ここはブルティエール二十八区、東番外地との境に立つ高級ホテルの最上階レストランである。アンテノラが陣じん取どり、たった今ルシアンがやってきた個室は、そのレストランの中でももっとも立派な部屋だ。定員は六名ながら、ゆうにその三倍は入れそうなほどに広い。西側の壁かべが全面ガラス張りとなっており、ブルティエールの全景を眺ちよう望ぼうすることができる。

　このホテルは地下犯罪組織マーレボルジュの支配者、アンテノラの所有する施し設せつだった。

「いやいや、素す晴ばらしい景色ですね……これは」

　窓まど際ぎわに立ち、ルシアンは感かん嘆たんの声を上げた。

　都市の中央部に鎮ちん座ざする議事堂や庁舎群はもちろんのこと、商業区画に居住区画、果ては北辺のバベルハイズ自然史博物館やら西番外地まで。青空の下、巨きよ大だい都市はいつもと変わらぬ姿を見せている。

「身分という枷かせがなかったら、毎日でもここに来るんですけどねえ」

　肩かたをすくめて、ルシアンは席に着いた。

　ブルティエールの重要人物という点では、ルシアンもまた負けてはいない。表向き、彼はドース連れん邦ぽう総そう督とくホアキン・パラドールの息子むすこということになっている。だがその実体は、ホアキン本人なのである。

　彼は過去の八眼デイアボリツク争覇パーテイの勝者である。来きたるべき最終八眼争覇のために、ブラナは彼を不老の身とした。その際、ルシアンは一つの条件を付けた──「外見上の年ねん齢れいを自由に操れる能力が欲しい」と。その当時からルシアンは政界への進出を考えており、不老の外見は大きなマイナスになるとの打算をはじいていたのだ。

　だから、今の彼は二つの顔を持っている。ホアキンの顔と、ルシアンの顔と。総督として活動する時はホアキンの顔となり、その他の場合はルシアンの顔で動き回るのである。

「よく考えてみれば、大変な会合だな」アンテノラが言った。「このブルティエールの表の王と裏の王が、お互い単身で顔をつきあわせるのだから」

「それはそうですけれど」ルシアンは愛あい想そ笑いを浮うかべる。「今日の僕はルシアンですので。八眼争覇の勝者同士として、話をしにきたんですよ」

　アンテノラもまた、過去に八眼争覇の勝者となって、永遠の若さを手に入れた男である。第二回の八眼争覇、今から約七十五年前のことだ。彼の顔つきは壮そう年ねんくらい、「永遠の若さ」という言葉からはかけ離はなれているように思えるが、これは彼自身が選んだ容よう貌ぼうだ。裏社会の王となるためには、ある程度の外見的貫かん禄ろくが必要だ、というルシアン同様の打算の下もと、壮年程度の外見に己おのれを留とどめている。

　八眼争覇に勝って後、アンテノラは裏社会で頭角を現し、のし上がった。そして、今も闇やみの世界に君臨し続けている。その支配があまりにも長きにわたるが故ゆえ、「アンテノラ」という名はマーレボルジュのボスとなった者が襲しゆう名めいする称しよう号ごうだ、と一いつ般ぱん的には思われているが──なんのことはない、ただ一人の人間がずっと玉座に座り続けているだけなのである。

「勝者同士として、ね……。とりあえず、何か頼たのむかね」

　メニューをルシアンに渡わたしつつ、アンテノラはウェイターを呼んだ。昼食を注文し、ウェイターを下がらせてから、話を続ける。

「今行われている八眼争覇にそろそろ決着がつきそうだ、というのはもちろん知っているだろうね？」

　アンテノラの問いに、ルシアンは頷うなずいた。

「もちろんですよ。今回も、ものの見事に介かい入にゆうに失敗してしまいましたがね」

「介入……バルヒーヨのことか」

「その通りです」

　ルシアンは、認めた。

　自ら八眼争覇に勝利して以降、ルシアンは毎回八眼争覇への介入を試みていた。最終八眼争覇の存在を見み越こしてのことである。もう一度八人による殺し合いに参加しなければならないというのなら、なにかしら己に有利になるよう策を練るのが当然だ。

　ルシアンは「自分の息のかかった者を、最終八眼争覇に送り込む」という手段を取ろうとした。八眼争覇に参加する人間に接せつ触しよくしてバックアップし、勝利に導いて、最終八眼争覇の仲間とするのだ。最終的に勝ち残るのは一人である以上、仲間を裏切る必要は出てくるが、信しん頼らいを勝ち得ていれば、裏切りを行うのも容易となるだろう。適度なタイミングで仲間を切り捨て、最終的に魔ま王おうの依より代しろとなる。そのために、ルシアンは何度も八眼争覇にちょっかいを出した。

　だが結局のところ、試みはことごとく失敗した。今回のバルヒーヨにしてもそうだった。連邦議員バルヒーヨはその権力をも利用して他ほかの契けい約やく者しやを圧あつ倒とうしようとした。いい線を行ってはいたが、慢まん心しん故にあまりに多くの敵を作りすぎ、敗北を喫きつした。

「なかなか難しいものです。自分より頭がいい人間を仲間にしたら、僕の方が裏切られる恐おそれがありますからね。扱あつかいやすそうな人間を仲間にせざるを得ないわけですが、知ち恵えの足りない人間は遅おそかれ早かれ敗れる。八眼争覇には勝てるけど、僕には勝てない人間──ってのを選び出すのは実に難しいですよ」

「他人を頼たよるのが間ま違ちがっている……個人的には、そう思うがね」

　テーブルに肘ひじをつき、アンテノラは眼前で指を組む。

「八眼争覇は個人と個人の戦い。一対一の決けつ闘とうの繰くり返しの結果として、最終的に勝ち抜ぬくことが大事だと思っているよ」

「ほお？　これはまた、随ずい分ぶんと騎き士し道どう的なことですね」

「争いというものは、万ばん事じフェアに行われるべきだ。生まれた時から、私はそう肝きもに銘めいじてきた。……敵がアンフェアな手段に訴うつたえてきた場合は、また別の話だがね」

「そうそう。今日はその、『別の話』の方をしに来たんですよ」

　ルシアンはテーブル上に大きく身を乗り出した。

「そんなことだろうとは思っていた」

　逆に、アンテノラは身を引き、椅い子すにもたれた。

「最終八眼争覇のために手を組もう、と言いたいのだろう？　悪いが、そうはいかん」

「アンテノラ先生も、魔王の依代になりたいんですか」

「そういうこと。ブラナも、魔王として再臨した暁あかつきには、人類をその支配下に組み込むと言っている。魔王となれば、私はこの星の王になれるんだ。この大陸の上で一番偉えらい人間にね……。だが、その地位をブラナ以外の誰だれかと分け合うつもりはない」

「あなたの意思は、もちろん尊重しますよ」

　否定的なことを言われながらも、ルシアンはフレンドリーな態度を崩くずさない。

「しかし、そもそも、最終八眼デイアボリツク争覇パーテイという枠わく組ぐみが成立しなかったら、魔王になれるどころの話じゃないでしょう？」

「……ほう？」

　ルシアンの言葉の真意を理解しかね、アンテノラはわずかに目を細めた。

「つまりですね、──」

　説明しようとした時、個室にノック音が響ひびいた。

「……ルンホルム様がお着きになりました」

　店員が室外から声を投げてくる。

「……待ち合わせ五分前ですね」

　素す早ばやく懐かい中ちゆう時計を取りだし、時間を確かく認にんするルシアン。

　個室の扉とびらが開く。ウェイターに伴ともなわれて入室してきたのは、着き飾かざった貴婦人だった。

「本日はお招き頂き、心より感謝しております……」

　ドレスの裾すそをつまみ上げ、貴婦人は礼れい儀ぎ正しく頭を下げた。が、すぐに普ふ段だんの口調に戻もどると、

「……こんな昼間から呼びだして、一体何のつもりかなー、二人とも」

　つかつかとテーブルに歩み寄り、どっかりと着席した。

「こんにちは。まずは注文したまえ、セブンデイ」

　アンテノラはセブンデイにメニューを手て渡わたした。

　彼女の名はジーニー・セブンデイ・ルンホルム。第三回の八眼争覇勝者となった女性。

「本日もお美しい」ルシアンはセブンデイを褒ほめた。「そのドレスも、あなたの作品ですか」

「決まってるじゃないか。こんな服を実際に持っていても、しまう場所がないからねー」

　手に持つステッキを、セブンデイは誇こ示じする。一つの大きな「目」を持つステッキ──「無形の鬼き神しん」である。

　かつて、セブンデイは悪魔と円盤レンズを研究する学者だった。連れん邦ぽう傘さん下かの研究所の所長として働いていたこともある。いかにして悪魔は生まれるのか、自分の手で悪魔を生み出すことができるのか──悪魔創造の秘密を熱望した彼女は、八眼争覇に参加して勝ち抜き、その秘術をブラナから教わった。

　その後彼女は単身デスドレッド島に赴おもむき、悪魔創造の試行錯さく誤ごを繰り返した結果、魔神にも匹ひつ敵てきする力を持つ（少なくともセブンデイはそう信じている）悪魔、「鬼神」を生み出した。全部で八枚、魔神の二つ名に対応する命名をしている。ただしその力の発現の仕方は、同じ名の魔ま神じんのそれとは異なる。たとえば今所持している無形の鬼神は、召しよ喚うか者んしやが想像した衣服を塵ちりから具現化し、召喚者に着せる。戦闘力は皆かい無む、いつでも好きな服に着き替がえられるというだけのものだ。

「いつ見ても、信じられんな」

　アンテノラも、感かん嘆たんの声を漏もらした。

「その服が塵でできているとはな」

「フフ。……本当に塵でできているのかどうか確認させろ、となんて言わないでよね。この下には何も着ていないんだからさあ」

　冗じよう談だんを語るセブンデイだが、その顔はすぐに曇くもる。

「不ふ機き嫌げんそうですね。やはり、エルバ・ナイトロンド達に痛い目に遭あっているのが堪こたえているのですか」

「……チッ。そんなこともお見通しか。さすがだねー、ルシアン君」

　セブンデイは投げやりに言って、頭の後ろで手を組んだ。

　鬼神の力を確かめるため、セブンデイは八眼争覇が開かい催さいされるたびにデスドレッド島からブルティエールに戻り、魔神の契けい約やく者しや達にちょっかいを出していた。最終八眼争覇を目前に控ひかえた今回、最終調整という意味合いを兼かねて、かなり自信を持って鬼神を送り出したのだが──結果は、ことごとく敗退。主にエルバ達に怨えん恨こんを持つ者達をかき集め、鬼神の円盤を渡わたしたものの、皆みな返り討うちに遭い、鬼神の円盤をあらかた奪うばわれてしまった。

　もはや自ら出しゆつ撃げきするしかない、とセブンデイは決意したが、予想外のストップがかかった。これまで、セブンデイが魔神の契約者達にちょっかいを出すのを傍ぼう観かんしていたブラナが、「もう少しで八眼争覇の決着がつくところだから、黙だまって見ていろ」との命令を下したのである。

　ブラナの命令に逆らうわけにもいかない。セブンデイは不本意のただ中にあった。

「まったく、鬼神の円盤を奪われたままで最終八眼争覇に臨のぞめだなんて、ブラナも無体なことを言う。最後の戦いのために鬼神シリーズを開発したってのにさあ」

「随ずい分ぶんあけすけに言いますね。僕らが彼らから鬼神の円盤を奪って利用するってことも、ありえなくはないですよ」

「んんー？　そりゃ無理だねー。鬼神の円盤を持った者が僕に逆らった時のための対策を、何も講じてないとでも？」

「なるほど。我々は、それぞれに準備してきた手段でもって、最終八眼争覇に臨むべきなのだろう」

　両りよう腕うでを広げ、アンテノラは言った。

「で、今日の会合は何のため？　食事の席に美しい女性を招いて彩いろどりを添そえたい、なんて理由で僕を呼んだんじゃないよねー？」

「いえいえ、それは副次的な効用に過ぎませんよ。最終八眼争覇に関して、少し妙みような動きを聞いていましてね……」

　真しん剣けんな表情で、ルシアンは語り出した。







「そうかい。姐ねえさん、まだ目を覚まさないのか……」

　呟つぶやいて、タバラスは肉を吞のみ込んだ。

「ああ……きっとすぐにでも目を覚ましてくれると信じているけどな」

　答えつつ、エルバはフォークで焼き肉をつつく。腹は減っているのに、がっつく気には今ひとつなれず、皿の上にはまだ多量の肉と野菜が残っていた。

　東番外地内のとある食堂にて、エルバは同業者、タバラスと食事を摂とっていた。過去のある事件で知り合って以来、たびたび協力し合っている間柄がらである。

　エルバが探たん偵ていとして自然史博物館で働き始めて半年。同業者ネットワークの中で、エルバの名はそれなりに有名になっていた。その主たる原因は、エルバ自身というより、かの閃フラ光ツシ万ユヴ力アイス、アルテキア・バベルハイズの右腕を務めているというところにあるのだが。

　テッキが意識不明の重傷に陥おちいる大おお怪け我がを負った、というニュースは同業者ネットワークの間であっという間に広がった。テッキの人徳を忍しのばせる話ではあるが、一つ厄やつ介かいなところもある。テッキをやったのはサクラだ、という事実が一挙に伝でん播ぱするという可能性を、エルバは恐おそれていた。

　現状、「テッキをやったのは『悪霊女王レイスクイーン』と呼ばれる人物だ」ということになっており、悪霊女王の正体がサクラであることは伏ふせられている。テッキの部下として働いていたサクラが犯人だ、とわかれば、サクラは悪役と認にん識しきされることになる。

「サクラの件は、極ごく秘ひで頼たのむ」

　小さな声で、エルバは言った。

　事実を、タバラスを初めとする数人にだけは打ち明けていた。以前、博物館が実戦徴ちよう税ぜい係がかりによる制圧を受けた時、ともに博物館に入って戦ってくれた面々には。サクラと面識がある面々にその事実を隠かくしても、意味がない。

「それは、俺達を信しん頼らいしてくれ。他ほかの連中にもよく言ってある……約束を破る奴やつがいたら、あとで姐さんが万力担かついでやってくる、ってな」

「素す晴ばらしい脅おどし文句だね」

　ルナが感想を述べた。魔神は基本的に食事を摂らなくても生きていけるので、食堂の席にあってただコーヒーだけを飲んでいた。

「しかし、色々と信じられないことばかりだ。なんだってあの子が、姐さんをボコボコにしたってんだ？」

　答えにくい質問に、エルバは口ごもる。

　たしかに、外部の人間からすれば、おおよそ信じられないことだろう──姉し妹まいのように育ってきたテッキとサクラの二人が仲なか違たがいし、殺し合いまでやらかした、などとは。

「まあ……かなり色々あった、としか言いようがない」

　さんざんに悩なやんだけれども、そういう文句しか出てこなかった。

「ふうむ……」

　タバラスは、深く掘ほり返そうとはしなかった。代わりに、別の質問を投げる。

「もう一つ気になるのは、おまえさんの態度だ。あんたはサクラに対して、どう思っているんだ？　館長を殺そうとした憎にくい相手……ではないよな？　憎い相手ならば、名前を伏せる必要はないだろうから」

「まあ……それは、そうなんだが……」

　またしてもエルバは口ごもる。エルバ自身がわかっていないことは、答えようがない。

　サクラは博物館の敵となった。自ら望んで、そうなった。それでもエルバは、いまだにサクラを敵として割り切ることができずにいる。

「……これ以上立ち入ったことを聞くのも、アレだな」

　タバラスは話題を切り上げた。

「とにかく、悪霊女王を見つけ次し第だい、まずあんた方に連れん絡らくをいれるよ」

　先に食事を終えたタバラスは、席を立った。

「これ以上、被ひ害がい者しやが出ないことを祈いのっている。もしあんた方がいなくなっちまったら、同業者はみんな悲しむぜ」

「……俺達がそれほど万ばん人にんから愛されていたとは、知らなかった」

「自分が他人からどう評価されているかなんて、わからんもんさ」

　エルバの言葉にニッと笑うと、タバラスは背を向けて去っていった。

「さて、と」

　ほどなくして、ルナも席から立ち上がった。

「僕も先に出るよ。サクラちゃん捜さがし、頑がん張ばらないとね」

「やる気満々だな」エルバは引き留める。「でも、俺が食い終わるまで待ってくれよ」

「まだまだかかりそうじゃないか」

　ルナはエルバの前の皿に視線を落とす。注文した料理は、まだほとんど手つかずだった。

「急いで食べても身体からだに良くないよ。それにどうせなら、手分けして捜した方が効率がいいだろう？　だから、僕は先に行かせてもらう」

　エルバに何か言い返す間も与あたえずに、ルナは行ってしまった。

「……やれやれ」

　エルバは、自分自身に呆あきれた。たしかに、たった今エルバの心にのしかかっている荷は重く、苦しい。しかし、ただ苦しんでいるだけでは意味がない。荷をどかす努力をしなければ、苦しみから逃のがれることはできない。

「さっさと食うか」

　まずは目の前の食事を片づけるべし、とエルバは肉をつつく手を早めた。




　しかし、うまく行かない時には、トラブルが重なるものである。

　食事を終えた後、料金を紙し幣へいで支し払はらい、おつりを待っているタイミングだった──いきなり、誰だれかからの体当たりを食くらったのは。

「あぐあッ」

　不意をつかれて、エルバは転てん倒とうした。

「誰だッ！　このクソッタレ！」

　目を白黒させながらも身を起こし、怒ど鳴なる。

「アレですよ、ほら」

　レジに立つ店員が、店の入口の外を指さす。開け放たれた扉とびらの向こうに、全速力で走り去っていく子供の姿があった。

「チッ。最近のクソガキと来たら、人を転ばせておいて謝罪の一つもねえのかよ……」

　打ち付けた部分をかばいながら、ゆっくりと立ち上がろうとする。そして──

「……ありゃ」

　右手が空っぽになっていることに気づいた。慌あわてて床ゆかに手を這はわせるが──ない。周囲を見み渡わたしても、見つからない。

　即そく座ざにピンときた──何故なぜ少年が全速力で逃とう走そうしたのか。

「……あのクソガキか！」

　気づいた瞬しゆん間かん、エルバは床を蹴けって追つい撃げきを開始した。

「お客さん、おつりは……！」

「チップだ！　とっとけ！」

　店員にそう言い捨てて、店を飛び出る。

「待てやー！　コラーッ！」

　大声で叫さけぶエルバ。しかし子供が応じて足を止めるはずもなく、追いかけっこが続く。

　子供の足は、予想以上に速かった。ほぼエルバと同速度、走っても走っても距きよ離りがつまらない。東番外地という場所柄がら、通りすがりの人が善意を発揮して子供を食い止めるなどということは期待できない。

　こりゃスタミナ勝負か、とエルバは覚かく悟ごを決めたが──結末は、あっさりと訪おとずれた。

　ふらり、と子供の前に人ひと影かげが現れたかと思うと──

「そぉ──れッ！」

　子供が、真上にすっ飛んだ。

「……ああああ──!?」

　何が起きたのか、すぐに理解できなかったのだろう。悲鳴は少し遅おくれ、子供が最高点に達した頃ころに轟とどろき渡った。動どう揺ようして、握にぎりしめていた財さい布ふを放ほうり投げてしまう。

「ぬおおお──ッ！」

　エルバは突とつ撃げきを敢かん行こうし、財布を空中でキャッチした。

　子供を放り投げた人物は真下で待機し、頭上から落ちてきた子供を受け止めると、くるりと半回転させ、二本の足で着地させてやった。その背をぽーんと押すと、少年は数歩よろめいて、へたり込んでしまった。

「運が悪かったな、少年。さっさと消えることじゃな」

　少年を投げた少女は、笑いながら言った。

「……ヒィィ！」

　少年は、恐きよう怖ふの色を露あらわにすると、そのまま逃にげ去った。

「……しかし……」

　少女はエルバに向き直ると、小こ馬ば鹿かにするように鼻を鳴らした。

「財布をスられたのか。あんな子供にやられるとはマヌケな話じゃな、エルバ」

「うるせーよ。……ってえか、今のはなんなんだ、ミカル」

　意外な再会に、エルバは驚おどろいた。

「見ての通り、チキュウ空手じゃが。おぬしも知っておるじゃろ？」

「……こいつは、そのことは知らんだろう」

　声とともに、街角の陰かげから姿を現したのは──二人。

「マモルも、来てたのか」

　エルバはその名を呼んだ。

　ミカルとマモル、この奇き妙みような男女ペアと会ったのは、三ヶ月ほど前のこと。大おお怪け我がをして昏こん睡すい状態となったファルナを西部に送り返した帰り道、立ち寄ったオーラン虐ぎやく殺さつの跡あと地ちで顔を合わせた。善意から、虐殺跡地の墓はか守もりを務めているということだったが──

「……そちらの方は？」

　マモルの後ろにもう一人、銀ぎん髪ぱつの人物がいた。これは見知らぬ人物のはずだ──が、どこかで会ったことがあるような気もする。

「諸事情あって、行動をともにしている」

　マモルの説明を受けて、男は無言で会え釈しやくした。名乗る気はないらしい。

「ふ～ん。……とにかくあんたも、チキュウ空手の使い手だったのか。意外と世界は狭せまいもんだな。俺の知り合いにも一人、使い手がいるんだが──」

「リデルじゃろ？」

　ミカルは先回りして言った。

「知ってるのか？」

「当たり前じゃ。わしは奴やつの師し匠しようじゃぞ」

「師匠……師匠だと？」

　エルバの疑いの眼まな差ざしを、ミカルは胸を張って受け止めた。

「驚くのも無理はないであろうな。だが事実は事実じゃ。三べん回ってワンと言え、と命令すれば、あいつは喜んでワンワン言うじゃろうよ」

「……信じられん」

「リデルがワンワン言う光景が想像できない、と？」

「違ちがう。たしかにそれも想像できないが……なんであんたがリデルの師匠であり得るんだよ。見た目は十八歳くらい……なのに……」

　ある可能性に気がついて、エルバは別の質問を投げた。

「あんた、実じつ年ねん齢れいはいくつだ」

「おいおい」ミカルは首を振ふる。「レディに年齢を聞くのは失礼じゃろ？」

「……だったら、おまえの場合は失礼には当たらんな」

　マモルが口を挟はさんだ。

「レディってのは、生まれながらの女性をさすんだ。あんたみたいに、人生の途と中ちゆうで女になった人間のことはレディとは言わない」

　そして、目を白黒させるエルバに説明する。

「実はこいつは、昔八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加して、勝ち残った優勝者なんだ」

「……マジかよ」

「マジもマジ」フッ、とミカルは息を吐はき出した。「わしはチキュウ空手が地上最強の武術であることを証明するために、八眼争覇に参加した。優勝することが願いだったから、それとは別にブラナに叶かなえてもらう願いなどなくてなあ。なんで、仕方ないから『わしを永遠の美少女にしておくれ』と頼たのんで──このような姿になっているというわけじゃ」

「ちなみに」マモルが付け加える。「八眼争覇に優勝した時、こいつは四十代後半のおっさんだったそうだ」

「…………はあ」

　何を言い返したものやら、エルバは呆ぼう然ぜんとするしかなかった。




「あんたら、三人とも八眼争覇の優勝者なのか」

　場所は変わって、二十八区の大きな広場の噴ふん水すいのそば。エルバとマモルは噴水のへりに、ミカルと銀髪の男はそれに向かい合うベンチに、それぞれ座り込み、話を続けている。

「……さっきから、どこかで見たことがあると思ってたんだ、あんたの顔」

　エルバは銀髪の男の顔を見やった。

「ベイセル・アードレーだな？　最初に魔ま王おうの瞳ひとみの封ふう印いんを解いた、とかいう」

　銀髪の男──ベイセルは、無言で頷うなずいた。

　彼は細い顔立ちに、険しい表情を浮うかべていた。かつて不治の病に冒おかされていたと聞くが、いかにもつい先日病気から立ち直ったばかり、という風のたたずまいである。ブラナに病を治してもらったのなら、百年前に完治しているはずだが──そもそもこのような風ふう体ていなのだろう、とエルバは勝手に納なつ得とくした。

「……君のことは、娘むすめから聞いている」

　ぽつり、とベイセルは語った。

「娘？　バーミッサか？」

「用事があって、クラヴリー・ガーディアンに会ってきた」とマモル。「その際に鉢はち合あわせした。感動の親子再会、という風にはならなかった、とだけ言っておこう」

「そりゃそうだろうな」

　フォッグビルの一件の際に、バーミッサと父親の相そう克こくの話については聞いていた。彼らが編み出した技術、結晶クリスタル連鎖法チエインを巡めぐって、トラブルがあったのだとか。

「……まあ、つまるところ、あんたなんだな？　八眼争覇が始まるきっかけを作ったのは」

　エルバはベイセルを睨にらみつけた。

「俺がたった今、こうして苦しみぬいているのも、もとを辿たどればあんたが原因ってわけだよな」
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「それは認める」ベイセルは腕うで組ぐみした。「だが、今の私を責めたところで、おまえの抱かかえている問題は解決せんぞ」

「ぐ……」

　むかつく物言いではあるが、正論だった。エルバは天を仰あおいだ。

「迷っているのか」

「まあな……」

　マモルの問いかけに、エルバは頷いた。

「だったら、八眼争覇の先せん輩ぱいであるところのこのわしに、相談してみるが良かろう」

　ミカルが自分の胸を叩たたいた。

「立ち入ったことを聞きたがるとは、下世話な趣しゆ味みだな」

　すぐさまマモルがツッコミを入れるが、ミカルは態度を変えない。

「下世話とは失礼な。迷える後輩を導いてやるのは、先輩として当然の務めじゃろ」

「先輩ねえ……」

　エルバはためらった。他人に相談するのが、いいことなのかどうか。少し、ためらいはある。

　けれども──第三者からの意見を聞いてみるのもアリかもしれない、とも思う。一人で考え続けていても、堂どう々どう巡めぐりに陥おちいるだけだ。なにか、目新しい視点からの意見が、光明を見せてくれるかもしれない。

「ちょっと入り組んでいる話だから、心して聞いてくれ」

　語るべきことを頭の中で整理してから、エルバは語り出した。

「俺は、父親の仇かたきを討うちたいという願いを叶えるために、八眼争覇に参加した。父さんを殺した男はついこの間判明した──シロー・イシザワ、よりによって、博物館の仲間のサクラの生き別れの兄だったんだ。シローを見み逃のがすことを、サクラは望んだ。けれども、俺はシローを許すことができなかった……」

　シローはエルバの父、チェビアトが自分の本当の父親だと信じていた。母シノを見捨て、死に追いやった張本人だと。だが真実は違ちがった──シローの本当の父親はオリオール・カナティック、チェビアトの昔からの友人だった。短い逢おう瀬せの間、カナティックがシノにチェビアトの名を名乗ったために、話はややこしくなった。シノは死に際ぎわにチェビアトの名をシローに伝え、シローはチェビアト──シノとは何の面識もない、本物のチェビアト──を第八回八眼争覇の過程で発見し、惨ざん殺さつした。

　つい先日、シローの正体に気づいたカナティックは自ら息子むすこの前に出て、真実を語った。だが、シローはその真実を受け入れず、カナティックを殺した。

　あまりにもあまりなシローのやりように、エルバは怒いかり狂くるった。そして怒りに任せて、シローを殺した。

　そして──サクラが、その一部始終を目まの当たりにしていた。

「サクラは俺を半殺しにした」エルバは続ける。「そして、ヤミと契けい約やくした。シローを蘇よみがえらせるという願いを叶かなえるために、俺、テッキ、カエデの三人を倒たおすという目標を自分に課した。そしてついこの間、まずはテッキを叩き潰つぶした。テッキは寝ね込こんだきり、いまだに目を覚まさない──」

　いまだにテッキは眠ねむったままなのだろうか、ひょっとして今この瞬しゆん間かんにも目覚めているんじゃないのか──ほのかな期待が胸をよぎるが、この数日間、何度も期待は裏切られてきた。重苦しい吐と息いきが、エルバの口から漏もれる。

「俺は父親の仇を討つことを正しいことだと信じて生きてきた。それだけに、サクラが兄の仇を討ちたいと考えることを否定できない。だがそれじゃあ、俺は一体どうすればいいのか──どんなに考えても、答えが見つからないんだ。どうすりゃいいと思う？」

「フフン」マモルは鼻で笑った。「そのようなことで悩なやんでいるのか」

「……あのなあ」エルバは眉まゆをひそめた。「こっちはこれ以上ないくらい真しん剣けんに話してるのに、受け答えが鼻息一つはねえだろ」

「具体的に何をしろ、ということは言えん」マモルは言った。「だが、八眼デイアボリツク争覇パーテイにおける行動原理はただ一つ──『やりたいことをしろ』だ」

「それは……どういう意味だ」

「他人をぶちのめしてでも、願いを叶える。他人の願いを踏ふみにじってでも、願いを叶える。魔ま神じんとの契約を行うには、それだけの覚かく悟ごがあったはずだ。その覚悟は、八眼争覇が終しゆう了りようするまで持ち続ける義務がある。たとえ、八眼争覇の過程において、願いを叶えてしまっても──だ。魔神が敵として襲おそいかかってくるのなら、打ち払はらう。単純なことだ」

「それとも──」ミカルが口を挟はさむ。「エルバ、おぬしは、自分が殺されることによってサクラの願いを叶えてやろうと思っているのか？」

「いや──俺は、そんな聖人じゃない」

　正直に、エルバは答えた。

「死ぬだなんて、冗じよう談だんじゃない。俺は──死ねるものか」

「戦うのもイヤ、殺されるのもイヤ、と言うなら──第三の道を探すしかないだろう」

　冷たい視線で、マモルはエルバを見下ろした。

「第三の道──って、どういうことだ」

「言っただろう、『具体的に何をしろ、ということは言えん』って。何故なぜなら、それはおまえ個人が見つけ出すべき事じ項こうだからだ。俺達がああしろこうしろと命令できるものじゃない」

「ま……ここで都合良く、あんた方の口から答えが出てくるとは思ってなかったけどな」

　自じ嘲ちよう気味にエルバは笑う。

「個人的な感想を言わせてもらうと、他人の願いを叶えるために命を捧ささげろ、というのは俺もゴメンだがな。というか、その願いは叶えさせるべきものじゃない」

　マモルは遠くに視線を投げる。昔を思い出すみたいに。

「何か、似たような先例でも知っているのか？」

「いいや」マモルは首を振ふる。「そうじゃない。だが、叶えてはならない願いというものは、ある」

「へえ……」

　エルバはマモルの言葉の続きを待った──が、マモルはそれ以上何も言わなかった。

「まあ……わしらの口から言えるのは、その程度のことじゃろなあ」

　ミカルが声を割り込ませた。

「これでも十二分に出血大サービスしたつもりじゃぞ。本来ならば、いずれは最終八眼争覇でぶつかり合う敵同士だというのに、わざわざ相談に乗ってやったんじゃからな」

「そういや、そうだった。忘れていたぜ」

　エルバは肩かたをすくめた。

「その割にはあんた方、つるんで行動しているんだな」

「ああ……俺達はある目的のために団結して行動している」

　マモルは腰こしを上げ、エルバの眼前に立った。

「それに関して、おまえに話しておきたいことがある……」







「……ということさ。だいたい、理解してもらえたかな」

　ブラナはカエデの様子をうかがう。

「…………」

　カエデもエルバ同様、言葉を失うしかなかった。話があまりにも大きすぎて、言うべき感想を思いつかなかったのだ。

「フフ……エルバもそんな顔をしていた」

　呟つぶやいて、ブラナは足あし下もとの瓦が礫れきを蹴けって転がした。

　東番外地の裏通りに、四つの影かげが固まって立っている。ブラナとグレン・ダール、カエデとマロである。人目をはばかる場所で、ブラナは星の創世神話と八眼争覇のもう一つの目的について語り、ちょうど説明を終えたところだった。

「……マロ」

　カエデは相棒に声をかける。

「おまえは……このことを知っていたのか？」

「創世神話についてはその通りでおじゃるが、もう一つの目的については初耳でおじゃるな」

　感情のこもらない声でマロは答えた。

「とはいえ、言われてみれば、うなずけるところはある。マロも、自分の心のありように関する変化は自覚しておる。昔のマロは、契けい約やく者しやに気を遣つかう真似まねはできなかったであろ」

「おまえに気を遣われた覚えなんて、まったく記き憶おくにないが」

「フホホ！　照れることはあるまいに、カエデ。人前だからといって噓うそをつくことはないでおじゃる」

「誰だれが照れるか！」

　大きな声を、カエデは張り上げた。

「……と、このように」マロは静かに語る。「相方のツッコミを引き出せるような真似も、昔はできなかったでおじゃる。これも成長……と言っていいんじゃないかの」

「……なるほど」

　一本取られたか、とカエデは声を低めた。

「妙みように悔くやしい気分だが、何故だろうな」

「どうも、私が想定したのとはまったく異なる成長を果たしたようだが──」

　ブラナは苦く笑しようの表情を見せた。

「それでいい。私達には想像もつかなかった方向への進化が、私達をより高みへと引っ張り上げてくれる、ということだ。それでこそ、私達は人類と匹ひつ敵てきしうる精神を持ち得るようになるし、それを超こえることが初めて可能となる」

「……そこが、不ふ愉ゆ快かいなところだ」カエデは目を細めた。「私の振る舞まいが、おまえらを星の王の座に引き戻もどす助力になっている、ということだよな」

「その通り。それこそ、君達に私の力──魔ま神じんの円盤レンズを貸している理由だよ」

　笑え顔がおをもって、ブラナはカエデの鋭するどい視線を受け止める。

「それには耐たえられないというのなら、それも結構。魔神の円盤を今すぐ返納してくれて構わない。もちろん、サクラを相手にすることは不可能になるだろうがね……」

　無理を承知で、ブラナは言っている──カエデはますます不愉快になった。ヤミと契約したサクラを倒たおすためには、マロの力が不可欠だ。

　結局、魔王の手の平で踊おどり続けるより他ほかにない。初めて契約した時から、この種の事態に陥おちいるであろうことは覚かく悟ごしていたが──いざ陥ってみると、悩なやましい。

「返納など、あり得ない。私はサクラを殺す。サクラを許すわけにはいかない──」

「そうか。ま、そうだろうね。うん、私は君のことを心から応おう援えんしているよ」

　ブラナの声には、まったく心がこもっていなかった。

「もっとも、八眼デイアボリツク争覇パーテイの主しゆ催さい者しやである以上、えこひいきは許されないのだがね。……ともかく、これで君への説明も終わりだ。エルバにはもう済ませてあるし、あとはサクラだな──」

「サクラ」カエデが繰くり返した。「今からサクラに会いに行くのか」

「そういうことになる。今語った情報、彼女にも伝えておかなくちゃ、フェアじゃないだろう」

「サクラの居場所を知っているのか」

「魔神は、いわば私の子供だ。どのへんにいるのか、だいたい感知することができるのさ。ただし──」

　ブラナは人差し指を立て、カエデに突つきつけた。

「同行は許さないよ。君は、自分でサクラを見つけ出してくれ。えこひいきはできないって言っただろ」

「……無理にでもついていく、と言った場合は」

「その時は、彼の出番だ」

　それまで黙だまって話を聞いていたグレン・ダールがぬっと進み出て、腰に下げるサーベルの柄つかに手をかけた。

「おまえが八眼争覇に勝ち抜ぬけば、いずれ俺達は殺し合うさだめ……」

　わずかに腰をかがめ、殺気を放つ。

「今この場でやり合うのは得策ではない……と思うが」

　恐おそるべき使い手だ、とカエデは瞬しゆん時じに見て取った。その構えに隙すきはない。どこから斬きりかかっても、受け流され逆に斬られる──そんな光景を幻げん視しする。

　本気でやりあって、勝てるかどうか。

　そんな危険な相手と、必然性もなく斬り結ぶのは、愚おろかな行こう為いだ。

「……そのようだ」

　カエデは軽く手を挙げ、やり合う気のないことを示した。

　すると同時に、グレン・ダールの殺気は引き潮のように消えていく。

「賢けん明めいな判断、どうもありがとう」ブラナは礼を言った。「それでは、この辺でおいとまさせてもらうよ。行こう、グレン・ダール」

　二人は影かげの落ちる狭せまい路地を抜けて日向ひなたへ、太い通りの方へと歩み去っていった。

　しばしの間、カエデは呆ぼう然ぜんと二人を見送っていたが──

「マロ、おまえはこの辺を適当にさまよっていろ」

「ホ？　何をするつもりでおじゃるか」

「決まっている。あの二人をつけるんだ」

　カエデはあっさりと言い切った。

「おまえがこの辺にいれば、私もこの辺でうろうろしているんだろうとブラナも判断するだろう。魔神の居場所が感知できるって言うんならな……」

「なるほど。カエデ、悪わる知ぢ恵えが働くでおじゃるな」

「機転が利きく、と言え。サクラの居場所がわかったら、一いつ旦たん戻ってくる……」

　そう言い置いて、カエデは移動を開始した。

「気をつけるでおじゃるよ～」

　マロは鉄てつ鞭べんを振ふって見送り、自らは別の方向に向かって歩き出した。







「……はっ」

　気がついた時、エルバの視界は九十度横転していた。

「…………」

　噴ふん水すいのへりに、寝ね転ころがっていた。手をつこうとしたら、その先が水面で──

「うわ、うわわわわ」

　噴水に転がり落ちそうになる。けれども、

「なにやってんの」

　ルナの手が、エルバの身体からだをがっちりと捕つかまえ、事なきを得た。

「…………ルナか。助かった」

　身体を起こし、重心を噴水の外側に移動させる。そして、安あん堵どのため息をついた。

「ってえか、なんでルナがここにいるんだよ。マモル達は……」

　と言いつつ周囲を見回し、

「あれ？」

　首をひねる。マモル達三人の姿は消えてしまっていた。

「こっちこそ驚おどろいたよ」ルナが言う。「君が一人でこんなところに寝転がっているんだもの。何があったんだい」

「何が、って……」

　慌あわててエルバはポケットを探さぐる。まさか財さい布ふを取られているんじゃ……と思ったが、財布はあった。内容物にも、盗とられた様子はない。

「いや……ついさっきまで、マモル達と会っていたんだ。マモルと、ミカルと、バーミッサの父親だ」

「すごい面子メンツだね」ルナは目を丸くした。「しかも、バーミッサの父親って……」

「ああ。噂うわさの、最初に魔ま王おうの瞳ひとみを持ち出した奴やつだ。……それに、どうやらマモルとミカルも過去に八眼デイアボリツク争覇パーテイで優勝したことがあるらしいぞ」

「ああ……やっぱり？　そんなことだろうと思っていたけど……」

「随ずい分ぶんはっきりしない言い方をするな。ってかそもそもおまえ、過去の八眼争覇で顔を合わせているんじゃないのか」

「いや、そうでもない。毎回、参加者八人がそれぞれ他ほかの七人と顔を合わせるわけじゃないもの。むしろ、顔を見ずに終わる面々が出る方が当たり前でね。僕は運悪く、マモル、ミカルとは顔を合わせなかった。知っていたら、オーラン虐ぎやく殺さつ跡あと地ちで会った時に言ってるって」

「……それもそうだな」

　それにしても奇き妙みような会合だった、とエルバは思い起こす。

「何か、大事なことを聞かされたような気がするんだが……思い出せねえ」

「気がついたら、そこで寝てたってわけか。君が途と中ちゆうで居い眠ねむりしたから、呆あきれられたんじゃないの」

「ンなことあるかよ」

　とエルバは即そく座ざに反論したが、声はすぐに小さくなった。状じよう況きよう上、その可能性は存分にあり得る。

「ただ……覚えていることもある。少し相談してみたんだ……今置かれている状況について。俺はどうすればいいのか、と」

「答えは？」

「自分がやりたいことをやれ、だとさ」

「なるほどねえ」

　ルナは顎あごに手を当てた。

「たしかに、それが一番大事なことだよね。僕も……君になんと言ったものか、ずっと悩なやんでいたけれど、結局はそこだよね。魔神は、契けい約やく者しやの願いを叶かなえるために存在するんだから。その願いがわからなくては、何もすることはできない」

「何も？」エルバは問い返す。「魔神は人の心を学んで、自由意思を得るに至ったんじゃなかったのか。ブラナはそんなことを言っていたはずだ」

「自由意思を得るということは、迷いを覚えるということでもある」

　ルナの苦く悩のうの表情は、ますます深くなる。

　意外だった──ルナが迷いを見せるだなんて。ルナとのつきあいは半年に及およぶが、こんな顔は珍めずらしい。

「自由意思とか言い出すと、まずそもそも──八眼争覇の意義についてすら、疑いたくなるんでね」

「それはおまえらの第一の存在意義じゃねえのか？」

「魔王にとっては、そうだろう。でも、僕らとしてはどうかな？」

　両手を広げ、ルナは訴うつたえかけた。

「僕らは、目覚めるたびに新たな契約者と契約し、戦って、再び眠りにつく。それだけの存在だ──だけどね、契約者とのつきあいはただ契約があるだけじゃないんだよ？　ともに死線をくぐっているうちに、友情──というか、簡単な言葉では言い表せない絆きずなみたいなものを感じるようになる。でも、最後に待っているのは必ず別れだ。チェビアトの時も大たい概がいひどい別れ方だったけど、場合によっては僕が紋様アンチクリプト破壊ストライクで吹ふき飛ばされて、別れの覚かく悟ごすらままならない内に消え去ってしまうこともある。その場合は、契約者の運命を知ることができるのは、次に目覚めた時だ。たいていの場合は、墓の下さ」

　基本的に、ルナは代々のバベルハイズ家の当主と契約を結んできた。バベルハイズ家は二百年前の魔王戦争の後、魔王の瞳の封ふう印いんを守り続けてきた八家のうちの一つだからだ。八眼争覇に「魔王を再び封じる」という願いをかけて、戦い続けてきたのである。

　しかしながら、その願いはことごとく叶えられずに終わり、今に至る。八眼争覇の歴史は、バベルハイズ家歴代当主の敗死の歴史でもある。

「バベルハイズの人間をことごとく死に追いやってきた『氷結の魔神』という存在は、一体何なのか。昔は何も考えず、契約者の命令のもとに戦い続けることができた。でも近年は、そんな疑問が頭にはりついて離はなれない。特に、チェビアトが殺されたのは──堪こたえたね」

　ルナの告白に、エルバは何も言うことができなかった。常時脳天気極きわまりないルナがこんなことを考えていただなんて、想像だにしていなかった。ただ黙だまりこくって、ルナの言葉を聞き続ける。

「眠りから目覚めた直後は、そんな重苦しい考えは忘れて、振ふる舞まうことができた。でも、どうしても逃のがれることはできないよ──特にこうして、サクラちゃんと仲なか違たがいした今となってはね。チェビアトの時とはまるで違ちがう状況だけど、根は同一だ──八眼争覇が、こんな事態を引き起こしている。そこまでして八眼デイアボリツク争覇パーテイは続けられなければならないのかな？」

「……おまえには……」

　やっとの事で、エルバは口を開く。

「おまえらには、魔ま王おうを復活させるという義務があるんじゃないのか」

「一応、あることはある」

　と言うルナの口ぶりには、戸と惑まどいがある。

「とはいえ……どうなのかな？　僕は人類という種に交わって、人の心を学ぶことを宿命とされた存在だ。人並みの知識と容姿とを持って、人々の中で過ごし続けていたら、『自分は人間だ』と勘かん違ちがいしても、不思議じゃないだろう？」

「まあ……そうかもしれないが……」

「今朝、改めてブラナの八眼争覇プランを聞かされた時、あれっと思ったんだ。人の心を理解して我がものとし、もう一度星の王として君臨する──その目もく論ろ見みに対して、反感を覚えたんだ。その時はそれがどういう意味かよくわからなかったけれど、考えてみて気がついたよ──いつの間にやら、僕は人間の側に立ってものを考えている、とね。昔の僕だったら、とうてい考えられないことだ」

「ふうむ……」

　エルバにとっても、ルナはもはや単なる契約相手ではない。何度も死の危険を乗り越こえ、命を賭かけてともに戦い抜ぬいた仲間だ。ルナという存在があまりにも異質であったならば、相手に命を預けるような真似まねはできなかったはずだ。

　だが、要所要所において、エルバはルナの力を当て込んで、ここまでやってきた。ルナもたびたびその期待に応こたえてくれた。

　エルバはルナと同じサイドに立っている、という確信があった。人類側と魔王側、という別サイドではない──同じものを見て同じものを敵とする、同志。

「……おまえから、そんな話を聞かされる日が来るとはなあ」

　噴ふん水すいのへりから立ち上がり、エルバは尻しりをはたいた。

「僕としては、正直な気持ちを述べたつもりだけどね」

　臆おくすることなく、ルナはニッと笑った。

「いや、おまえの言うことはよくわかる。魔神の口から八眼争覇不要論を聞くとは意外極まりないが──たしかに、俺達はあまりに理り不ふ尽じんなことをさせられている」

「ふんふん。だったら、言ってみてほしいね……君がやりたいことは、なんなのか」

「俺は、──」

　エルバは思い起こす。テッキ、サクラ、エルバ──博物館でともに過ごした日々のことを。

　愉ゆ快かいな半年間だった。チェビアトと二人で生活していた頃ころ以来の幸福な時間を、エルバは享きよう受じゆした。

　テッキに万まん力りきで殴なぐられることもあった。サクラに笑われることもあった。ファルナに蹴け飛とばされることもあった。博物館の中で、外で──起きた全すべてのことが、思い出だ。何気ない日々の些さ末まつな出来事でさえも。

　そんな幸福な時間が失われ、手の中からすり抜けようとしている。

　逃にがすわけにはいかない。

「サクラを連れ戻もどす。サクラに、博物館に戻ってきてほしい」

　力強く、エルバは呟つぶやいた。

　しばしの沈ちん黙もくの後──

「僕も、同意見だ」

　ルナも頷うなずく。

「多分、テッキもそう望んでいるはずだ」

　エルバは言い切った。

　サクラとの間でもつれあった、感情の糸をどう整理すればいいのか。横たわっている問題は、あまりに重い。

　けれども、決心した途と端たん、心が軽くなったような気がした。

「どんな手を使ってでも、サクラを連れ帰る」

「具体的な手段はあるかい？」

「ない！」

　大声を出し、エルバは胸を張った。

「だが、どうにかする！　どうにかするんだよ」

「……ハハッ」ルナは軽く笑った。「君らしい答えを聞いて、安心した」

「少なくとも、ヤミと戦うことにはなる。ヤミを倒たおさない限り、サクラを連れ戻すことはできねえ」

「そうだね。その上、カエデより先にサクラちゃんを見つけなくちゃならない」

　と言いながら、ルナは急にあらぬ方向へと視線を投げる。

「どうした？」

　エルバもその視線の先を追い──

「……うわ。噂うわさをすれば、ってか？　何やってるんだ、あいつ」

　人の波の中に、カエデの後ろ姿を見み出いだした。

「なんだろうね、あの足取りは」

　妙みような歩調で、カエデは歩いている。急いでいる風はない──というか、速度が一定でない。前方をじっと見つめつつ、歩く速さを調節しているという様子だ。

「まるで誰だれかをつけているような……」

　呟いてから、エルバははっと息を吞のんだ。

「まさかあいつ、サクラを見つけたのか？」

「あり得る」

「……ほっとくわけにはいかねえな……」

　カエデの背中を見つめながら、エルバはゆっくりと歩き出した。







「……おや……」

　ブラナはふと足を止めかけた──が、考えを改めてそのまま歩き続ける。

「どうした」

　その後ろを行くグレン・ダールが問いかける。

「誰かが私達を尾び行こうしている」

　前方を向いたまま、ブラナは答えた。

　後方に、一定距きよ離りをおいてつけている魔ま神じんがいる。ブラナは、その存在を感知していた。

「カエデか」

　グレン・ダールはそう解かい釈しやくした。

「ついてくるなと言ったのに……。どうする」

　と言いつつ、柄つかに手をかける。

「いやいや、その必要はないよ」ブラナはそれを制した。「この程度のしたたかさは、持っていて然しかるべきだろう。そうでなくては、命を賭かけた戦いを勝ち抜ぬくことはできないさ。とはいえ、うーん……？　尾行にしては随ずい分ぶん遠すぎるような気もするけれど……」

　迷った挙句、ブラナは結論を出す。

「このままついてこられても困る。……まくとしようか」

　突とつ如じよとして、ブラナは道を折れ、狭せまい道へと入っていった。グレン・ダールも足早にその後をついていく。







「……ヌ……」

　いきなり、ブラナとグレン・ダールの姿が消えたように見えた。

「……気づかれたか？」

　小声でカエデは呟いた。

　急いで距離を詰つめるか、あるいはこの場で尾行を諦あきらめるか。

　数すう瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、カエデは小走りに前進した。

　二人が消えたあたりに到とう達たつする。横手には狭い路地が延びている──が、のぞき込んでみると、路地は奥でさらに右へ左へと分ぶん岐きしていた。既すでに二人の姿はなく、どちらへ向かったか類推する手がかりもない。

「……やられたな」

　舌打ちをするカエデ。尾行は完かん璧ぺき、ブラナ達も気づいている風はなかったのだが──何故なぜ気づかれたのか。

　その答えは、カエデが自ら歩いてきた道を振ふり返ることで、判明した。







「あっ」

　カエデと目があって、エルバは思わず声を上げた。

　咄とつ嗟さに物もの陰かげに隠かくれようかとも思ったが、もはや意味はない。肩かたを落として、失望の意を示す。

「だから言ったでしょ」とルナ。「もう少し距離をあけた方がいいって」

「これ以上距離を離はなしたら、見失ってるだろうが。……やれやれ、このまま挨あい拶さつ無しに去るのも気まずいよな」

　とはいえ、改めて顔を合わせに行くのも、気まずい。先日、カエデは「サクラを殺す」とタンカを切って博物館から出て行った。サクラを殺すことはできない、というエルバとは道を違たがえたのである。

　道は今も違ったままだ。

　サクラを連れ戻もどすためには、カエデを説得する必要もある。ある意味では都合がいいかもしれない──などと思いつつ、エルバは踏ふみ出した。

　が、カエデはエルバに視線を固定したまま、歩調を合わせて後退する。

「……なんだよ、カエデの奴やつ？」

「どうやら、マロがいないみたいだね」

　周囲を見回して、ルナは指し摘てきした。

「一対二の状じよう況きように陥おちいるのを、恐おそれているのかも」

「俺には、カエデとやり合う気はないっての」

　エルバは肩をすくめた。だが、カエデの立場としては仕方のないところもあるだろう。

「いいだろ、俺が一人で行く。ルナは待ってろ」

「それがいいだろうね」

　了りよう解かいして、ルナはその場を離れた。

　エルバは単身でカエデのもとに向かう。カエデは警けい戒かいを続けていたが──ルナの行動からエルバの意思を読み取り、結局その場でエルバを待った。

「よお」

　距離が詰まったところで、エルバは挨拶代わりに手を挙げる。

「ルナはあっちで待たせてある。……マロはどうした？」

　問いに答えず、カエデは険しい視線をエルバにぶつけ続ける。

「……なんか、俺に恨うらみでもあるのか」

　居い心ごこ地ちが悪くなり、思わずエルバは一歩退く。

「ブラナには、魔ま神じんの現在位置を感知する力があるらしい」

　低い声を、カエデは放った。

「今からブラナは、八眼デイアボリツク争覇パーテイの今後の予定についてサクラに説明する、と言った。だから、ブラナをつけていけばサクラの居場所がわかると思って、わざわざマロと離れて、尾び行こうしていた。だが……」

　ルナの方へと、視線を投げる。

「私自身がおまえ達に尾行されていたとは、意外だった」

「あ、そういうことかよ」

　納なつ得とくしてエルバはぽんと手を打った。

「てっきりサクラ自身を見つけて、尾行しているのかと思った」

「……ああ、なるほどな……」

　カエデは肩を落として、重いため息をつく。

「おまえを見つけたのは偶ぐう然ぜんだぜ」エルバは補足した。「たまたまついさっき、後ろ姿を見つけたもんで。拾い食いでもして腹を壊こわしてないか、と心配になったのさ」

「私は無分別な子供か」

　呆あきれて突つっ込むカエデの声に、張りはない。

「……テッキの様子はどうだ？」

「相変わらずの眠ねむり姫ひめだ。王子様のキスで目覚めるんなら、何度でもキスしてやるんだが……目覚めた時にボコボコにされるのが恐ろしくてな」

　そうエルバが言うと、カエデは意外そうな目でエルバを見つめる。

「どうかしたか？」

「……いいや。おまえが冗じよう談だんを言ったことを意外に思った」

「さて？　俺が、冗談の一言も言わない真ま面じ目め人間とでも思ってたか？　これが普ふ段だん通りだ」

「普段通りに戻っているから不思議だ、と言っている。……何か、吹ふっ切れたようだな」

「…………」

　言われて初めて、エルバも自身の変化に気がついた。心の重さが、自然と口の重さにつながっていたらしい。心にかかる荷が軽くなれば、合わせて口も軽くなる。

「ああ、そうだな」

　真しん剣けんな表情で、エルバは訴うつたえかけた。

「俺は心を決めた。サクラを、連れ戻す」

「……連れ戻す？」

「ああ。サクラとの戦いは避さけられないだろう。だが、俺はサクラを殺したいとは思わない──たとえ、サクラが俺を殺そうとしていても、な」

　少しの間をおいてから、カエデは答えた。

「随ずい分ぶん甘い見通しだな」

　その口調、その表情。ともに険しい。エルバの意見に同調する気は、まるでない。

「サクラは、おまえをシローの仇かたきとしてつけ狙ねらっている。仇を狙う側の気持ちがどれほど激しいか、一番わかっているのはおまえだろう」

　言われるまでもないことだった。父の仇を捜さがし続けて、六年余。仇を必ず捜し出して、然しかるべき報むくいを受けさせる──その思いは六年間、消えることはなかった。親しい者を殺される悲しみは、それほどまでに強い。

「わかっている。けれどもな──」

　だが、エルバは敢あえて反論する。

「もう、道義的にどうだのこうだの考えるのはやめた。俺はサクラに、博物館に戻ってきてほしい。テッキ達と一いつ緒しよに過ごした日々を取り戻したいんだよ。何をどうすりゃサクラが納得してくれるのかはさっぱりわからないが、とにかくサクラが生きている以上、俺はトライする。サクラを連れ戻すために、俺は行く」

「サクラが、おまえのことを絶対に許せないと言ったら、どうするつもりだ」

「わからん」エルバは即そく答とうした。

「博物館に帰るつもりはない、と言ったら──？」

「わからん」

「博物館に戻もどってもいいが、それにはおまえの命をもらうことが条件だ、と言ったら」

「それはノーと言う。だが、代わりにどうするつもりかと言えば、わからん」

「……おまえの言っていることには、まったく具体性がないな」

「それは認める。だが、この数日間、俺はあまりにも考えすぎた」

　答えの見つからない問題を追いかけて、ひたすらに悩なやみ続けていた。事態はあまりにもつれ、エルバ一人の手では解決しようのない事態となっている。

　もはや解決しようがない──敢えて言うなら、それがエルバのたどり着いた結論だった。

「だから、当たって砕くだける。実際に俺の気持ちをサクラにぶつけてみて、事態に変化をもたらしてみようと思う。その時に何が起きるか見み極きわめながら、次の行動を決める」

「……言葉を飾かざるのは結構だが、つまり『行き当たりばったりで行く』ということだろう」

　短く、カエデは要約する。

「そういうことになる」

　あっさりと、エルバは認めた。

「ただその中には、サクラを殺すという選せん択たく肢しはない。……頼たのむカエデ、もう一回俺と手を組んでくれないか」

　そして、頼み込む。

　しかし、カエデのかたくなな態度に変化はない。

「断る。今のサクラに、説得の余地があるとは思わない」

「俺はあると信じている」

「それはおまえの意見だ。私の意見は変わらない」

「なんでだよ。おまえこそ、同どう胞ほう殺しの悲しみはよくわかっているはずだ」

　しろがねの悪あく竜りゆうに取り込まれたオーラン人、エイジ・タツミヤの顚てん末まつを、エルバは引き合いに出す。

「なんで、その悲しみを繰くり返す方向に突っ込んでいこうとするんだよ」

「…………」

　カエデは、口を閉とざした。

　ほのかな希望を、エルバは抱いだいた──が、小さな光は、すぐにたち消える。

「サクラにとっては、私も仇の一人だ。エイジ・タツミヤ殺しの」

　はじめて、自じ嘲ちよう気味の態度を見せるカエデ。

「いや……エイジを殺したのは、やむを得ないことだったはずだ」

　エルバは反論したが、カエデは首を振ふる。

「それを言うなら、おまえがシローを殺したのも、やむを得ないことだった。その現場に居合わせたわけじゃないが、話を聞く以上、おまえはシローを殺して当然だった」

「…………」

　今度はエルバが黙だまり込む。

「エイジを殺したのは、もう三ヶ月も前になるのか」

　バルヒーヨの手によって、エイジはしろがねの悪竜の依より代しろとされた。バルヒーヨは東番外地を清せい掃そうすることを望み、それをしろがねの悪竜にやらせようとしたのである。

　魔ま神じんの紋様アンチクリプト破壊ストライクですら、悪竜を破は壊かいすることができなかった。悪竜の身体からだが巨きよ大だい、かつ構成する紋様クリプトが複雑なため、魔神でも解かい析せきしきれなかったのだ。事実上、悪竜を倒たおすには依代を殺すよりなく──その役を、カエデが請うけ負った。

「この三ヶ月間、サクラから隔かく意いを感じていた。口では何も言わなかったが──エイジを殺したことについて、思うところがあったんだろう」

「それは……たしかにそうだったかもしれんが……」

　カエデの言う通り、エイジが死んでからというもの、サクラは影かげを背負い続けていた。エイジの死は、カエデ当人よりもサクラの方が堪こたえたらしい。シローの登場によってその影は振り払はらわれたと思われたのだが──結果が、この現状である。

「既すでにサクラは、自分の態度を示した。私と、テッキと、おまえ──三人を倒せばシローを蘇よみがえらせてやる、というブラナの言葉に乗っかって、テッキを倒した。サクラは、私とおまえも、テッキと同じ目に遭あわせようとしている。私は──テッキの姿を見て、黙っているつもりはない」

　そう言い切って、カエデはエルバをきっと見返した。

「おまえが何をどうしようと、私の知ったことじゃない。だが──私の考えを変えられる、とは思うな」

　改めて、の訣けつ別べつ宣言だった。

「……そうかよ」

　エルバは、今いま更さら失望を感じはしなかった。想定内のことだ。ここでカエデが考えを曲げるようであれば、そもそも博物館から出て行くことなどしなかっただろう。それでもわずかな希望に賭かけてみたかったのだが──

「だったら、俺は──」

　カエデにサクラを殺させるわけにはいかない。となると、マロがいない今は、カエデを力ずくで止めるチャンスなのか──

「…………!?」

　エルバから放たれた敵意に、カエデは敏びん感かんに反応し、びくりと身を震ふるわせた。

「──いや、なんでもない」

　カエデの反応に、エルバは我に返り、敵意を引っ込めた。

　この場でカエデとやりあったりしたら、それはブラナの思うつぼだ。

　結局、カエデを見み逃のがすより他ほかにない。エルバの選べる道は、それしかないのだ。

「行けよ。俺は、おまえより早くサクラを見つけ出す」

　軽く手を広げ、エルバは一歩退いた。

「……そうか」

　一いつ瞬しゆんの敵意に、カエデはいまだ戸と惑まどっていた──が、エルバに害意はないと判断すると、緊きん張ちようを解き、別れの挨あい拶さつも無しに背を翻ひるがえした。そのまま雑ざつ踏とうの中へと消えていく。

「──説得失敗か」

　カエデが去ったのを確かく認にんしてから、ルナがエルバのもとに戻もどってきた。

「失敗すべくして失敗した、としか言いようがない」

　エルバは後頭部で両手を組んだ。

「大変だぞ。カエデより先にサクラを見つけて、サクラを説得しなくちゃならない──んだよな」

「君がサクラちゃんを連れ戻したいのなら、そうなるね」

　ルナは首しゆ肯こうした。

「うまく行けば、最終八眼デイアボリツク争覇パーテイの実行にすらストップをかけられる。……でも、現実的な意見を述べさせてもらうと、実現可能性は極きわめて低いような気がする」

「やるんだよ」

　ルナの言葉は正しい。

　それでもエルバは断言した。

「やるしかないんだ。サクラは死なせない、カエデにも同どう胞ほう殺しは繰くり返させない。俺はやる」

　エルバの脳のう裏りを、サクラの笑え顔がおがよぎる。以前は毎日、いつでも見ることのできたサクラの笑顔が、今は遠い。大切なものは、失って初めてその価値の大きさを痛感するものだ。

　だが──完全に失われたわけじゃない。取り戻すことができるのなら、全力を尽つくす。

　尽くさなければならない。
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「……僕はなんでこんなことをやらされているんだろう」

　バーミッサの声は小さかったにも拘かかわらず、暗くら闇やみの空間の中でよく響ひびいた。

「なんで、こんな地下道を歩かされている。ほこりっぽい場所を、こんなメイド服で」

　スカートをつまみ上げて何度も上下し、バーミッサは強調した。

「よく考えてみたまえ、メイド服は何のための服なのか」

　バーミッサの前方を歩くクラヴリーが答えた。

「メイドの仕事は掃そう除じ、洗せん濯たく、その他諸もろ々もろの家事だ。綺き麗れいな身体からだのままでできる仕事じゃない──」

「下品な話をするつもりならば、今すぐ蹴け飛とばすぞ！」

　バーミッサはクラヴリーの背を蹴ろうとした。

　しかしクラヴリーは大きく前に出て、バーミッサの足に空を切らせる。

「いやいや、私が言いたいのは比ひ喩ゆ的な意味じゃなくて、文字通りの意味だ。掃除をすれば埃ほこりを浴びるし、洗濯をすれば服は濡ぬれる」

「あー……ま、紛まぎらわしい言い方をしないでほしいね」

「紛らわしいとは不思議な話。君は一体何と勘かん違ちがいしたというのかね」

　無表情のままに、クラヴリーは言い返した。

「…………～ッ!!」

　返答に詰つまり、バーミッサは再び蹴りを繰り出した。

「ま、冗じよう談だんはこの辺で」

　するりとクラヴリーは蹴りをかわし、足を止めた。

「ちょいと、現在位置の確認をしよう」

　その場で腰こしを下ろし、床ゆかに地図を広げる。バーミッサも対面に着席して、地図のそばにカンテラを置いた。

　地図に描えがかれているのは、俗ぞくに言う「ブルティエールの地下迷めい宮きゆう」である。クラヴリーとバーミッサは今、迷宮のただ中にあった。

　ブルティエールの地下に広がる、広大なフロア──その噂うわさを知る者は多いが、実際に出入りする者はほぼ皆かい無むと言っていい。時折、誰だれかが迷宮に挑いどんだという話が立ち上ることはあるが、その話のオチはことごとく探たん索さく者しやの行方ゆくえ不明で終わる。首都の恐きよう怖ふスポットとして恐おそれられており、普ふ通つうの人間ならば忌き避ひする所なのだ。

「噂だけは聞いていたけど、実在するとすら思っていなかった」

　バーミッサは自分のすぐそばの床を叩たたいた。コツコツと軽い音がする。

「そもそも、これって材質は何？　木でも煉れん瓦がでもなさそうだけど、金属……なのか？」

　床の表面に継つぎ目らしいものはなく真っ平ら、手て触ざわりも滑なめらかだ。しかし、少なくともバーミッサの知っている範はん囲いに、このような材質は存在しない。

「床だけじゃない、壁かべもこんな感じだな」

　地図に目を落としたまま、クラヴリーは言った。

「謎なぞの材質で作られている、謎の迷宮。興味をそそられるだろう？」

　クラヴリーは純じゆん粋すいな興味故ゆえに、長らく地下迷宮の調査活動を行っていた。

　一応、実務的な理由もある。指名手配犯であるクラヴリーは、潜せん伏ぷく場所や逃とう走そう経路をたくさん用意しておく必要がある。地下迷宮は、その両方を兼かねる絶好の場所だ。地上の意外な場所に迷宮の入口は口を開けており、ここぞという時の避ひ難なん先として活用できるのである。

　その過程で、バベルハイズ自然史博物館に直接つながる道を発見したこともある。それは以前、博物館が実戦徴ちよう税ぜい係がかりに襲おそわれた時に、秘密の逃走経路として活用され、エルバ達のピンチを救ったものだ。

「興味をそそられるのは、認める。だが、あんたほどじゃない」

　バーミッサも迷宮地図に視線を落とした。

「ここまで調べてるのかよ」

　紙の隅すみから隅まで、迷宮の通路がみっしりと記されている。クラヴリーの試行錯さく誤ごの証あかしである。

「こういうことはきっちりとやりたくなるタチなんでね。ちなみにこの地図は、迷宮の一部分だけだ」

　カバンの中から、ノートを取り出そうとする。

　すぐさま手を伸のばし、バーミッサは制した。

「いや、見るまでもない」

「そうかね。そりゃ残念。……ともかく、こうして全体像を描き出すことで、色々とわかってくることもある。君だって、これを見て思うところはあるだろう」

　意見を求められて、バーミッサは頷うなずいた。

「まあね。……迷宮といわれる割には、それほど入り組んだ構造ではないんだな」

　通路は縦横に走っている。整然としたものだ。その構造に、通路を歩く者を迷わせようとする意図は感じられない。

「『迷宮』って言い方は、噂が生んだ呼こ称しようだ。その実体は迷路でもなんでもない、なんらかの目的に添そって作られた通路だ。ま、何の予備知識もなく迷い込んだら、簡単には出られないだろうがね。真っ暗だし」

「同感。今この場でおまえに全力で逃にげ出されたら、この中で餓が死しする自信がある」

「あー……餓死ね。うんうん」

　よくわかる、と言いたげにクラヴリーは頷いた。

「……まさか、本当に死体と出くわしたことがある、とか」

「想像にお任せしよう。フフフ」

　さらりとクラヴリーは言った。

　思わずバーミッサは身を震ふるわせた。

「それはさておき、そろそろリデル達が来てもいいはず──」

　と呟つぶやいたちょうどその時、通路の奥で光がきらめいた。

「お、来た来た」

　ほどなくしてランタンの持ち主のリデルと、付き従うランコの二人の姿が光の中に浮うかび上がった。クラヴリー達の姿を見つけると、手を振ふりながら近づいてくる。

「いやあ、広すぎですぜ、この地下道は……」

　呆あきれたような口調で言いながら、リデルはクラヴリーのそばに腰を下ろした。

「お疲つかれお疲れ。そっちの首しゆ尾びはどうかね」

「ランコに任せてます」

　水を向けられたランコは、手にしていた地図をおずおずと差し出した。

「こんなもので……どうでしょうか」

「……実に上等。これはよくできている」

　ランコの手によって描えがかれた地図は、整然としたものだった。極きわめてわかりやすく、要所要所には注意点が細かく書き込まれている。

「私は君のような人材を待っていた。以前リデルに地図書きをやらせてみたら、それはひどいものだったからね」

「俺には、こういう細かい仕事は向いてねえんですよ。一目見りゃわかるでしょ」

　リデルは肩かたをすくめた。

「いいや、私は人を見た目では判断しない。案外、おまえのような大男こそ、繊せん細さいな特技を持っているものさ」

　カバンの中のノートを改めて取り出し、クラヴリーはノートに挟はさんでいた手書き地図を床ゆかに並べ始めた。全すべての地図がつながるように、隅と隅を重ねていく。

　結果、できあがった大きな地図は──円の形になった。数十枚の地図が、円形に並べられている。

「これは……」バーミッサが意見を挟む。「真ん中は？　手つかずじゃないか」

　地下通路が通っているのはブルティエール外周区の真下部分のみ。その内側は、ぽっかりと欠けている。

「その通り。だが、それには理由がある。地図をよーく見てごらん」

　クラヴリーが促うながすと、ランコが控ひかえめに発言した。

「その……そもそも、内側に通じる通路がないように思えるのですが」

「……本当だな」

　リデルが同意した。基本的に通路は環かん状じようになっている。環状通路同士をつなぐ横のラインはあるが、空白の区画へと向かう通路は、少なくとも地図上には存在しない。

「これは、どういうことなのかな」

「その答えを、おまえの父親方から求められているんだがね……」

　クラヴリーはベイセル達からいくつかの依い頼らいを受けていた。その一つが、ブルティエール地下迷めい宮きゆうの実体解明である。

「中心部へ行く地下ルートを知りたいのだが、知っているか」

　そうベイセルに問われたのだが、クラヴリーはそんなルートをいまだ発見できずにいた。

「あいつの話はするな」

　鋭するどい声で、バーミッサは制した。

「思い出すだけでムカムカする」

「なんでそこまで嫌きらうのかね」クラヴリーが問う。「仮にも自分の父親だろう」

　クラヴリーの隠かくれ家がにて、バーミッサは父、ベイセル・アードレーの顔を見るや突とつ然ぜん取り乱し、殴なぐりつけ、その場に混乱を巻き起こした。バーミッサを引きはがすのに、さしものクラヴリーもえらい手間をかけるハメになったのだった。

「自分の子供達を育てることを放ほう棄きした男は、父親とは呼ばないよ」

　ベイセル・アードレーは「結晶クリスタル連鎖法チエイン」という技術──塵ちりを結けつ晶しよう化させ、虚体を崩ほう壊かいさせる技法──の研究を行っていた。それをある時、バーミッサとその弟コーマックは共きよう謀ぼうして研究内容の写本を作成、他ほかの科学者にその写本を売りさばこうとした。ところが寸前で発覚し、ベイセルはバーミッサ達を勘かん当どうしたのである。

「話を聞けば、ベイセルが怒おこるのも当然だと思うが」

「そうかもね。……でも、あいつが僕達を捨てたという事実は変わらない。しかもそんな相手に、こんな格好を見られたんだ。屈くつ辱じよく以外の何だってんだ！」

　自分のメイド服の肩をつまんで、バーミッサは力説する。

「私が父親であれば、むしろ賞賛するところだがね。自分の娘むすめがメイド服の似合う美少女に育ったという事実に」

「美少女という賞賛は文字通りに受け止める。でも『メイド服が似合う』ってのは、所しよ詮せん僕は人に仕えるのがお似合いだ、って意味かなあ」

　キッと目を細め、バーミッサは挑ちよう戦せん的に問う。

「いや、そこも文字通りに受け止めてくれ。メイド服の装そう飾しよく性と君の容姿はお似合いだ、と言っているだけさ」

　褒ほめ言葉を、バーミッサはうさんくさげな表情で受け止めた。言葉こそ耳ざわりはいいが、クラヴリーがどの程度本気で言っているのか、判じかねたからだ。

「……話、脱だつ線せんしすぎだ。結局、迷宮中央部にはいけないのか」

「一つ、気になっている場所がある」

　カンテラを取り上げると、クラヴリーは自分の背後を照らし出した。

　二メートルほど先に、壁かべがそびえ立っている。その材質は周囲とまったく変わらないが、異なる点として、継つぎ目のようなものがあった──高さ二メートル幅はば一メートルほどの長方形、まるで扉とびらのように見える継ぎ目が。

「これは……？」

　バーミッサが立ち上がり、そばに寄った。叩たたいてみると──周辺より、音が軽いような気がする。

「向こうがありそうな感じだけど……」

　継ぎ目の部分に指を滑すべり込ませようと試みる。が、隙すき間まは狭せまく、小指一本すら入らない。手の平をぴたりとつけて押しても、横に力を加えても、壁はびくともしなかった。

「……なんなんだ、これ」

　あきらめてバーミッサは元の場所に戻もどり、再び地図をのぞき込んだ。

「これは……これか」

　地図上で該がい当とうする場所を、バーミッサは指さした。その壁の向こうに関する記述は何もない。ただ、クラヴリーの手による「？」マークだけが記されていた。

「そう、それ」クラヴリーは認めた。「実は、このような壁はそこかしこにある。全すべてが中心部分へ向かう側にあるんだが、一つとして開く気配がない。中心へ行くんだったら、ここしかないと思うんだが……」

「開かないんじゃ、話にならない。どうするつもりさ」

「簡単なことだよ。ぶち壊こわしてみようじゃないか」

　クラヴリーは立ち上がると、

「召喚コンタクト！」

　いきなり悪あく魔まを喚よんだ。塵が集まり──次の瞬しゆん間かん、彼の手の内に長なが柄えの武器が握にぎられていた。

　柄の長さは約二メートルほど、その先せん端たんに輝かがやく刃やいばは──凍こおっていた。氷が固まって鋭い刃は先さきを作り、刃の用を為なしている。そしてその氷の内側には、一つ目が鎮ちん座ざしていた。

「……セブンデイの作品か」

　バーミッサが、その正体を見み抜ぬいた。

「そう、博物館から借りてきた鬼き神しんの円盤レンズだ」

　それは氷結の鬼神、セブンデイが作り出した八つの鬼神のうちの一つだった。

「それ……」ランコが呟つぶやいた。「どこかで見たことがあるような……」

「おっと」

　慌あわてて、リデルがランコの視界を塞ふさぐように動いた。

「あんたは見ない方がいいかもしれねえな」

「それがいい」

　クラヴリーも同意した。

「できるかぎり地下迷めい宮きゆうを傷つけないつもりで探たん索さくを続けてきたが、もはやそうも言っていられない。君達は下がっていてくれ……」

　単身進み出て壁に立ち向かうと、クラヴリーは戟げきを全力で叩きつけ始めた。







「……カエデ。早かったな」

　待ち合わせ場所で待機していたマロは、接近してくるカエデの姿に気づいて軽く手を挙げた。

「ということは、サクラの居場所を捕ほ捉そくできなかったようでおじゃるな」

「まあな」

　カエデは認めて──マロに質問を返す。

「そちらの方々は？」

　マロのそばに、三人の人物が固まって立っていた。

　マモル、ミカル、ベイセル──過去の八眼デイアボリツク争覇パーテイ勝者ご一行である。

「ああ、実は──」

　マロはマモルの肩かたを叩き、一歩前に押し出した。

「こやつはマモル・デュバリエ。昔の相棒でな」

「相棒？」カエデは驚おどろいた。「つまり……以前の八眼争覇で、契けい約やくした相手ということか」

「その通り。マロが優勝した時の、輝かしい黄金メンバーでおじゃるよ」

　にい、とマロは口を大きく開く。

「たまたま再会したから、世間話をしていたというわけか」

　興味なさそうに、カエデは早口に言った。

「……サクラの居場所まではわからなかったが、ブラナが向かった方向からだいたい見当はついた──」

「待ってくれ。再会したのは、たまたまというわけではない」

　マモルが割り込みをかけた。

「俺達はあんたに用事があって、会いに来た」

「用事？」

　迷めい惑わく極きわまりないという態度を、カエデは言外に表した。

「今すぐ行かなければ、サクラを逃にがす恐おそれがある。残念だが、あなた方に関かかわっている暇ひまはない」

　視線を切ると、マロに説明を続ける。

「ブラナは、東番外地から北へ向かおうとした。ということはブルティエールの外、北東の側にサクラはいるはずだ──」

「いやその、ちょっと待ってくれんかのう」

　慌ててミカルが口を挟はさむ。

「急いでいるのはわかるが、少しだけでいいからわしらの話に耳を貸してくれんか？」

「少し？……一分以内で済むのならば、聞いてもいいが──」

　ミカルはマモルを見やった。

「いや」マモルは言った。「正直言って、五分やそこらではすまない」

「じゃあ、またの機会にしてくれ。行くぞ、マロ」

　そう言い切ると、マロの返事も待たずにカエデは歩き始めた。

「おい、カエデ──」

　マロは引き留めようとしたが、カエデに足を止める気配はない。戸と惑まどったマロは──

「……サクラの居場所の話、エルバに伝えてほしいでおじゃる」

　小声でマモルに頼たのみ込むと、急いでカエデのあとを追った。

「……どうする」

　カエデとマロが去っていくのを見送ってから、ベイセルが言った。

　マモルとミカルはしばらく考え込んでいたが、

「やむを得ない」マモルが決断した。「エルバが八眼争覇の勝者となってくれることを祈いのるしかない」

「ということは、マロの頼みを聞いてやるのが一番じゃろうな」

　ミカルが結論を述べ、マモルとベイセルは同意した。







「あまり……調子良くなさそうだね」

　それが、サクラに対するブラナの第一印象だった。

　その声を聞いて、倒とう木ぼくに腰こしを下ろしていたサクラがゆっくりと首を巡めぐらせる。その目に光は少なく、淀よどんでいる。

「ブラナ……ですか。何の用ですか……」

　張りのない声で、サクラは問いかけた。

「八眼デイアボリツク争覇パーテイにここまで残った面々に、説明をして回っている。今後のことについて」

「今後……？」

「そう。君が八眼争覇を勝ち抜ぬいた後の話について、だよ。既すでにエルバとカエデには話している。最後は君ってわけなんだが──」

「そんなことに、興味はありません」

　サクラはブラナから視線を外した。

「私が望んでいるのは、お兄ちゃんの復活だけ……。あとのことなんて、どうでもいい……」

「……おやおや」

　ブラナは拍ひよう子し抜けした。

「他ほかのことを考えている余よ裕ゆうなんて、ないんです。私は……最後まで戦い抜かなくちゃ……」

　ひたすら自分に言い聞かせる。端はたからは、うわごとを呟つぶやいているようにも見えた。

「見ての通り、決戦に向けて集中しているところなんでね──」

　山小屋の陰かげから、一人の男が姿を現す。

　シロー・イシザワの姿をしたヤミが、気き遣づかうようにサクラの肩に手をかけた。

「そっとしてやって欲しいんだが」

「やあ、ヤミ」

　軽く手を振ふって挨あい拶さつしてから、ブラナは考え込むふりを見せる。

「ふうむ。なら仕方ない……覚かく悟ごを決めなければならない時に、横から雑音を聞かせるべきではないかな」

　一歩退いて、ブラナはサクラを見守る。

「ただ、その……謝らなければならないことがある」

「…………？」

　さすがに、その言葉を無視することはできなかった。サクラはブラナに顔を向ける。

「さっき、カエデに話をしてきたと言っただろう？　その後、ちょっとつけられたみたいでね。振り切ったから、今すぐそこにカエデが迫せまってきているってことはないだろうけど……人並みの知ち恵えがあれば、こっち方面に君が潜せん伏ぷくしているだろうことは推測できるだろう。いずれここにやってくるかもしれない」

「…………」

　無言のまま、サクラはブラナを見つめる。

「だから、まだカエデと対決したくないのなら、今すぐこの場から立ち去った方がいい。これは私のミスだから、私がどこかに新たな隠かくれ家がを提供してあげるけど、どうかな」

　ブラナの提言に何も語らず、サクラは黙もつ考こうを続ける。

　やがて──

「……いえ、それは結構です」

　音も立てず、サクラは立ち上がった。

「カエデがここに来るというのなら──それで構いません。むしろ来てもらえば、こっちから動く手間が省けますし──」

　数歩進み出て、前方を見やる。

　ブラナとグレン・ダールもその視線を追う。

　彼女らの前方に広がっているのは、死者の辻つじと呼ばれる荒こう野やだった。

　腰の高さにまで伸のびた雑草が群生するこの荒野は、かつては東番外地の一部分であったとされる。往年のコミュニティの跡あとを忍しのばせるのは、荒野の中央に残る辻の残ざん骸がいのみ。石いし畳だたみの十字路が、わずかに姿を留とどめているだけだ。この角に十じゆう字じ架かが立てられ、罪を犯した者がはりつけにされていた──というのが、「死者の辻」という名の由来だ。

「カエデと戦うのなら、ここがふさわしい舞ぶ台たいかもしれません」

　ここは半年前、幻げん影えいの魔ま神じんの契けい約やく者しや、クルト・キングスリーとエルバが戦った場所だ。

　そして、カエデが初めて八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者であることを明かした場所でもある。

「なるほどね。ならば、私は何も言わないよ。君の戦いを、遠くから観戦させてもらうとしよう……」

　サクラの希望を、ブラナは受け入れた。きびすを返し、そのままグレン・ダールとともに、夕日の中へと消えていく。

「……まぶしい……」

　ブラナの背を視線で追いかけて、サクラは手をかざした。

　初めて、今が夕刻であることに気がついた。ぼーっとしているうちに、いつの間にやら日にち没ぼつの時刻を迎むかえたらしい。西方に見下ろすブルティエールの町並みは、赤と黒のまだら模様に染まっている。

　時間の感覚すら、怪あやしくなりつつあった。

「カエデが今からやって来るかもしれないのか」

　ヤミ──シローはサクラに尋たずねた。

「調子はどうだ？」

　サクラは大きく息を吸い、吐はいた。手を頭上で組み、大きく伸びをする。

　腕うでを下ろして、しばし空を仰あおいだ後──

「……悪くありません」

　と答えた。

　不思議と身体からだが軽かった。朝の不調がウソみたいだった。時間の経過とともに回復を果たしたのか、それとも不調を不調と感じることすらできなくなりつつあるのか。

　だが少なくとも、戦える。

　カエデとエルバが束になってかかってこようが、相手できる──そんな確信が、心の内にみなぎっていた。

「本当だろうな」

　心配そうにシローは語る。

「ええ、大だい丈じよう夫ぶですよ……」

　と答えつつ、サクラは妙みような気分に陥おちいる。ヤミはあくまでヤミであって、現在の姿、立ち振る舞まい、言動は、サクラの記き憶おくのうちから抽ちゆう出しゆつして再現したものだ。こんな時ならシローはこんな事を言うだろう、というサクラの予想を、ヤミは繰くり返しているに過ぎない。

　シローがサクラを心配している、ということは、サクラ自身が心配してもらいたいと願っているのと同じことになる。

　自己とヤミのありようについて深く考え出すときりがないので、つきつめて考えていることを避さけてはいるが──ヤミの言葉は、サクラの無意識の願望につながっている。一いち抹まつの不安を、抱いだかずにはいられない。

　それでもサクラは頭を振り、不安を振り払はらった。

「私は、戦います。お兄ちゃんも、私を支えて下さい……」

　来きたるべき試練を前にして、サクラはただ待ち続ける。兄との再会の時を願って。







「実は少しよう佐さ殿どのがやってきて、『鬼き神しんの円盤レンズを貸してくれ』と言ってきたのであります」

　博物館に戻もどってきたエルバに、開口一番デイジーはそう言った。

「クラヴリーが鬼神の円盤を？　どういうことだ？」

　問い返すエルバに、デイジーは説明する。

「はあ。地下迷めい宮きゆうの探検にどうしても必要だから……という話でした。お貸ししましたけれど、問題ありませんよね」

「別段問題はないと思う」

　と答えて、エルバはあきれ顔を形作った。

「しかしあのオッサン、こんな時に趣しゆ味みの迷宮探たん索さくとは優ゆう雅がな話だな。こちとらサクラ捜さがしでひたすら歩き回ってるってのに……」

　博物館の庭から西の空を見やる。太陽は地平線の向こう側へ没ぼつしようとしていた。エルバ達の背後には、黒く長い影かげが伸びている。

　日の出ている間、エルバはひたすらに町中を歩き回った。疲ひ労ろうしきった身体を休めるため、エルバとルナは博物館への帰き還かんを果たしていた。日が落ち、ブルティエールが闇やみに包まれたら、捜そう索さく効率はかなり落ちる。もはや明日を待つよりないだろう。

「なかなか見つからないねえ、サクラちゃん」

　ルナが肩かたをすくめてみせた。

「テッキちゃんが脱だつ落らくした以上、博物館に殴なぐり込みをかけてきてもよさそうなものだけど」

「まあな……」

　しかし、サクラが仕し掛かけてくる気配は今のところ皆かい無むである。

　ということはなにかしら、サクラに攻こう撃げきをためらわせる理由があるはずだ。サクラの良心がまだ残っている証しよう拠こなのか、あるいはテッキとの戦いの時に、深刻な傷を負っていたとか──

　当人がいない以上、何を考えても所しよ詮せんは憶おく測そくだ。

　憶測しかできないからこそ、エルバは焦あせる。できることならば夜を徹てつしてでも捜索に出かけたいところだ。が、体力の限界を超こえて活動すれば、必ず無茶が出る。動けない時にサクラに襲おそわれでもしたら、おしまいだ。

　だから夜は決して出歩くまい、と決めていた。サクラが夜よ討うちをかけてくるとも限らないのである。

「とにかく、晩飯食おうぜ」

　無理はせず、いつでも動けるようにコンディションを維い持じしておく。長期戦に備え、落ち着いてことに臨のぞむ必要がある──エルバはそう自分に言い聞かせた。

「準備はできてます。エルバは、橋を上げてきて下さい」

「了りよう解かい」

　デイジーに命じられて、エルバは博物館をめぐる堀ほりにかかる跳はね上げ橋に向かった。

　跳ね上げ橋は、ハンドルを回すことによって上下する。そのハンドルに手をかけようとした時──

「……いた！　おーい……！」

　上空から声が降ってきた。

　見上げると──鳥型悪あく魔ま、カラドリウスが旋せん回かいしながら、博物館へと接近しつつある。

「……ミカルか？」

　声から、エルバはそう判断した。

　カラドリウスは一挙に地面近くまで滑すべり降りてきた。虚きよ体たいを構成する塵ちりが崩くずれていき──着地とともに、カラドリウスの姿はミカルに変わる。

「いたいた……博物館に戻っておったのか、エルバ！」

　慌あわてたような口ぶりで、ミカルは言う。

「なんだってんだ、いきなり。今から晩飯の時間だってのに」

「メシなど食っとる場合か！」ミカルは声を張り上げた。「カエデがサクラを見つけようとしておるぞ！」

「……なんだと!?」

　エルバもつられて声を張り上げる。

「サクラは東番外地の北側におる、とカエデは言っておった」

「東番外地の北側……」

　そういえば、ブラナをつけていたカエデは、東番外地を北に向かっていた──エルバは思い出した。あの時、カエデはブラナの尾び行こうをあきらめたようだったが……

「尾行はできなくても、サクラはそっち側にいると踏ふんだわけか？」

　妥だ当とうな判断だろう、と考えるとともに、エルバは自分の思し慮りよの浅さを責めた。少し考えればカエデと同じ結論に達し得ただろうに、今こうして博物館に戻ってきている。

　怠たい慢まんだ。

「くそッ。なんてこった」

「もっとも、カエデ自身も完全に確信があるわけではなかったようじゃが──おぬしに伝えるべきじゃと思ってな」

「東番外地の北だって？」

　ルナが話に割り込んできた。

「そりゃ懐なつかしいね。僕達が初めて出会ったあたりじゃないか。それに……死者の辻つじもある」

「死者の辻……俺とクルトが戦った場所か」

　そして、ふと気づいた──カエデが初めて契けい約やく者しやであることを明かし、クルトを倒たおした場所でもある。

「それは……あり得るぞ」

　同じ場所を再び決戦場として選ぶ。それは、カエデを呼び寄せるのにも都合がいいだろう。

「どうやら、晩ご飯は後回しにするしかないようだね」

　ルナの言葉に、エルバは頷うなずく。

「急がなくちゃならねえな」

　ホルダーから円盤レンズを取りだし、両目にはめ込んで、

「召喚！コンタクト」

　カラドリウスを召しよう喚かんした。

「ありがとよ、ミカル……」

　感謝の言葉を投げながら、エルバはある疑問に気がついた。

「しかし、なんでそんなことを教えてくれたんだ？」

「そりゃ、おぬしの八眼デイアボリツク争覇パーテイ勝利を願っておるからよ」

「……ほお。あんた、俺の味方だったのかよ」

　思わず、口ぶりが警けい戒かい調になる。

「身構えるな。最終八眼争覇が開始した瞬しゆん間かんにおまえを大多数で叩たたき潰つぶすとか、そんなことはしないから安心せい」

「具体的に言われると、ますます信じられなくなるんだが」

「ああ、疑いたければ疑えばいい。じゃが、ここで無む駄だ口ぐちを叩いている場合じゃあるまい？」

「それもそうだ」

　エルバは両りよう翼よくを大きく開いた。離り陸りく寸前、ルナがその背中に乗る。

「とにかく、礼を言う！　よかったら博物館で晩飯を食っていってくれ！　デイジーも一人の食しよく卓たくはさみしいだろうからさ！」

　大きな翼つばさを羽ばたかせ、エルバとルナは空へと駆かけ上っていった。上空で一度旋回してから、東の空目がけて飛び去っていく。

「頑がん張ばれよー！」

　ミカルは手を振ふって、エルバ達を見送った。飛ぶ影かげは、夕ゆう闇やみに紛まぎれてすぐに見えなくなった。

「……どなたかは存じませんが……」

　背後からの声に振り向くミカル。

　デイジーが、ミカルのそばに立っていた。

「どうやら、ありがとうございますと言うべきみたいですね」

「なんのなんの」ミカルは手を振った。「わしは、為なすべきことをしたまでじゃよ」

「そうですか。……感謝の証あかしといたしまして、うちで夕食などどうでありますか？」

　すんすんとミカルは鼻を鳴らす。いい匂においが、博物館の庭にまで流れ出ていた。

「そいつは非常に興味深い申し出じゃが……すまんなあ、おそらくわしも行かねばならんと思う。後日改めて、でどうかね」

「ははあ。なら、そういうことにしましょうか。その方がエルバも喜ぶでしょうし」

「ふむ。楽しみにしておる……」

　ミカルがカラドリウスを再び召喚しようとした──その時。

　ガチャン、と博物館の中で花か瓶びんか何かが砕くだける音がした。







「……ヤミと戦う前に、言っておくべきことがあるでおじゃる」

　急に暗くなっていく山道の途と上じよう、マロはさりげなく切り出した。

「……なんだ？」

　先を行くカエデが、聞き返す。

　死者の辻へと向かう道は、半年ほど前に歩いたことのあるはずの道だった。もっとも以前も今回も、闇が落ちてからの行軍である。記き憶おくの中の景色と照合しようがないので、正しい道かどうか、十全の自信はない。おおむね正しい方向に歩いているはずだが。

「ヤミとの戦いで、能力逆流スピンオフの発動は決して行わぬよう」

「なんだと？」

　電光の魔ま神じんの能力逆流──それは、雷らい撃げきを発生させること。本物の稲いな妻ずまに比べれば威い力りよくは小さいながら、直撃すれば戦せん闘とう能力を奪うばうに十分なダメージを与あたえられる。その技の存在自体が、戦闘時には大きなアドバンテージとなるのだが──

「奴やつの塵器ストライカーは鏡。覚えておるな？　あの鏡には、マロの放つ雷かみなりを跳はね返す力がある。電光を放てば、黒こげになるのはこっちの方でおじゃる」

　口を開かず、カエデはただ顔をしかめた。

「マロにとって、ヤミは少々不利な相手でな……。ネアにミナという天敵がいるように、強すぎる魔神にはそれに対たい抗こうする力を持つ魔神が配されておる。バランスの妙みようというやつでおじゃるかな」

「そうなのか……。しかし、おまえも八眼争覇に勝ち抜ぬいたことがあるんだろ？　その時はどう対処したんだ」

「あの時は、運良くヤミの契けい約やく者しやに出くわさずに済んだ。幸運だったでおじゃるよ」

「つまり、対処無しということか……」

「能力逆流を使用しない。それだけでおじゃるな」

「でも、跳ね返しが可能なのは塵器だろう？　塵器を持っていない方に雷をぶち込むのはアリじゃないのか」

「理論上はそうでおじゃるがな……。ヤミはあの手この手でマロの電光を誘さそってくるでおじゃろうよ。そのために、奴はわざと隙すきを見せるはず。こちらがその隙に乗じた瞬間、向こうは跳ね返しをやってくるでおじゃろうよ。どこからともなく鏡を取りだしてな……。それが奴の常じよう套とう手段よ。故ゆえに、ハナから電光は捨ててかかったほうがよいでおじゃる」

「そうか。……まあ、構うものか。能力逆流がなければ勝てない相手じゃないはずだ……」

　やがて視界が開け、広大な空間がカエデの前に広がる。

　死者の辻つじ──風が吹ふきすさび、雑草が揺ゆれる荒こう野やに、カエデとマロはたどり着いていた。

　空気は完全に乾かわききり、少々肌はだ寒ざむい。さわさわと雑草が風になびく音が、より荒こう涼りようとした感を強めている。印象は、半年前とさして変わりない。

「静かなものだな……」

　サクラがここにいるかもしれない、というのはあくまでも推測であり、確実な話ではない。雑草をかき分けながらカエデとマロは右へ左へ視線を投げて、人の姿を捜さがす。

　そのうち──ふと、マロの足が止まる。

「どうした」

　カエデの問いかけに、

「……あれを」

　マロは片手の鉄てつ鞭べんを伸のばし、前方を示した。

　雑草の中に、人ひと影かげが一つ。その頭部には、角とおぼしきものがある。

「サクラ……？　いや、──」

　一いつ瞬しゆんサクラかと思った──が、すぐに思い出す。

　サクラの角は両方とも折れ、なくなっているはずだ。

　その上、人影の角は、サクラの物にしては大きすぎた。

　月を覆おおう黒雲が風に流され、死者の辻を青い光で照らし出す。

　青い光の中に浮うかび上がったのは──

「エイジ……！」

　思わず、その名を叫さけぶカエデ。

　エイジ・タツミヤ──三ヶ月前、自分の手で殺したはずの男が、そこに立っていた。

「久しぶりだね、カエデ……」

　カエデに手を差さし伸べて、エイジは一歩踏ふみ出す。

「姑こ息そくな真似まねを……！」

　ぎりり、とカエデは怒いかりに奥歯を嚙かみしめる。

「エイジの姿で、この私が動どう揺ようするとでも思ったか！　ヤミ！」

　応じて、カエデは大きく踏み出すとともに抜ばつ刀とうし、神速の突つきを放つ。

　カタナは、正確にエイジの胸むな板いたど真ん中を狙ねらっていた。

「…………！」

　エイジは切っ先を避さけ、大きく回り込んで攻こう撃げきを回かい避ひ、間合いを取り直す。

　カエデはエイジの動きを目で追う。

　ほんの一瞬、視界の外に出た隙に、エイジの姿はシローへと変化していた。

「……フフ。なるほど、割り切りが早い。一度殺した相手なら何度殺しても構わない、というところかな……」

　シロー──ヤミは立ち上がり、カエデと相あい対たいする。

「冷たいな……本当に冷たいな、カエデ」

「私を揺さぶろうとしても無む駄だだぞ、ヤミ」

　改めて、カエデはカタナを構え直した。

「今日はサクラを殺すつもりできた。今いま更さらエイジの姿を見せつけられたところで、どうとも思わん。それどころか、そんなことで私を動揺させ得ると思われていること自体に腹が立つ……！」

「そうかな？　そいつは失礼」

　高こう慢まんな態度で、シローはわびを入れる。カエデを苛いらつかせようとする意図が、丸見えだ。

「サクラはどこだ！」カエデは叫ぶ。「どこに隠かくれている!?」

「隠れるだなんて、心外な。出撃準備をしているだけさ……ほら」

　シローは横手に顔を向ける。

　その視線の先に、近づいてくる人影が一つ。

　サクラだ。

　黒衣のドレスに身を包んだサクラがやってきた──その視線を、カエデに張り付かせながら。

「カエデ……やっぱり、来たんですね」

　ヤミのそばで立ち止まり、じっとカエデを見つめる。

「ブラナから、来るかもしれないと聞かされていましたけど」

「ほお？　逃にげずに待っていたってわけか？」

「ええ……。逃げても意味はないですからね……」

　サクラの言葉に、抑よく揚ようはない。

　カエデは戸と惑まどいを覚えた。サクラが何を考えているのか、読めない。心が揺らいでいる気配が、まるでなかった。

　それは死を覚かく悟ごした諦あきらめの態度を表しているのか、それともカエデを倒たおすための秘策でも隠し持っているのか。

　二つ名の通り、悪あく霊りようと相対しているような錯さつ覚かくを、カエデは覚えた。そこに立っているのは、本当にサクラ本人なのか。あるいはサクラの幻げん覚かくを見ているのではないか──

　いいや、とカエデは雑念を振ふり払はらった。目の前にいるのは敵だ──幻覚であろうと、なかろうと。

「おまえに倒されてから、テッキはいまだに眠ねむったきりだ」

　少しでもサクラの心を読む材料を得たい。カエデは揺ゆさぶりにかかる。

「ああまでする必要があったのか。テッキを殺してまで、シローを取り戻もどしたいというのか!?」
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「そうですか……テッキは眠ったきりですか……」

　わずかに、サクラの声に揺れが出る。

「そうだ。このまま二度と目を覚まさないかもしれない。おまえがやったことだ、サクラ」

　ここぞとばかりカエデは責め立てる。

「テッキが……二度と目を覚まさない……？」

　ことの重大さを自分に言い聞かせるように、サクラは繰くり返した。

　身体からだを折り、片手で頭を抱かかえる。目を大きく見開いて、血相を変える。

「…………？」

　妙みような様子に、カエデはサクラを注視する。

　しばらく、奇き妙みような体勢でサクラは固まっていた。内心の動揺を、必死に抑おさえ込むために。

　やがて──ゆっくりと姿勢を元に戻す。

「……ええ……私の、やったことです……」

　声の調子も元に戻っていた。何事もなかったかのように感情のない声を漏もらす。

「私がやってしまったことです。もう、後戻りはできません……できないんです」

　そして、カエデをきっとみつめ返した。

「だから……カエデ、あなたも倒します」

　はっきりとした敵意が、その瞳ひとみには宿っていた。

　完全に覚悟を決めたのか──カエデはそう悟さとった。

「……そうか。ならば、こっちも容よう赦しやはしない……！」

　剣けん先さきをサクラに向けて、間合いをはかり始める。

「ヤミはおまえに任せる。私はサクラを殺やる……！」

　マロに命じつつ、自らは横へと動いた。すり足で一歩一歩踏ふみしめ、回り込む。

「わかったでおじゃるよ」

　マロは袖そでをめくり、両手の鉄てつ鞭べんを高く掲かかげた。

「そうかい。とはいえ……」

　シローは鏡を取りだした。闇やみ照てらしの魔ま神じんの塵器ストライカーである。

　その鏡面にマロの姿を映しつつ、手を突つっ込む。

「能力逆流スピンオフが実質使えないおまえに、俺を倒せるのか？」

　腕うでを鏡から引き抜ぬくと、その手の内には長い鉄の棒が握にぎられている。マロのものとまったく同一の、鉄鞭だ。さらにもう一本引き抜くと、鏡は歪ゆがんで崩くずれ、鉄鞭と一体化する。

　シローも、二本の鉄鞭を構えた。マロとのにらみ合いに入る。

「構えろ、サクラ……！」

　カエデはサクラに武装を促うながす。

「たとえ相手が今のおまえでも、無防備の相手に斬きりつけるのは信条に反する。さっさと悪魔を喚よべ」

　サクラに武芸のたしなみはないが、悪魔召しよう喚かん術においては人後に落ちないだけの実力がある。この決戦に、サクラはいかなる悪魔を喚び出すか──

「どんな悪魔を喚ぼうが、このカタナで斬り裂さく」

　ぎらり、と月明かりを反射して刃やいばがきらめく。

「斬り裂く……？」

　サクラは、頭をもたげた。

「やれるものならやってみてください……召喚コンタクト!!」

　召喚宣言とともに駆かけ出して、地を蹴ける。

　塵ちりは空中で形を成した。しかしそれはサクラにはまとわりつかず、別個の物体として現れる。

「……な……！」

　予想外の物体を、そこにカエデは見み出いだした。

　塵でできた巨きよ塊かいが、正確にカエデの頭の上に落ちてくる。

「はああああ──ッ!!」

　サクラは全力で、巨塊を振ふり下ろした。

　すんでのところでカエデは飛びすさり──直後、サクラの担かついだ巨塊が地面を抉えぐった。雑草をなぎ倒たおし、土つち煙けむりを豪ごう快かいに立ち上げる。

「な……なんだそれは……!?」

　カエデは目を疑った。

　サクラが、巨大な鐘かねを肩かたに担いでいた。大きな一つ目が張り付いた、鐘を。

「……鬼き神しんか！」

　一つ目で、ピンと来た。セブンデイの鬼神シリーズだ。

　何故なぜそんなものをサクラが持っているのか──疑念がわく。

「私のところにも、セブンデイの刺し客かくが来たんです」

　カエデの心を読んだかのように、サクラは答えた。

「どうにか、返り討うちにすることができましたけど。その際、これを取り上げたんです。使えそうだ、と思って」

　どすん、と地面に鐘を下ろす。

「そうか……そいつで私と戦おうってのか。なるほどな……！」

　カエデはカタナを構え直した。

「だが、そんなデカブツで、私の動きについてこられると思うのか……!?」

　カエデは横に走った。サクラを中心に円を描えがくように移動する。

　その動きを、サクラは顔で追う。さりげなく、カエデとの間に鐘を挟はさむように動きながら。

　それ見たことか、と思いつつ、カエデは急激に進路を曲げ、サクラへと突とつ進しんする。

　鐘とは反対側に回り込みつつ、駆け抜けざまに斬りつける──つもりが、

「……その程度でッ！」

　サクラが両手で鐘を振り抜くと、鐘は驚おどろくべき速度でカエデを襲おそった。

「!?」

　刃が到とう達たつするより早く、カエデの視界が鐘で塞ふさがる。咄とつ嗟さに両りよう腕うでを掲げつつ、逃にげる──が、直ちよく撃げきは免まぬかれ得なかった。

「ぬはっ」

　重い衝しよう撃げきに叩たたかれる。

　足が地から浮うき、カエデは吹ふき飛ばされた。

　慣性でくるりと一回転しつつ、サクラはカエデを追う。

　カエデはしかし、かろうじて転てん倒とうを免れた。そのまま大きく飛んで、鐘の届かないところまで逃げる。

　追つい撃げきを諦あきらめ、サクラは踏みとどまった。

「な……なんなんだ、それは……！」

　カエデは怒ど鳴なった。

　鐘の動きは、明らかに物理法則から外れていた。これでは軌き道どうが推測できず、避よけることができない。

「剛ごう力りきの鬼神の、特とく殊しゆな力だそうですよ……」

　鐘を地面に下ろして、サクラは軽く叩いた。鈍にぶく響ひびく音が、荒あれ野のに通る。

「召喚者の意思によって、剛力の鬼神は自在に重さを変えるんです。紙切れのように軽く持ち上げることもできるし、ハンマーのように叩き下ろして対象を潰つぶすこともできる。なかなかいいものですよ、これ……」

「…………」

　汗あせが一筋、カエデの頰ほおを垂れた。風が吹いて、身体からだを冷やす。

　サクラの打倒は決して一ひと筋すじ縄なわではいくまい、と思っていたが──予想外の事態だ。剛力の鬼神に、カタナで立ち回って勝てるのか？

　いや──勝つしかない。

「……フン。そのくらいでなくては面おも白しろくない……！」

　強気な言動は、自らを奮い立たせるためのものでもあった。

　もう一度、カエデは地面を蹴った。







「どこだ……？　カエデはどこにいる？」

　カラドリウスを召しよう喚かんしたエルバは、ブルティエール北東の空を舞まっていた。

　既すでに日は落ちて、地上は闇やみに包まれている。どこが目的地なのか、視し認にんできないほどに暗い。エルバは直感に基もとづいての飛行を続けていた。

「まだ、みつからない」

　カラドリウスの背に乗ったルナが大きく身を乗り出し、地上に捜そう索さくの目を向けている。

「……そもそも、死者の辻つじってこの辺でいいのかな？」

「わかるか！」エルバは言い返した。「カラドリウスは夜目があんまり利きかねえんだよ」

「だったら、フクロウ系とか、夜目の利く鳥型悪あく魔まを喚よべば良かったのに」

「咄嗟のことで、持ち合わせがなかったんだ。おまえが探せ」

「砂すな浜はまから砂すな粒つぶ一つを探し出すような能力は、持ち合わせてないんだけどね……」

　高度を上げすぎれば何も見えず、さりとて高度を下げれば索敵範はん囲いが狭せまくなる。なかなかに、死者の辻の場所──あるいはカエデの姿を特定できない。

　なにか目印になりそうなものでもあればいいんだが、とエルバは知ち恵えを絞しぼり──

「湖だ！」

　思い出した。死者の辻は断だん崖がいで終わっており、その先には湖があることを。

「クルトが落ちた湖があるはずだ！　そのそばが死者の辻だぜ！」

「なるほど、そういえばそうだった。高度を上げてみて、エルバ！」

　ルナの要よう請せいに従い、エルバは天へと向かった。高度を上げつつ大きく旋せん回かいし、地表を広く見み渡わたす。

　やがて──

「……あれか！」

　ルナは立木の影かげの向こう側に、奇き妙みような輝かがやきを放つ場所を見み出いだした。

　さざ波が、月の光を乱反射している。湖面が光を受けて輝いているのだ。

「わかった！　寄せるぜ……！」

　エルバは身体を大きく傾かたむけて、旋回を始めた。







「ぬうんッ」

　カタナを閃ひらめかせ、カエデは連撃を繰くり出す。

「はああッ」

　巨きよ大だいな鐘かねを器用に操あやつり、サクラは攻こう撃げきを受け止める。カタナが大鐘を貫つらぬくことはかなわず、表面を滑すべり、あるいは弾はじかれる。

「まだまだッ！」

　それでもカエデは強ごう引いんに、ひたすらに攻撃を続ける。受けには回らず、攻せめ続ける──それが勝利への道だと信じて。

　やがて、サクラの立ち回りにボロが見え始めた。カエデのフェイントを加えた素す早ばやい動きに翻ほん弄ろうされて反応が遅おくれ、それを取り戻もどそうとして無理な体勢で攻撃を受ける。衝しよう撃げきを逃のがしきれずますます体勢が崩くずれ、故ゆえに次の攻撃に対応できなくなる。

　負のスパイラルの崩ほう壊かいは、早かった。

「そこッ！」

　カエデの渾こん身しんの横よこ薙なぎを、サクラはかろうじて受け止めたが、

「……ッ!?」

　踏ふん張ばろうとしてずるりと足が滑った。バランスを崩して、たたらを踏む。どうにか転てん倒とうは免まぬかれたものの、カエデの眼前にあっては致ち命めい的な隙すきだった。

「サクラァァ──ッ!!」

　とどめの斬ざん撃げきを、カエデはすくい上げるように放ち──

「させるかッ！」

　しかしカタナは食い止められて、硬こう質しつな音を響かせるだけに終わる。

　エイジに変身したヤミが割り込み、右手の鉄てつ鞭べんでカエデの一撃を食い止めていた。

　左の鉄鞭を振ふり上げて、エイジはカエデの頭部を狙ねらう。

「……くッ！」

　歯がみしながらカエデは飛び退のき、鉄鞭の一撃を逃れた。

「逃にがさない……！」

　体勢を立て直したサクラが鐘を振り回し、カエデの着地を狙う。

　しまった、と思った時には、鐘は眼前。

「ぬくッ!?」

　大鐘の直撃を受けて、カエデは地面に叩たたきつけられた。

「とどめ……ッ！」

　勢いでサクラは鐘を頭上に掲かかげ、慣性のままに振り下ろそうとする。

　頭上を覆おおう巨大な陰かげに、カエデは身を固めてしまい──

「カエデッ！」

　ごいん、と鐘が妙みような音を放つ。

　マロが鉄鞭を交差させて、鐘を受け止めていた。

「何をしているでおじゃるか、カエデ……！　らしくもない！」

　背を向けたまま、カエデを叱しつ咤たする。

「す……すまん！」

　我に返ったカエデは、咄とつ嗟さに立ち上がった。マロに迫せまろうとするエイジの姿を見つけ、間に立ち塞ふさがる。が──

「…………ム……!?」

　カタナを握にぎる手に、力が入らない。鐘の直撃を食くらった影えい響きようのようだ。

　力を込こめてみても、がっちりと柄つかを握っているという感覚がない。これでは、相手に斬きりつけても威い力りよく半減だ。

「随ずい分ぶんと容よう赦しやないじゃないか……サクラちゃんに向かって」

　カエデの異常を知ってか知らずか、エイジは足を止めて声をかけてきた。

　知られるわけにはいかない、とカエデはできるだけ平静を保つ。

「私は……為なすべきことを為すだけだ。私情を交えるつもりは一いつ切さいない。おまえを斬った時みたいにな！」

「僕にも冷たいのか、カエデ。親が決めた許嫁いいなずけだってのに──」

「おまえはヤミだ！　エイジじゃない！」

　カエデは怒ど鳴なった。怒いかりの色は隠かくしようもない。

「……君がサクラちゃんを殺そうとする理由、僕にはわかるよ」

　理解を示すような寛かん容ようの態度を見せて、あくまで穏おだやかにエイジは語る。

「僕を殺したことを……正当化したいんだろ？」

「…………どういう意味だ」

「意味も何も、君自身がよく理解しているはずだ……君は今でも、エイジを救う方法が他ほかに存在したのではないかと思っている……」

「…………！」

　わずかに、カエデは目を見開いた。

「しかし、救う方法を考えもせず、君はエイジを殺してしまった。だから、『救う方法』があってはならないんだ。あったとすれば、君の為したことはまったくもって意味のない殺人だからね。あのように覚かく悟ごを決めて行ったことが無意味だとすれば、君はあまりにも重大な過あやまちを犯したことになる──」

「うるさい！　黙だまれッ！」

　声を荒あららげるカエデ。しかしエイジ──ヤミの言葉は止まらない。

「だから君は、サクラも葬ほうむり去ることで、僕を殺したことは正当な行こう為いだったと思いこみたいんだろ？　あくまで冷れい徹てつな計算、状じよう況きよう判断の結果として、幼なじみを殺さなければならないと結論し、ことを行った──その実績を積み重ねるために……」

　そして、エイジはカエデに嘲あざけりの笑え顔がおを向けた。

「ひどい話じゃないか……君は、自分の心の平安のためだけに、サクラちゃんを殺そうとしているんだよ……」

「……違ちがう……！」

　ギ、とカエデは奥歯を嚙かみしめた。

「そんなこと、あるものか！　私は、私は……！」

　反論を試みる──が、言葉が出てこない。

「ほらね。何も言い返せないということは、僕の言葉を心の奥底で認めているということだよ……認めたくない気持ちはわかるけどね」

「……違うと言っている……ッ！」

　言葉と同時に、カエデは地を蹴けり、エイジに斬りつけた。

　鋭するどい一撃は──しかし、たやすく鉄てつ鞭べんに阻はばまれる。

「君らしくもない、力任せな攻こう撃げきだ」

　交差する二本の得え物ものの向こうで、エイジは余よ裕ゆうの態度を見せつける。

「うるさいッ」

　カエデはエイジを突つき放した。たたらを踏ふんだところに追撃を仕し掛かける。大上段にカタナを掲げ──

「……ハッ！」

　エイジは突き放されると同時に、鉄鞭を下から上へ振り上げた。

　鉄鞭の先せん端たんが、今まさにカタナを振り下ろそうとするカエデの手を直撃する。

「ぬぐッ!?」

　ふわり、とカエデの両りよう腕うでが浮ういたところに、もう一本の鉄鞭が鳩尾みぞおちに突き刺ささる。

「…………ッ！」

　カエデの身体からだが折れる。

「見え見えだ……！」

　カエデを追いかけて、エイジは思い切り踏み込んだ。

　防ぼう御ぎよの体勢を取る余裕もなく、カエデは迫る鉄鞭をただ見つめるしかなかった──

　その時。

「ちょっと待ったァァ──ッ！」

　空から声が降ってきた。

　次の瞬しゆん間かん、決けつ闘とうの場に割り込むように、巨きよ大だいな翼つばさが宙を横切っていく。さすがに、エイジも足を引っ込めるしかない。

「……よ、っと」

　その巨大な翼から、ルナが飛び降りる。カラドリウスの背から離はなれ、カエデのそばに着地。

　カラドリウスは急きゆう上じよう昇しようした後急降下、地面に激げき突とつする寸前に虚きよ体たいを解放。

　次の瞬間に巨鳥の姿は消え去り、代わりに片かた膝ひざをついたエルバが姿を現している。

「エルバか……！」

　やっとのことで体勢を立て直し、カエデは乱入者の名を呼ぶ。

「もう始めてんのかよ、二人とも……」

　ゆっくりと立ち上がって、エルバは周囲を見み渡わたす。

「……邪じや魔まだッ！」

　いきなり、エイジが鉄鞭を振り上げて襲おそいかかった。

　背後からの奇き襲しゆうに、しかしエルバは驚おどろかない。振ふり向きざまに、袖そでの内側から細い鎖くさりを伸のばす。

　ガスン、と鈍にぶい音がして──鉄鞭は、鎖に受け止められた。

　鎖には赤い霧きりがまとわりついている。万ばん物ぶつをその場に固定する、氷結の魔神の能力逆流スピンオフである。

「はああッ」

　ルナはエルバの背中から手を突っ込む。と同時にルナの塵器ストライカー、サーベルがエルバのみぞおちから突き出して、ヤミに食くらいつこうとする。

「クッ……」

　咄とつ嗟さに身を引いて、ヤミは突きから逃のがれ出た。

　エルバもルナも、敢あえてヤミを追わない。エルバは鎖を引き戻もどし、ルナは塵器を引き抜ぬいて、背中合わせに構える──死者の辻つじにいる全員を、視界のうちに捉とらえるために。

「来たんですね……エルバ君も」

　乱入者を警けい戒かいして、サクラは一いつ旦たん身を引き、ヤミのもとに歩み寄る。

「カエデと組んで、私を殺しに来たんですね……？」

「そいつは、違う」

　はっきりとした声で、エルバは言った。

「俺は、サクラを博物館に連れ戻しに来た」

「連れ戻す……？」

　意外な発言に、サクラが戸と惑まどいを見せる。

「エルバ！」カエデが怒ど鳴なる。「まだそんな甘っちょろいことを言うのか！」

「黙だまれよ、カエデ！」エルバも怒鳴り返す。「俺はな、サクラに戻ってきて欲しいんだよ、純じゆん粋すいにな！　甘いと言われようが、それが俺の望みなんだ！」

「戻ってきて欲しい……ですって……!?」

　いきなり、サクラが激した。

「お兄ちゃんをあんな目に遭あわせておいて……帰ってこいって言うんですか……!?」

「…………!?」

　当のエルバのみならず、カエデも驚いた。これまで、決して声を荒あららげることのなかったサクラが、突とつ如じよとして怒いかりの色を露あらわにしたのである。

「その通りだ」

　エルバにとっては、予期した反応ではあった。たしかにサクラの言う通り、シローを自分の手で殺しておきながら、サクラに戻ってきて欲しいと願うなど、厚こう顔がんに過ぎる。

　だが──

「厚かましいのは百も承知！」

　開き直って、エルバは力説した。

「それでも俺は、サクラに戻ってきて欲しいんだ。テッキだってそう望んでいるはずだ！　それとも、このままテッキと永久の別れになってもいいのかよ！」

「……ううッ……」

　言葉に詰つまって、サクラはたじろいだ。手を顔に当て、苦く悶もんの表情を半ば隠かくす。

「俺は博物館という場所が好きなんだ。でもな、サクラがいなきゃ、楽しさは半減だ。サクラがいなくなって、初めてわかった」

　一歩、エルバは踏ふみ出した。

「頼たのむぜ、サクラ。君が居なくちゃ、台所も家庭菜園も荒あれ放題になっちまう。……いや、そんな些さ細さいな話じゃない。博物館そのものが、立ちゆかないんだ──」

　必死に言葉を尽つくし、エルバは説得する。

　サクラはそのままの姿勢で固まっていたが──

「…………ダメ」

　ぽつり、と呟つぶやいた。

「何がダメだって言うんだよ！」

　エルバは問い返す。

「テッキは私のことを許してくれない──私は、テッキを殺そうとしたんです」

　手を離はなし、キッとエルバを睨にらむ。

　その表情には、もはやためらいも戸惑いもなかった。

「そして私も、エルバ君が許せない──！」

　鐘かねを担かついで、サクラも踏み出す。歩調を一気に早め、

「……はあああァァ──ッ！」

　飛び上がり、エルバの頭上に鐘を落とした。

「…………！」

　エルバは後方に飛び、直ちよく撃げきを免まぬかれた。鐘は地面を抉えぐる。

「ぬうううんッ」

　エルバを追って、サクラは鐘を横に振った。凄すさまじい速度の大質量が、エルバを襲う。

「ぬわッ」

　地面に身を投じて、エルバは攻こう撃げきから逃れる。ゴロゴロと転がって離れ、距きよ離りを置いて立ち上がる。

「……やるしかないってのか、サクラ！」

　顔周辺についた雑草を手で払はらい、エルバはサクラに向き直った。

「私は……お兄ちゃんにもう一度会いたいんです」

　はっきりとした敵意を宿らせて、サクラはエルバをにらみ返す。

「そのためにエルバ君とカエデを倒たおさなきゃならないんです」

「言っただろうが、エルバ！」

　横からカエデが声を挟はさむ。

「説得するだけ無む駄だだ！　わかれよ、いい加減！」

「……そうかもしれないがな……」

　サクラに顔を向けたまま、エルバはカエデに反論する。

「そう言われて、はいわかりました、とは言えねえんだよ」

　ここで妥だ協きようすれば、サクラは手の中をすりぬけ、消え去ってしまう──そんな予感が、エルバにはあった。

　なりふり構わず、サクラを引き留める。そのためには、どんな手段も厭いとうまい。

「ただ……まずはヤミを倒さなきゃね」

　エルバの背の側に寄ったルナが呟く。

「ああ……やっぱり、戦いは避さけられないか……」

　片やエルバ・ナイトロンドと氷結の魔ま神じん、ルナ・ルガ。

　片やサクラ・イシザワと闇やみ照てらしの魔神、ヤミ・ヤタ。

　そしてカエデ・ニカイドウと電光の魔神、マロ・マロ。

　第九回八眼デイアボリツク争覇パーテイの生き残りが、集結した。

　半年という長きにわたる戦いに終しゆう止し符ふが打たれ、ただ一人の勝者が決定する。

　裏返せば、残り二人は倒され、地に伏ふすこととなる。

　それは、魔王によって定められた運命。もはや、誰だれにも止めることはできないのだ──。
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「また、最後の戦いがやってきたか」

　エルバ達の戦いを、遠くから眺ながめる者がいる。ブラナとグレン・ダールである。

「最後の戦いというものは、何度見ても奮い立つ」

　ブラナの声は、やや興奮気味だった。

「なにしろ、ここまで勝ち抜ぬいてきた人間同士が、矜きよう持じを賭かけて戦うのだからね……。ここで敗れてしまえば、これまで積み重ねてきたこと、他ほかの契けい約やく者しやとの死し闘とうが、まるで意味のないものになってしまう。無む為いが崖がけ下したに待っているとわかっているだけに、全力を尽つくして戦わなければならない──」

「端はたから見る分には、なるほど面おも白しろい見物だろう」

　対して、グレン・ダールの声は皮肉気味だった。

「あの苦しみは、実際に戦った者しかわからない」

「そうだろう、そうだろう」ブラナは認めた。「その境地を理解するために、私達は繰くり返し八眼争覇を行ってきた。私達は、これを学習する」

　そんなブラナの姿を、グレン・ダールは冷ややかに見下ろす。だが、ブラナはグレン・ダールの態度に気づかない。

　グレン・ダールは視線を外し、興味を遠景に振ふり向けた。







　観戦者は、ブラナ達だけではなかった。

「極きわめて不ふ愉ゆ快かいだねー。あの子、誰の許可を得て僕の作品を使用しているんだい？」

　セブンデイが文句を吐はき捨てる。

「不快に思う気持ちは理解できますけど、もとを辿たどれば、あなたの管理能力に問題があるのではありませんか？」

　その右みぎ隣どなりでルシアンが呟つぶやく。

　キッ、とセブンデイはルシアンを睨にらんだが、口に出しては何も言わない。

「勝利を摑つかむために、あらゆる手段を行使する。あの子の態度は、何ら責められるべきものではないと思うね」

　セブンデイの左ひだり隣どなりにはアンテノラが立ち、じっと戦せん況きようを観察している。

　死者の辻つじの外れ、ブラナ達とも大きく離はなれた場所に、三人──セブンデイ、ルシアン、アンテノラは陣じん取どり、八眼争覇最後の戦いの行方ゆくえを見守っている。

「はいはい」セブンデイは肩かたをすくめた。「独り言だよ、気にしないで。僕が手を出したら、ブラナがまた無効宣言下すかもしれないからねー。前回の無効宣言、興ざめだったし」

「そうですねえ。これから最終八眼争覇が始まる、と盛り上がっているその出鼻をくじかれるのは、本当にがっかりです。それを二度もやられてはねえ」

　ルシアンが他人ひと事ごとのように評論する。アンテノラは無言で頷うなずき、同意を示した。







「その前に、カエデ……！　随ずい分ぶんひどい有あり様さまじゃないか」

　エルバがカエデに呼びかける。

　カエデの劣れつ勢せいは、隠かくすべくもなかった。姿勢が悪く、手に持つカタナも構えが斜ななめになっている。大おお鐘がねの殴おう打だを繰り返し食くらった結果、立っているのがやっとという気配だ。

「ここは俺に任せてくれないか……？」

　エルバの言葉は、しかしカエデの癇かんに障さわった。

「うるさい！　私は……何が何でもヤミを斬きる……！」

　言い終えるが早いか、エイジの姿をしたヤミに向かって再度飛びかかる。

　けれども──鈍のろい。

　刃やいばの走る速度が、見るからに遅おそい。

　エイジは一いち撃げき目をかわし、二撃目を鉄てつ鞭べんで受け止める。余よ裕ゆうの手つきだ。

「ははッ……！」

　そして、反撃を胴どうに叩たたき込む。

「ぐううッ」

　鉄鞭が、脇わき腹ばらにクリーンヒットする。カエデの身体からだが横に流れ──

「カエデッ！」

　ヤミの追い打ちを防ぐため、エルバが割り込もうとする。

　その動きに気づいてエイジは足を止めたが──

「近寄るなッ！」

　カエデが、エルバに向かってカタナを振り抜いた。

「!?」

　完全に威い嚇かく目的の一振りで、エルバには全然届かない。それでもエルバはびくりとして退いた。

「どういうつもりだ、カエデ……！」

「手を出すなッ！」

　カエデは踏ふみとどまって姿勢を正し、もう一度ヤミに斬りかかろうとする。

「ぬううううンッ」

　声を張り上げる──が、バカ正直な正面からの突とつ進しんだった。相手の意表をつこうとする試みは、まったく感じられない。

「どうしたんだい、カエデ……？　僕の姿を見ても動どう揺ようすることはない、って言っていたじゃないか……？」

　エイジは余裕の体ていで、さらにカエデを煽あおる。

「動揺など、しているものかッ！」

　力任せにカエデは刀を振り回す。だが、その刃がエイジの身体を捉とらえることはない。

「……完全に空回っているね、こりゃ」

　傍はた目めから、ルナが評する。

「どう考えてもまずいぜ……。カエデらしくもない」

　エルバも同感だった。

　明らかに、カエデは自分を見失っている。この調子では、カエデに勝ち目はない。なんとしてでも加勢しなければ、とエルバは一歩を踏み出すが──

「……他人の心配をしている余裕があるんですか……？」

　す、とサクラがエルバの進路を塞ふさぐように進み出る。

「いいのかよ、サクラ」エルバは両手を広げた。「テッキに続いて、カエデまで倒たおそうってのか！」

「それが、お兄ちゃんに会う唯ゆい一いつの手段であるというのなら、そうするまでです……！」

　大鐘を振り上げて、エルバとルナをまとめて叩き潰つぶそうと試みる。

「……くそッ！」

　エルバは右に、ルナは左に逃のがれた。一いつ瞬しゆん遅おくれて、鐘は地面に激突した。サクラは即そく座ざに鐘を担かついで、エルバを追う。

「カエデのフォローはマロに任せるしかないか……！」

　鎖くさりを伸のばして、エルバは迎げい撃げき態勢を取った。




「ふぬん！」

　マロが鉄鞭を振るい、エイジに殴なぐりかかる。

「遅いね……！」

　エイジはするりと退いた。反撃に出る──と見せかけて、そのまま大きく引き下がる。

「せやあああ──ッ！」

　マロの横をすり抜ぬけて、カエデが突進する。渾こん身しんの突つきを、エイジの喉のど元もとへと伸ばす──けれどもエイジはカタナを鉄鞭で外へ弾はじくと同時に、カウンターで逆の鉄鞭を強きよう振しんする。

「がッ!?」

　避よけようとして、避けきれない。カエデは肩かた口ぐちに重い一発を食くらって、姿勢を崩くずした。押し潰されるようにその場に転てん倒とうする。

「のらッ！」

　その背を打つべくエイジは鉄鞭を振ふり下ろす──が、カエデは横転して被ひ弾だんを回かい避ひ、その勢いのままに立ち上がる。

　深追いせずに、エイジは身を引いた。直後、マロが矢やお面もてに立ってカエデを守る。

　面めん倒どうな相手でおじゃるな……とマロは内心で焦しよう燥そうする。

　二人の敵を向こうに回して、しかしヤミはむしろ有利に戦っている。常に一対一の形になるように立ち回り、するりするりと動いているのだ。カエデが姿勢を崩しても、マロの介かい入にゆうが間に合わない時だけ追い打ちを試み、微び妙みようなタイミングの時はすぐに逃にげる。なかなか、捕つかまえどころがない。

　その上、カエデの暴れ方はだんだんひどくなっている。連れん携けいの取りようがない。

「カエデ、少し落ち着け──」

「ぬああああ──ッ!!」

　手負いの獣けもののごとく、カエデはエイジに襲おそいかかる。マロの言葉は、もはや届いていない。

　カタナは勢い余ってあらぬ場所、空気を斬きり、カエデは大きな隙すきを見せる。

　ひるがえって、エイジの反撃は的確だ。肩口を叩たたき、胴どうを突く。ふらり、とよろけたところにもう一発追い打ちをかけようとして──

「ふんぬッ」

　マロが身体からだを呈ていして割り込んだ。鉄てつ鞭べんでの受けが間に合わず、腕うでで強ごう引いんに攻こう撃げきを受け止める。マロの表面がわずかに塵ちりと砕くだけ、エイジの握にぎる塵器ストライカーに吸い込まれていった。

　ヤミの塵器は暗い灰色に染まっていた。紋様アンチクリプト破壊ストライクに必要な解かい析せきを既すでに三分の二まで終えている、とマロは判断する。

　けれどもマロの鉄鞭は、橙だいだい色いろにはまだ遠い。

「これじゃあ決着は時間の問題だね……マロ……！」

　鉄鞭を振りかざし、エイジは二度三度とマロに打ち付ける。

「いや、それはまだわからぬでおじゃるよ……！」

　と受け答えつつ、マロは防ぼう御ぎよ一いつ辺ぺん倒とうに回らざるを得ない。せめてカエデが普ふ段だん通りの能力を発揮してくれれば、とも思うのだが──と考えて、ふと気がついた。

　カエデの動きが止まっている。

「カエデ!?」

　ちらりとマロはカエデを見やる。

　カエデは地に這はっていた。身を起こそうとしているものの、起きられない。

　手を貸してやりたいところだったが、マロはエイジを抑おさえるのに精せい一いつ杯ぱい、動くことはかなわない。




　カエデは心身ともに打ちのめされていた。

　全身、鉄鞭で打たれたあらゆる場所が、悲鳴を上げている。

　しかし、立ち上がれなくなるほどのダメージではない。

　カエデを地に這わせているのは、絶望感だった。

　どれだけ抗あらがっても、カタナがエイジに、サクラに届かない。

　まるで勝てる気がしない。

　このままでは負ける──

「……負けられるか……」

　口に出して、カエデは呟つぶやく。

　負けるということは、エイジの──ヤミの言い分を認めるということ。

　自分を納なつ得とくさせるために、サクラを殺そうとしているのではない──もはやサクラを殺すしかないから、そうしようとしているまで。

　サクラがエルバに、テッキにやったことを思い出せ。

　サクラは二人をともに殺そうとした。未み遂すいに終わったのは、幸運だったからに過ぎない。

　もはやサクラはモンスターなのだ──

「……負けられるか……ッ！」

　顔だけを起こして、カエデは向こうを睨にらむ。

　視界に入ったのは、鉄鞭同士をぶつけ合うエイジとマロの姿。

　しかし、真っ向から戦っていては、とうてい倒たおせそうにない。

　反対側を振り向けば、鐘かね、鎖くさり、剣けんを交え合うサクラ、エルバ、ルナの姿。

　電でん撃げきでサクラを焼く──

　そんな考えが、カエデの脳のう裏りをよぎる。

　と同時に、戦せん闘とう前のマロの警告も思い出す。電光の能力逆流スピンオフは決して使ってはならない、という。

　たしかに──塵器は一度に一つしか出せないという規則ルールはある。だが、カエデがサクラを能力逆流で狙ねらった瞬しゆん間かん、ヤミが塵器を消し、サクラが塵器を生んで、雷かみなりを跳はね返す──そんなことも可能なのだ。理論上は。

　ただし、跳ね返しを成立させるタイミングはごく短いはずだ。カエデの構えに気づいてから、カエデが能力逆流を発動させる間に、塵器の受け渡わたしを行う必要がある。少しでも意思の疎そ通つうに齟そ齬ごが生じれば──サクラを倒せる。

　その可能性に賭かけるべきだ。確率は決して低くない。

　このままでは、マロが紋様破壊で吹ふき飛ばされるのも時間の問題。ならば、乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負に出るしかない──

「……私は……」

　カエデはゆっくりと立ち上がった。

「……フッ」

　それを見て、エイジはバックステップしてマロから離はなれる。

　が、カエデの目はエイジを見ていない。

　くるりと振ふり返る。サクラとエルバ、ルナが離れた瞬間を狙い、カタナを高く振り上げ──

「電・光・全・開ッ!!」

　バチン、と光る雷の糸が刀身にまとわりつく。

「…………!?」

　突とつ然ぜんの行動に、誰だれもが一瞬固まる。

「はあああ──ッ!!」

　カタナを振り下ろすと同時に、轟ごう音おん。

　光の帯が走り、死者の辻つじ全体を青く染め上げた──




　大地と水平に走る光の帯が、残像を残して消え去る。

　その標的となったサクラは──

「…………」

　立っていた。

　大鐘を肩かたに担かつぎ、その底面をカエデの側に向けて。

　大鐘の奥底で、白い光が輝かがやき続け、バチバチと火花のようなものを発生させている。

「…………!!」

　カエデは息を吞のんだ。

　大鐘の一番底──外から見れば、頭頂部分──が、硬こう質しつな輝きを放っている。

　鏡──ヤミの塵器ストライカーだ。

　一瞬の受け渡しを、ヤミとサクラは成功させていた。

　その上、ヤミの塵器と剛ごう力りきの鬼き神しんが、一体化している。

　鐘の内側で、電光のエネルギーは渦うずを巻いて猛たけっている。

　鬼神と魔ま神じんの力によって、電光を制せい御ぎよしているのだ。

　サクラが、すっと頭を起こし──カエデを見返す。

「……お返しします……！」

　途と端たん、大鐘が光を放つ。

　大たい砲ほうが弾たまを撃うつように、電光を跳ね返して撃ち出した。

　その矢やお面もてに立つカエデの足は動かず──

　再び、耳を聾ろうする轟音と、目を灼やく光が世界を満たした。




「…………」

　光と音が収まった時──

　カエデは、立ち尽つくしていた。自分の二本の足で。

　そして、すぐに気がついた──自分とサクラの間に、マロが倒れていることに。

「マロ!?」

　地に伏ふしたマロの全身がくすぶっていた。

　いや、焦こげ臭くさい煙けむりと思えるものの正体は、塵ちりだ。電光の直撃を受けて、マロの塵が大おお幅はばにそげ落ちている。

　カエデは悟さとった──マロが横から割り込んで、身代わりになってくれたのだ、と。

「言ったでおじゃろ……」

　必死に首を曲げ、マロはカエデを見る。

「決して能力逆流は使ってはならぬ、と……」

　たなびく煙はサクラの方へと向かう。

　そして、大鐘の内側へと吸い込まれていく。

　みるみるうちに、大おお鐘がねは灰色に染まっていった。

　鬼神にも、紋様クリプトを読む力はある──そして、紋様アンチクリプト破壊ストライクを放つ力も。

「塵より生まれしもの、塵へと還かえれ……！」

　鐘を担いだまま、サクラは定型の文句を呟つぶやき出す。

　それとともに、周囲の塵がサクラに集まり出し、小型の竜たつ巻まきを生み出す。

「マロ！　私は、私はなんてことを……！」

　弾はじかれたように駆かけ寄り、マロにすがりつくカエデ。

「いや、良い……これもまたさだめと言うものであろ……それより」

　全すべてを悟りきったような声で言うと、マロはカエデを突つき放した。

「一いつ緒しよにおらば、まとめて吹き飛ばされるぞ……」

「マロ!!」

　突き飛ばされながら、カエデはマロに腕うでを伸のばす。

「……紋様破壊!!」

　直後、サクラの宣言とともに、大鐘の底から嵐あらしが吹き出した。

「…………ッ……!!」

　塵の激流をまともに浴びて、カエデは吹き飛ばされる。

　激流のさなかで、マロの身体からだは砕くだけ、塵と化し──しまいには、何も無くなった。

「カエデ！」

　エルバとルナが、カエデを追いかけた。赤い霧きりを放って、空間にネット状に広げる。

「……はうッ」

　ネットに引っかかって、カエデの身体は空中に固定された。その直下に回り込んでから、エルバは霧を解除し、カエデを抱だき留める。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　呼びかけに、カエデは低いうなり声で答える。意識はあるが、まともに動ける状態ではない。

「ひどくやられている」

　被ひ害がい状じよう況きようをざっと見て、ルナは呟いた。

「死ぬ程ほどじゃ無さそうだけど……」

　す、とカエデが目を開く。エルバの姿を見み出いだすと、

「……マロは……!?」

　と尋たずねる。

　エルバとしては、無言で首を横に振ふるよりなかった。

　一いつ瞬しゆん、カエデは言葉を失った。だがすぐに事実を受け入れると、

「クソ……！　何をやっているんだ、私は……！」

　顔を手で覆おおい、毒づいた。

「あれほどマロに、能力逆流スピンオフは使うなと言われていたのに……！」

　焼け付くような後こう悔かいの言葉を吐はき出し、身を震ふるわせる。

「落ち着け」

　エルバは腰こしをかがめ、カエデを地に寝ねかせた。

「あとは俺の戦いだ。ここで休んでいろ……」

「いいや、まだだ……！」

　だが、カエデはカタナを杖つえ代わりに立ち上がろうとした。

「マロの仇かたきを、取らせろ……！」

　けれども、全身に負った怪け我がが、カエデの意思を裏切る。かくんと前のめり、顔面から地面に突っ込みそうになった。

「やめろって、カエデ……！」

　エルバはカエデを止めようとするが、カエデは這はってでも前に進もうとする。

　カエデの意志は、折れることを知らない。

　これもまた、魔ま神じんと契けい約やく者しやの絆きずなという奴やつか──エルバはそう感じた。絆の強さが、カエデを戦いへと駆りたてるのだろう。

　だが──その絆は、たった今引き裂さかれた。

「……あんな変な顔をしていても、パートナーはパートナーだものな。気持ちはわかる。だがな、カエデ……」

　この状態でサクラに立ち向かったところで、勝ち目はない。殺されるか──運が良くとも大怪我を負う。見過ごすわけにはいかない。

　エルバは赤い霧を放って、カエデの手足を拘こう束そくした。

「……な……！」

　霧にまとわれて、身体が動かなくなる。カエデは驚おどろきの声を上げた。

「こうされるのは初めてだよな、カエデ」エルバが声をかける。「魔神の契約者である限り、この能力逆流は直接には効かない。だがな、おまえはもう契約者じゃねえんだよ」

「この……クソッ！」

　必死に身を揺ゆるがせ、カエデは拘束を振り払はらおうとする。けれども、もはや魔神の契約者でなくなったカエデに、逃のがれ出る術すべはない。

「こんな……決着、認められるものか……！」

　言葉とは裏腹に、声の調子は弱い。体力が限界に達しようとしているのだ。

「ここまでだ」

　敢あえて、エルバは厳しい言葉を投げかけた。

「マロは吹ふき飛ばされた。契約者ではなくなった以上、おまえがサクラに勝つのは不可能なんだよ」

　カエデは、黙だまり込むしかなかった。

　震える手を握にぎりしめ、大地に打ち付ける。

「……随ずい分ぶん冷たく言い捨てるじゃないか、エルバ……！」

　顔を伏ふせたまま、カエデはやっとのことで言った。

「事実を包み隠かくしたところで、仕方ない。それに、カエデにはこのくらい強く言わないと、聞いてくれないだろ」

「…………」

　しばしの間、カエデはそのままの体勢でいたが──やがて、顔をもたげた。

「サクラを止めろ……」

　と、エルバに頼たのみ込む。

「もう、頼たよれるのはおまえしかいない。どんな手段を使ってもいい──これ以上、サクラに罪を重ねさせるな……！」

「……わかっている」

　エルバは赤い霧を消し、カエデを拘束から解いた。もはやカエデも、立ち上がろうとはしなかった。

「俺がケリをつける。カエデは見守っていてくれ」

　カエデが小さく頷うなずくのを見てから──エルバは進み出て、サクラと向き直った。

「……さあて、と」

　エルバがカエデを介かい抱ほうしている間、サクラは無言のまま見守り続けていた。

　紋様アンチクリプト破壊ストライクを撃うち放った結果、剛ごう力りきの鬼き神しんは消え去っていた。サクラは、改めて大おお鐘がねを召しよう喚かんし直す。

「とうとう、大おお詰づめですね……」

　胸の前に闇やみ照てらしの塵器ストライカー、鏡を掲かかげ、サクラは鏡面にルナの塵器を映し出す。

「どちらかと言えば、サーベルの方が戦いやすい……」

　ぬっと大鐘の陰かげからシローが顔を出した。鏡に手を突つっ込んで、サーベルを引っこ抜ぬく。

「最後の相手は誰だれがいい？　選ばせてやるぜ……」

　再び大鐘の陰に隠れると、反対側から顔を出す。

　その顔はエイジに変じていた。

「僕がいいかな……？　それとも……」

　再び隠れ、逆から現れる。今度の姿は──テッキだった。

「それとも、ワタクシなどどうです？」

「……誰でもいい」

　興味なさそうに、エルバは言った。

「誰が相手だろうが、大した差はねえよ。……まあアレだ、こうして戦うのは二回目だから、シロー以外のツラにしてくれよ」

「つまらないことをおっしゃいますね」

　テッキが顔を引っ込める。

　サクラが大鐘を持ち上げると──その後ろ側に現れたのは、シローだった。

「だったら、こいつで行かせてもらおうか」

　軽くサーベルを振ふり回した後、その切っ先をエルバに向ける。

「決着をつけよう、エルバ・ナイトロンド」

「おまえはアレか」エルバは口元を歪ゆがめた。「座右の銘めいは『他人の嫌いやがることを進んでしましょう』とか言っちゃうクチか？」

「いるよねー、そういう迷めい惑わくな人」

　応じて、ルナがヤミの真似まねをしてサーベルを振り回す。

「どうとでも言えよ。……塵器を一番うまく使えるのは誰なのか、今から決めようじゃないか」

　エルバとルナを視界の内に捉とらえながら、ヤミは横へ歩き始める。

「最後に、聞く」

　エルバがサクラに問いかける。

「テッキを倒たおし、カエデを倒し──俺を倒してでも、シローに会いたいってのか」

「…………」

　暗い瞳ひとみで、サクラはエルバを見つめ返す。

「その通りです」

「俺には理解できないな。俺達とシロー一人を両りよう天てん秤びんにかけて、なんでシローの側が重くなるんだ？　血の絆きずなが、そこまで重いってのかよ。そりゃたしかに俺は、博物館に入ってたった半年しか過ごしてねえが、──サクラは俺のことをどうとも思っていなかったってのか。少なくとも俺は、サクラをかけがえのない仲間だと思っていた」

「だったら、どうしてお兄ちゃんを殺したんですか」

　サクラの声はあくまで沈ちん着ちやく、声量は少ないがよく響ひびいた。

「私にとっては、たった一人のお兄ちゃんだったのに……」

「俺だって、シローにたった一人の父親を殺された」

　反論しつつ、エルバはこの言い合いが水みず掛かけ論、不毛なことを悟さとる。親しい者の仇かたきを討うちたいと思う心はエルバもサクラも同一。これまで何度も陥おちいってきた堂どう々どう巡めぐりの思考だ。

　これではどうしようもない。

「俺は、シローを殺したことに何の後こう悔かいも抱いだいていない。あいつは死んで然しかるべきクソ野や郎ろうだった！　サクラこそ、なんであんな野郎にこだわるんだ!?」

　小細工はもはや意味を成さない。エルバは打算を捨て、ストレートに思いの丈たけをぶつけた。

「お兄ちゃんは私に優やさしくしてくれました！」

　つられて、サクラの声も思わず大きくなった。

「エルバ君があくまでもそう言うのなら、──私は、戦わなければなりません」

　大鐘を構え、戦せん闘とう態勢を取る。

「俺にはサクラの気持ちがわかんねえよ！　何なんだよ一体!?」

　エルバの内には、まだ鮮せん烈れつな記き憶おくがある。

　告白をしたカナティックを容よう赦しやなく殺したシロー。

　闇照の魔ま神じんの力でもって、父を惨ざん殺さつしたシロー。

　そんなシローを、何故なぜサクラは「優しい」などと言い切るのか。

　さっぱりわからなかった。

「戦うしかないよ、エルバ君」

　ルナが軽くエルバの肩かたを叩たたく。

「言葉だけで、齟そ齬ごが埋うまるとは思えないね。こうなったら、ぶつかるしかない」

「……かもな」

　エルバも認めざるを得なかった。今いま更さらサクラが説得に応じるとも思えなかったが──一いち縷るの望みを抱いていたのも事実。

　その望みは、たった今閉とざされた。

「やっぱり、ヤミを潰つぶすしかねえな」

　ヤミを紋様アンチクリプト破壊ストライクで吹ふき飛ばした後で、サクラはどんな態度に出るか──エルバは考えかけたが、すぐに頭を振って考えを追い出す。ヤミに勝てるかどうか、まずそこが問題だ。

　既すでに一度戦って勝っているのだから、決してやりにくい相手ではない。ただ、契けい約やく者しやがサクラに変わったことが、どのような結果を招くのか。

　やってみなければ、わからない。

　無言のにらみ合いがしばし続いた後──

　四者、まるで示し合わせたかのような同じタイミングで地を蹴けった。







「……既に始まっているのか」

　このタイミングで、死者の辻つじに現れた二人連れがいる。

「そのようだな」

　マモルの言葉に、ベイセルが応じる。

　戦いの場に視線を投げて、マモルは死者の辻の中央で舞まう影かげの正体を見み極きわめる。

「あの魔神は……ルナとヤミか。ということは、エルバはまだ残っているということだな」

　サーベルとサーベル、鎖くさりと大おお鐘がねを交えて戦う四人の姿に、ベイセルが首をひねった。

「マロを引き連れたオーラン人の娘むすめはどうした。やられたのか？」

　マモルは周囲を見み渡わたして──カエデの姿を見み出いだした。背を丸めて地に腰こしを下ろし、戦いの行方ゆくえを見守っているカエデを。

「……そのようだ」

「つまりこれが、正しよう真しん正しよう銘めい最後の戦いということか」

　エルバ達の姿を見やって、ベイセルは呟つぶやく。

「とうとう、ことを為すべき時が来たようだな……」

「ああ。できることならば、エルバに勝って欲しいところだが……」

　期待を口にするマモル。

　だが、勝負に傍ぼう観かん者しやの希望が割り込む隙すきは、決してない。その結末を知る者はなく、ただ勝者と敗者が決定的に分かたれる時まで、見守り続けるより他ほかにない。

　待つしかないのだ。

「祈いのるしかあるまい」ベイセルは言った。「彼の勝利が、我々の為すべきことに必要不可欠というわけではないが……勝って欲しいものだな」

　無言で、マモルは頷うなずいた。

「……ところで、ミカルはいないのか」

　もう一度、マモルは死者の辻全体を見渡す。

「別の観戦者はいるようだがな」

　その一角にブラナとグレン・ダールを、別の一角にルシアン達三人を見出す。けれども、ミカルの姿は見あたらない。

「エルバは来ているというのに……あいつ、どこで道草を食っている？」

「さて、どうしたんだろうな」とベイセル。「しかし、あいつは適当な奴やつだが、八眼デイアボリツク争覇パーテイの決着を見み逃のがすようなことはあるまい」

「……なら、いいんだがな」

　と答えつつ、マモルは苛いら立だちを隠かくさない。







「それよッ」

　鎖を、エルバはあらぬ方向へと放ほうり投げる。

　赤い霧きりをまとった鎖は、しかし途と中ちゆうで飛ぶ方向を変えて、弧こを描えがく。弧は螺ら旋せんとなり、螺旋はその内側にサクラを捕つかまえる──はずだったが、

「はあああッ！」

　サクラは鎖から大きく離はなれつつ、エルバとの間合いを詰つめる。横手に回り込みながら、大鐘を振ふった。

「くッそ！」

　エルバは飛び退のき、鐘を避よけた。鎖は勢いを失って、弧を描く途中で止まる。

「さすが、手の内はわかってるってことか……！」

　鎖を回収しながら、エルバは吐はき捨てる。

　サクラはエルバの戦い方をそばで見ていたのだ。むしろ、手の内がわからない方がおかしい。

「さて……どうしたもんかね」

　動きながら、エルバは悩なやむ。

　サクラは得意な大型悪あく魔まを召しよう喚かんして立ち向かってくるだろう、と思っていた。そこを鎖で捕まえて動きを封ふうじる──というぼんやりとしたプランを胸に戦いの場へ臨のぞんだのだが、サクラが持ち出してきたのはでかい目のくっついた不気味な鐘だった。想定外にも程ほどがある。

「ふんッ」

　その巨きよ大だいさに見合わぬ速度で、大鐘は迫せまり来る。

　赤い霧をまとわせた鎖を伸のばして、エルバは鐘の一いち撃げきを受け止めた。重じゆう厚こうな震しん動どうが鎖から手に伝わる──けれども鎖が千切れることはなく、鐘は跳はね返される。サクラは反動を利用して引き下がり、間合いを開ける。

　大鐘の破は壊かい力は脅きよう威いだが、鎖さえあれば身を守ることは可能だ。問題は、いかに反撃すればいいのか見えてこないということだ。一方的に攻こう撃げきされているばかりでは、勝てない。そのうちついうっかりクリーンヒットを食くらうということもあり得る。

　エルバも大きく引き下がり、シローと相あい対たいするルナのそばに寄る。

「なあ、ルナよ。鬼き神しんの紋様クリプトと魔神の紋様を同時に解かい析せきすることはできるか？」

「可能は可能だけどね……」

　サーベルをシローに向けたまま、ルナは答える。

「最終的に紋様アンチクリプト破壊ストライクを放てば、その時点で塵器ストライカーは消え失うせる。そうなったら、また一から紋様読み直しになる。となると、ヤミの紋様を優先的に読むべき──と思うよ」

「妥だ当とうな意見だ」

　つまり、剛ごう力りきの鬼神を紋様破壊で吹ふき飛ばすのは実質的に無理ということだ。

「あの大おお鐘がねは、俺一人で対処しろってこったな」

「まことに申し訳ないけれど、そういうことになる」

「チッ」エルバは舌打ちした。「申し訳ないなんて、これっぽっちも思ってないくせに」

「おや。どうしてわかったのかな」

「こんだけ長いことツラをつきあわせてりゃ、イヤでもわかっちまうんだよ」

「フフ……。ま、こっちもヤミの相手で忙いそがしいんで、そっちはそっちでどうにかしてくれないかな……！」

　大きく踏ふみ込むと、ルナはシローの突つきを受け流した。

「こんな状じよう況きようで世間話とは、大した余よ裕ゆうだな！」

　完全には避けきれず、灰色の刃やいばはルナの上じよう腕わん部をわずかにかすめた。赤い霧が漏もれ出て、シローの塵器に吸い込まれる。

「……平常心が大事だからね！」

　シローの突っ込んだ上体に対して、ルナは振り下ろす一撃を放つ。素す早ばやくシローは身を引いたが、逃にげ切れず腕うでに浅い傷をもらう。黒い霧が立ち、ルナのサーベルをより赤く染める。

　お互たがいの塵器の染まり具合──紋様クリプト解析アナライズの進しん捗ちよく状じよう況きようは同程度。戦況は拮きつ抗こうしている。

　エルバとサクラの戦いも、互いに決め手のない膠こう着ちやく状態にある。となれば、勝負の行方ゆくえは、ルナとヤミ、どっちが先に相手の紋様解析を完かん了りようするかにかかっている。

「確実な勝ち手ってのはないもんかね……！」

　エルバは鎖くさりを振り回し、足あし下もとの地面を打った。

　雑草と土つち埃ぼこりが跳ね上がる。宙に浮ういたところに赤い霧を流し込み、空中に固定する。密度の薄うすい、奇き妙みような壁かべがエルバとサクラの間を分かった。

　これでいささかなりとサクラの行動を掣せい肘ちゆうできるか、と思ったが──

「ぬううううんッ」

　サクラは鐘を振り上げて、「壁」に全力で叩たたきつけた。

　壁は脆もろくも崩くずれ去り、鐘の軌き道どうがそのままに穴となる。その穴をくぐって、サクラはエルバに突とつ進しんした。

「やっぱりダメか！」

　嘆なげきつつ、エルバは鎖を伸ばして鐘に備えた。







「どう見るかな、グレン・ダール」

　ブラナが隣となりに意見を求める。

「一見、互ご角かくだな」

　しばらく考えてから、グレン・ダールは答えた。

「少し時間はかかりそうだ。だが……鎖と大鐘では、いずれが有利かは自明というもの」

「たしかにな。鎖で大鐘に打ち勝つのは難しそうだ。……ということは、サクラが勝つと？」

「有利だ、と言っただけだ」

　目だけを動かして、グレン・ダールはブラナを見る。

「追いつめられた人間が、どう考えても詰つみの状況から逆転勝利をもぎ取る。そんな光景を、あんたは何度も見てきているはずだ」

「言われてみれば、その通り」ブラナは笑った。「結局、君にも分からないってことか」

「勝負は分からないから面おも白しろい」

　表情を変えずに、グレン・ダールは言い切った。

「ハナから勝負が分かるのであれば、そもそも私は八眼デイアボリツク争覇パーテイには参加していない」

「なるほど、それもそうだ。君は……最強の座を求めて八眼争覇に参加したんだっけ」

「フン。昔の話だ」

　ブラナの言葉に、グレン・ダールは鼻を鳴らす。

　と──グレン・ダールの白い顔に、影かげが差す。

　黒雲が、月をその背に隠かくした。地を照らしていた青い光がなりを潜ひそめ、死者の辻つじは闇やみに包まれる。

「これはこれは、暗示的な空模様じゃないか」

　天を仰あおいで、ブラナは呟つぶやいた。

「月は、残ざん酷こくな結末から目をそらしたいと見える」







「フフ……」

　黒雲の影かげに包まれた途と端たん、シローは剣けん先さきをわずかに下ろすと、一歩退いた。

「これは、身を隠すのに都合が良さそうだ」

　二歩三歩とさらに後退するとともに、シローは黒い霧きりを放ち始める。闇と闇とが重なって、シローの姿はあっという間に見えなくなった。

「ん……!?」

　警けい戒かいして、ルナも赤い霧を発する。霧はまるで風に煽あおられるように流れて、黒い霧に接せつ触しよくする。接触すると同時に二色の霧は中和され、色を失っていった。

　だが、大きな黒い霧はすぐには晴れない。見通せない暗黒の空間が、死者の辻に発生した。

「……どういうつもりかな」

　なるほど、視界が塞ふさがれば奇き襲しゆうもしやすくなろう。だがルナとすれば、黒い霧から距きよ離りを保ち続ければいいだけの話。

「おいルナ！」

　異常に気づいて、エルバが声を投げる。

「ヤミの黒い霧って、特別な力があるのか!?」

「ないよ！」ルナは答える。「他ほかの魔ま神じんの能力逆流スピンオフの干かん渉しようを防ぐためだけのものさ！　視界が塞がる以外の危険性はないはずだけど……！」

　無意味な行動を、ヤミがするとは思えない。

　何かを仕し掛かけようとしているのだ。

「でも念のため、霧には近づかないで……！」

「わかってる！　誰だれがこんな露ろ骨こつに怪あやしいものに近づくか！」

　ルナの助言に答えて、エルバも霧から距離を取る。

　サクラも、霧から離はなれるようにエルバを追う。だがその足取りははるかに遅おそく、やがて霧の内側に取り込まれてしまう。

　数秒間の沈ちん黙もくの後──

　霧が、首を伸のばし始めた。

　広こう範はん囲いにわだかまる黒い霧が、まるでハイドラのように何本もの首を伸ばして地を這はい始めた。駆かけ足くらいの速度で、エルバとルナにそれぞれ近づいていく。

「これは……！」

　ルナは右側面に赤い霧を放って、そちらから来る首二本を中和した。だが左側面からの二本がルナに接近し──

「……フン！」

　そのうち一方からシローが飛び出し、ルナに斬きりつけた。

「くッ」

　咄とつ嗟さにルナはサーベルを立てて、シローの攻こう撃げきを受け止める。胴どうを袈け裟さ切りにするはずの斬ざん撃げきは、肩かた口ぐちの寸前で防がれた。

「いい反応だ。だが……」

　連撃を仕掛けると思いきや、シローは身体からだを引っ込め、再び黒い霧の中に没ぼつした。

　入れ替かわるように、サクラが黒い霧から飛び出して、エルバに殴なぐりかかる。至近からいきなりのアタックに、

「冗じよう談だん！」

　エルバは飛び退のいて回かい避ひする。だが飛んだ先は、別の首の中だった。いきなり周囲が完全に真っ暗になる。

「何も見えねえ！」

　赤い霧を自分の周囲に張り巡めぐらせつつ、慌あわてて脱だつ出しゆつした。追いかけてくる黒い首から、半ば這うように逃にげる。

「取り込まれたら完全アウトだな、こりゃ……！」

　霧の中は、闇やみ夜よよりも一段と暗かった。奥を見通すことのかなわない、完全な暗黒である。中で自分の位置を見失ったら、二度と脱出できそうにない。ヤミもしくはサクラに捕つかまったら、タコ殴りでは済むまい。

　サクラたちもこの暗闇を見通すことができないんだったら面白いんだが──と一いつ瞬しゆん思ったが、

「逃がさない……！」

　霧の闇を突つき抜ぬけて、サクラは正確にエルバを追走してきた。

「だよなあ……！」

　エルバは鎖くさりで鐘かねを受け止めつつ、逃げる。

　視野の狭きよう窄さくは、思った以上の不自由をエルバ達に強しいていた。せめて月の光が降りてくれば、少しは視界も利きくようになるはずなのだが──

「しばらく晴れそうにないね……！」

　ちらりと空を見上げて、ルナが嘆なげく。空を覆おおう黒雲は大きく、簡単には流れそうにない。しばらくは、ヤミの用意したステージで哀あわれっぽく逃げ回るしかない、ということだ。

　走りながら、追ってくる黒い首に赤い霧をぶつける。黒い首はあっさりと崩くずれていくが、一本潰つぶしてもすぐに二本三本と新たな首が迫せまってくる。ヤミの潜ひそむ首はそのうち一本だろうが、追われる側としては一本一本潰していくよりない。

　その状じよう況きようを理解しているのだろう、ヤミは首を次々に走らせてルナを追う──が、すぐには姿を現さない。見えない恐きよう怖ふに追い立てられるルナを嘲あざ笑わらうかのように、いくつもの黒い首を次々と放つ。

「まったく……！　僕が吐はくまで走らせようっての!?」

　とにかく、黒雲が流れきり、再び月明かりが現れるまでは、逃げるしかない。







「何が起きているのか、よく見えないじゃないか」

　セブンデイが苛いら立だたしげに呟つぶやく。

「それはそうでしょう。よく見えるんだったら、黒い霧きりを放つ意味がない」

　ルシアンが笑え顔がおで解説する。

「闇夜で黒い霧を放つのは、市街戦で絶大な力を発揮するんですけどね。霧で逃げ道を塞ふさいでおいて、敵を誘ゆう導どうするんです。誘導先で待ち伏ぶせしておけば、簡単に仕留められる」

「そういえば、ヤミは君のパートナーでもあったな」

　アンテノラがぽつりと言う。

「ええ。だから、こんな広い場所でブラインド戦術を使うのは愚ぐ行こうだ、と思っていましたけど──なかなか、やりますね。うまいこと敵契けい約やく者しやと魔ま神じんを分断して、合流させないようにしている」

　黒い闇の向こうに時折かいま見えるエルバとルナは、互たがいに離れた位置を逃げている。声を交かわしあって合流を試みようとしているが、黒い首が蠢しゆん動どうして、それを妨ぼう害がいしている。ヤミとサクラの霧の動かし方が絶ぜつ妙みようなのだ。

「しかし、氷結の魔神の側もうまいこと逃げている。このままタイムアップかな」

　空を見上げるアンテノラ。月を隠かくす雲が薄うすくなり、月の光が透すけて見えるようになってきた。完全に雲が払はらわれるのも時間の問題だ。

「さて、どうでしょう」ルシアンは言う。「霧の闇が晴れる前に、何か仕し掛かけるんじゃないんでしょうかね……。少なくとも僕なら、そうします」







　雲が風に流され──死者の辻つじに、再び月明かりが戻もどる。

　霧の闇の中にうっすらと光が差し込んで──霧の中にたたずむサクラの姿が、エルバの目に映る。

「……時間切れか！」

　素す早ばやく頭をもたげて、空を確かく認にんするエルバ。これから月を隠しそうな雲は──ない。

　これ以上、真の暗闇に惑まどわされることはなさそうだ。不利な状態を切り抜けられたことに、エルバは胸をなで下ろす。だが、五分五分の状態に戻ったに過ぎない。ここからどうやって切り返すか──

「…………ッ!!」

　霧の中から飛び出して、サクラが鐘を振ふる。

　エルバは鎖に赤い霧をまとわせ、攻こう撃げきを受け止め──

「…………!?」

　奇き妙みような手て応ごたえを、エルバは鎖くさ越りごしに感じた。

　何かが違ちがう、と鐘を注視した時──




　鐘の内側から、シローが飛び出した。




「そらッ!!」

　身体からだを回転させながら、シローはエルバの背面を下から上に斬きりつける。

　まず、エルバの上着が裂さけて──

「ッ……!!」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、鮮せん血けつが噴ふき上がった。

「はああッ！」

　鐘を持ち上げて、サクラが追い打ちを試みる。

　エルバは咄とつ嗟さに地に伏ふせて、鐘の直撃を免まぬかれた。

「エルバ!?」

　ルナが突とつ進しんして、大振りの一撃を見せつける。さすがにそれ以上攻せめ続けることはできず、シローとサクラは身を引いた。

「大だい丈じよう夫ぶ……!?」

　切っ先をシロー達に向けつつ、ルナはエルバを助け起こす。

「大丈夫だ……痛ッ」

　立ち上がろうとして、エルバは背中に痛みを感じた。傷口を撫なでてその指先を見、初めて出血に気づく。

「くそ……ッ」

　背を反らして、エルバは痛みを抑おさえようと試みた。だが、徐じよ々じよに傷口がその存在を訴うつたえ始める。

「フフ……惜おしい惜しい」

　サーベルの背を叩たたきながら、シローが笑みを見せた。

「もうちょっと深く入っていれば、勝負は決まってたんだがな……！」

「大した奇き襲しゆうだよ、このクソ野や郎ろうが……！」

　対照的に、エルバは顔をしかめた。

　シローがやりたかったのは、この「奇襲」だったのだ──今いま更さらながらにエルバは悟さとった。黒い霧のハイドラで追いつめようとするのはあくまでフェイク。真に必要だったのは、ヤミが大おお鐘がねの内側に隠れるところを隠す暗幕だったのだろう。

　見事にしてやられた。

　完全に不意をつかれた上で、この程度の被ひ害がいで済んだのは幸運と言うべきだろうが──ますます追いつめられた。

　もう──無理なのか？

　サクラに勝てず──このまま殺されるのか？

　…………

「いいや……」

　まだだ、とエルバは自分に言い聞かせる。

　こんな風に追いつめられたことは何度もあった。クラヴリーとの戦い然しかり、バルヒーヨとの戦い然り。だが、最後まで望みを捨てずに戦ったことで、逆転勝利を収めてきた。

　何かしら、道はあるはずだ。

　どこに道があるのか、いまだに見えないが、──あるはずだ。

　まだ、戦うことをあきらめてはいけない。

「……エルバ君……」

　不意に、サクラが口を開いた。

「まだ、諦あきらめないんですね」

「おおよ」

　エルバは答えた。背中は痛むが、それでも余よ裕ゆうの表情を装よそおう。

「勝負はまだまだ、これからだぜ」

「よく言いますね……もっとも、今までもそうやって、勝ってきたんですよね……」

　エルバの戦いの軌き跡せきは、サクラも知ち悉しつしている。当たり前のことではあるが、口頭でわざわざ確かく認にんされると、妙みように嬉うれしかった。

「その通りだ。俺はまだ、何もあきらめちゃいない……」

　顔を起こし、エルバはサクラを真っ向から見返す。

「博物館にサクラを連れ帰ること……まだ、あきらめてはいねえさ」

「諦めて下さい」

　サクラの声は、しかし冷たい。

「エルバ君は、お兄ちゃんを殺した仇かたきです」

「ああ、その通りだ。それでも俺は、サクラを連れ戻もどしたいと思っているんだよ」

「お兄ちゃんを殺したこと……なんでもないと思っているんですか」

「それは違うぜ、サクラ……」

「お兄ちゃんは、エルバ君にとってもお兄さんでしょう!?　なんでエルバ君は、平然としていられるんですか!?」

　急に、サクラは激した声を漏もらした。隠かくしていた感情が、マグマのように噴ふん出しゆつする。

「それとこれとは、──」

　反論しようとして、エルバはある違い和わ感に気がついた。

「……お兄さん、だと……？」

　問い返すと、サクラは無言のまま、責めるような視線を投げつけてくる。

　その態度に、自分が言い間ま違ちがいをしたと気づいているような気配はない。

「いや、それは違う──」

　とある可能性に、エルバは気づいた。ある重要な事実を、自分は見落としていたのではないか──という可能性に。

　それはエルバの心の内にじわじわと浸しん透とうしていき、やがて、確信に変わる。

「待てよ、サクラ──」

　確信を確実な事実とするため、エルバはサクラに問いかけた。

「まさか、俺とシローが兄弟だ、って思っているのか……!?」

「今更、何を言い出すんですか」

　刺とげ々とげしい言葉で、サクラは応じる。

「エルバ君は、自分の兄を自分の手にかけたんです。忘れたとは言わせませんよ……」

「いやいや、全然違うぞ！　シローの父親はカナティック先生だ──父さんじゃない！　父さんじゃなかったんだ！」

　シローとの決着をつけた日のことを、エルバは思い出す。

　あの日、決戦の場に、カナティックが先にやって来ていた。カナティックは、自分がシローの真の父だということを告白した。チェビアトこそ血けつ縁えん上の父、母親を見捨てた男と信じていたシローはその事実を受け入れられず、カナティックを殺した。

　エルバはぎりぎりでカナティックの告白を聞くことができた。

　だが──その後、エルバとシローの戦いが終わった頃ころにやってきたサクラは、それを知らないのだ！

「カナティック先生……？」

　予想外の名前を突とつ然ぜん出されて、サクラは戸と惑まどいを見せる。

「一体、何を言い出すんですか。言い逃のがれにも、もう少し──」

「これはマジだ！　マジな話だ！」

　大きな身み振ぶりで、エルバは訴うつたえかけた。

「思い出してくれ！　あの日あの時、決けつ闘とうの場にカナティック先生が倒たおれていただろう！　なんでカナティック先生があそこにいたのか、不思議に思わなかったのか!?」

　その指し摘てきに──

「……先生が……？」

　小さく、サクラは息を吞のんだ。

「倒れていた……先生が？　たしかに、人が一人倒れていた……あれが、カナティック先生……ですって？」

「そうだ！　あの人は過去の罪を告白するために、あの場に割り込んできたんだ。カナテイック先生が父さんの名前を騙かたって、サクラのお母さんにシローを孕はらませた──って事実を、告げに来たんだよ」

「……噓うそ」

　短く、サクラは呟つぶやく。その顔には動どう揺ようの色が表れていた。

「噓じゃない。カナティック先生は、あの場で素す顔がおを晒さらしてくれた。あの人の頭にも、角があったよ……シローと同じ、髪かみに隠れる未発達の角がな」

　ただひたすらに、エルバは真実を語り続ける。それがどのような結果をもたらすのか、恐おそれつつも。

「どういう意味か分かるか？　シローは、母親の仇のつもりで父さんを殺した。でもそれは、間違いだった。父さんは、完全な被ひ害がい者しや以外の何者でもなかった──！」

　驚おどろきのあまり、サクラは言葉を失っていた。呆ぼう然ぜんとして、ただエルバを見つめる。

「あいつは──シローは、真実を確かめることもせずに父さんを殺し、真実を教えたカナティック先生も殺した。その上、政府の研究所から身を隠していたエイジを売り渡わたした！　シローがサクラにどんなに優やさしくしていたか知らないが、あいつは邪じや悪あくな人間だったんだよ！」

　力ちから一いつ杯ぱい、エルバは主張し、思いの丈たけを全力でぶつけた。

「だから俺はあいつを殺した。シローを殺したことに後こう悔かいはない──って言ったんだ。これが事実だ、サクラ！」

　そして、サクラの反応を待つ。

　す──とサクラの足が一歩下がる。何か、無言の圧力に押し込まれたかのように。

「──噓──噓でしょ？　そんなことが──」
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「本当ですよ……全部、ね」

　突然、横手から女性の声。

　サクラだけではない、エルバもびくりとして、声の主を探す。

　そこにいたのは──車くるま椅い子すに腰こしを下ろした、真しん紅くの髪の少女。

「…………テッキ！　テッキじゃないか!?」

　驚きと喜びが半々に混じった声を、エルバは上げた。

　デイジーの押す車椅子の上に着席しているのはまごうことなきアルテキア・バベルハイズ、自然史博物館館長だった。




「テッキ、大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「大丈夫……には、ほど遠いですけどね」

　軽く左手を挙げて、テッキはエルバに応こたえた。

　案外、表情には余よ裕ゆうがある。数日間の昏こん睡すいによる消しよう耗もうは隠かくしようもなかったが、それでもテッキの両目には光が宿っていた。

「テッキ……！」

　予想外の来客の登場に、サクラが動揺を見せる。

「エルバの言ったことは、本当ですよ……」

　穏おだやかな声を、テッキはサクラに投げた。その声に、怒いかりや恨うらみの気配はない。

「カナティック先生は、亡くなりました。サクラがワタクシ達と訣けつ別べつした、あの日にね……」

　後悔の表情を見せて、小さく嘆なげきの吐と息いきを吐はく。

「先生は、つい先日気づいたのですよ──かつて自分が行ったことが、チェビアトの死を招いたということに。だから先生は、贖しよく罪ざいのつもりで真実を全すべて語って、シローの行動を抑おさえようとしたのです。けれどもシローは先生の言葉を信じず、殺してしまった。──サクラ！」

　不意に、テッキは声を張り上げた。

「真実を直視しなさい！　あなたは、シローと同じ過あやまちを繰くり返そうとしているのですよ!!」

「…………!!」

　はっきりと、サクラはうろたえた。驚きよう愕がくの表情を顔に張り付け、二歩、三歩と後じさる。

「慌あわてるな、サクラ！」

　シロー──ヤミが、サクラを落ち着かせようとする。

「奴やつらの言っていることに耳を貸すんじゃない！」

「これは──私は──そんな──」

　意味を成さない言葉をいくつか呟いた後、サクラはヤミに問う。

「本当なんですか……!?　ヤミ！　エルバ君達の言っていることは……！」

　問われて、シローは黙だまりこくった。

　その沈ちん黙もくが、全てを物語っていた。

「そ……ん、な……」

　ますます、サクラの動揺は激しくなっていく。それを引き留めるべく、シローはサクラの両りよう肩かたをつかんで揺ゆさぶった。

「落ち着いて考えろ！　サクラ、おまえの願いは俺を蘇よみがえらせることだ──今いま更さら、それを捨てるっていうのか!?」

「…………」

　その言葉に、サクラの顔から感情がすっと消え去る。

「たとえ事実がそうであったとしても、状じよう況きようは変わらない！　起きてしまったことはもう変わらないんだ！　今更あいつらに頭を下げて、ことが元通りになるとでも思うのか!?」

「サクラ、そいつの言うことに耳を貸さないで！」

　テッキも必死に訴うつたえる。

「うるさい、外野は黙っていろ！」

　シローが怒ど鳴なったが、テッキは引っ込まない。

「ワタクシは、サクラに博物館に戻もどってきて欲しい！　今からだって、遅おそくはありません！」

「……その通りだ！」エルバが加勢する。「サクラは俺達の仲間だ！　追い出すなんてできるかよ！」

　サクラは大おお鐘がねを置き、その場にひざまずいた。

　その姿に、ヤミもテッキもエルバも黙り込み──ただ、サクラを注視する。

　長いこと、サクラは微び動どうだにせず、何事か考えていたが──

「…………」

　ついに、ゆっくりと立ち上がった。

「私は……」

　大鐘を抱かかえて──サクラは構え直した。

「戦います。お兄ちゃんを蘇らせるために……！」

　そして、エルバをきっと睨にらみつける。敵意のこもった眼光でもって。

「……なんでだよ！」

　両りよう腕うでを広げ、エルバは大声を出した。

「ヤミの言う通りです。今になって、私がやってきたことをなかったことにするなんて、できるものですか」

「俺達には、目をつぶる用意がある」

「そうは……そうは、いかないんですよ」

　あくまでサクラは態度を変えず、戦せん闘とう態勢を解こうとはしない。

「ならば、力ずくで博物館に連れ帰ればよかろォ──ッ！」

　新たな声は、頭上から降りてきた。

　エルバが頭上を見上げると──声に続いて、四つの足の裏が降ってくる。

「うぬあ！」

　咄とつ嗟さにエルバが飛び退のくと、その場に二つの人ひと影かげが着地する。

　白髪しらがの男と、黒くろ髪かみの娘むすめ。

　ミカルと、クラヴリーだった。

「てめえら、どっからわいて出た！　こちとら怪け我がしてるってのに……！」

　顔をしかめながら、エルバは怒鳴りつける。

「いや悪い悪い。カラドリウスは鳥目なもんでの……ちょっと目測を誤ったんじゃ」

　これっぽっちも悪いと思っていない態度で、ミカルが謝る。

「というか、何しに来やがった」

「借りた物を、返しに来たのさ」

　言って、クラヴリーは一枚の円盤レンズをエルバに渡わたした。

「……こいつは？」

「あれも、鬼き神しんなんだろ？」

　サクラの担かつぐ大鐘を、クラヴリーは指さした。

「だったら、鬼神には鬼神で対たい抗こうすべきじゃないのかね」

「…………！」

　すぐさまエルバは円盤を目に突つっ込み、

「……召喚コンタクト！」

　召しよう喚かん宣言を行う。

　それに応じて、エルバの周囲に塵ちりが集まり──戟げきの形を取った。氷の刃やいばの内側に一つの目を持つ、巨きよ大だいな戟の形を。

「……氷結の鬼神か！」

　さきに博物館が襲おそわれた際、ランコ・スーパーフォークが装備していた円盤。それが生み出す鬼神が今、エルバの手の中にあった。

「氷結と氷結で揃そろえるのが美しいんじゃないか、と思ったんだが……お気に召めしたかな」

「お気に召した、どころの話じゃねえぜ、これは」

　これこそ、最上の鬼神対策だ。これがあれば、剛ごう力りきの鬼神の紋様クリプトを読むことができる。ヤミとは別に、剛力の鬼神に紋様アンチクリプト破壊ストライクを叩たたき込むことが可能になるのである。

「これでやっと、まともに戦える。ありがとよ、クラヴリー」

「礼はミカルに言ってくれ。私をここに引っ張ってきたのは彼女だからな」

「そうそう。感謝しろよ、エルバ」

「はいはい、感謝感謝」

「……なんでわしとクラヴリーとで扱あつかいが違ちがうんじゃ」

「細かいことは気にすんな。……あんた方は、カエデを看みてやってくれよ」

　ちらりとエルバは後方に視線を投げる。カエデはその場を動かずにうずくまり、戦いの経過を傍ぼう観かんしていた。

「任された。おーい、マモル！　こっちこっち！」

　ミカルはマモルに手を振ふりながら、退いていった。クラヴリーもその後をついていく。

「さあて、と……」

　改めて、エルバはサクラに向き直った。新たな得え物もの、氷結の鬼神を両手に抱えて。

「ミカルの言う通り、俺はサクラを力ずくで博物館に連れ帰る」

「…………みんな、エルバ君の味方をするんですね」

　誰だれを責めるでもなく、事実を事実として述べるような口調で、サクラは言った。

「ああ……君は自分から背を向けたんだぜ、サクラ」

　責めるような調子にならないよう十分に気を付けつつ、エルバは言い返す。

「そう……そうですよね。これが、私の選んだ道なんですから……」

　言葉尻じりに、一いち抹まつの寂さびしさがこもった──とエルバが感じた瞬しゆん間かん、サクラは地を蹴けった。

　エルバに打ちかかり、頭上から大おお鐘がねを振り下ろす。

　これまでエルバは、鎖くさりで受けるよりなかったが──

「ふんッ」

　戟を一振りし、大鐘に合わせる。

　ガッキ、という金属めいた音を立て、二種の鬼神が嚙かみ合った。

「こりゃいいや……！」

　伝わってくる重い衝しよう撃げきに手を振るわせながら、しかしエルバは歯をむき出して笑う。戟の柄えの長さの分だけ鐘から距きよ離りを取れる上に、剛力の鬼神の紋様を読める。

　氷結の鬼神の刃は先さきがわずかに大鐘にめりこんで、そこから灰色の塵が漏もれだした。漏れだす塵は皆みな、戟の刃先に吸い込まれ、色を濃こくしていく。

「紋様を読み取って、剛力の鬼神を吹ふき飛ばす……！」

　サクラを突き放そうと、エルバは戟を押し込む。

　と──力の入れ方が悪かったか、刃先がわずかに欠けた。

　欠けた刃先は空中で塵に戻もどり──剛力の鬼神に吸い込まれていく。

「こっちだって、紋様クリプト解析アナライズはできるんですよ……！」

　サクラはくるりと身体からだを回転させ、遠心力を利用しての殴おう打だを放った。

「さすがに、一ひと筋すじ縄なわではいかないか……！」

　攻こう撃げきを受けずにエルバは半歩退いた。鐘に空を切らせた上で踏ふみ込んで、反撃に出る。

「…………！」

　鐘に自分ごと持って行かれかけていたサクラは、バランスを崩くずしながら戟の刃先をかわした。そのまま後退して、距離を置く。

　反撃ができるようになっただけでも、劇的に状じよう況きようは良くなった。エルバは戟を握にぎる手に、改めて力を込こめた。




「はああッ」

　ルナの大上段からの斬ざん撃げきを、シローは眼前で受け止めた。刃と刃が嚙み合って、金属音を立てる。

「……そろそろ白旗を揚あげたらどうなんだい？」

　サーベル越ごしに、ルナは言葉を投げる。

「僕としては、いつでも降参宣言を受け入れるけどね……」

「それはこっちの台詞せりふだ……」

　シローも、苦しい声で言い返す。

「さっさとあきらめろよ……！　そっちに勝ち目はない！」

　ルナとヤミ、状況は互たがいに厳しい。ほぼ一対一で打ち合い続けた結果、互いに相手の紋様を九割以上解かい析せきし終えている。ここまでくると、どちらが先に紋様破壊を仕し掛かけても不思議ではない。その結果として、紋様破壊の撃うち合いとなるだろう。

　撃ち合いに勝つのは、紋様クリプト解析アナライズをより完全に終えている側である。自分の方が解析量が上だ、という確信さえあれば、すぐにでも紋様破壊を撃ちたいところだが──確信が間ま違ちがっていれば、吹き飛ばされるのは自分の方だ。そんな疑ぎ心しん暗あん鬼きが、いつまでも終わらないサーベルの斬きり合いという形で表れる。

　自分から仕掛けるのは、怖こわいのだ──ルナも、ヤミも。

「……せッ！」

　示し合わせたかのように、ルナとヤミは同時に飛び退のき、そして逃にげながらの斬撃を放った。

　双そう方ほうの切っ先が、相手の身体をわずかに斬り裂さく。ルナは肩かた口ぐち、ヤミは腿ももを斬られ──互いにほぼ同量の塵ちりを吸い込んだ。

　そして、ルナとヤミは同時に認にん識しきした──紋様解析が、百パーセント終しゆう了りようしたことを。

　ルナのサーベルは真しん紅くの輝かがやきを放ち、ヤミのサーベルは漆しつ黒こくの色に染まる。

「最後に一つ、聞きたい」

　ヤミが、ルナに質問を投げる。

「お互い同等の解析を終えた状態で、紋様アンチクリプト破壊ストライクを撃ち合う──そんな状況、体験したことがあるか？」

「……いいや、なかったと思うよ」

　ルナは答えた。対ネア、対闇やみ照てらしの鬼神の時に撃ち合いは発生した。だが、どちらの場合も、ルナの方が紋様解析量が多かった。故ゆえに撃ち合いを制することができたのだが──

「じゃあ聞くが、どうなると思う？　今からそれをやるわけだが」

　シローはサーベルを軽く撫なでた。

「……それは、アレだよ」

　少し考えてから、ルナは答えた。

「君が言うところの……一番うまく紋様破壊を撃てるのは僕と君のうちどっちなのか、決まるってことになる」

「……お互いが同時消しよう滅めつを起こすって考えはないのか？」

「同時消滅……？」

　言われて、ルナはその可能性に初めて気がついた。なるほど、紋様解析百パーセント同士で撃ち合えば、そのようなことも起きるかもしれない。

　だが──

「そんなことは、やってみなければわからない。……というか君だって、今いま更さら撃つのを止やめる気はないだろう？」

「フフ……その通りだ……！」

　答えて、シローは高く塵器ストライカーを掲かかげた。

「塵より生まれしもの、塵へと還かえれ……！」

　風が、シローを中心に集まり始める。

「塵より生まれしもの、塵へと還れ……！」

　応じて、ルナも同一のポーズを取り、周囲の大気を引き寄せる。

　死者の辻つじに、二つの竜たつ巻まきが生まれた。それは相乗効果を引き起こし、死者の辻全体を揺ゆるがす大気のうねりを呼ぶ。下生えは嵐あらしの直撃を受けたかのごとく激しく揺れ、空はうなり声を上げ始めた。




「ふぬんッ」

　いきなり吹ふき込んできた強風に、マモル達は腕うでを掲げて顔を防護する。

「気を付けろ──何か飛んでくるぞ！」

　風に煽あおられて、ちぎれた雑木がバラバラと飛んでくる。いまだに膝ひざを折ったままのカエデを守るため、クラヴリーとベイセルがその矢やお面もてに立った。

「こりゃ、もう少し下がらなきゃならんようじゃな。ほれ、カエデ……」

　カエデの肩かたを担かつぎ、後退しようとするミカル。しかし、

「……待ってくれ……！」

　後退することを、カエデは拒きよ絶ぜつした。

「私は、戦いの決着を見届けたい……！　下がるわけにはいかないんだ……！」

　視界を遮さえぎるクラヴリー達を避よけるため、カエデは逆に斜ななめ前方へと進み出る。

「おい、そんな無茶は……」

　ミカルは押しとどめようとしたが、

「いや、それは道理だな」

　クラヴリーは納なつ得とくして、引き下がった。

「こんな特等席で決着を見られるんだ。わざわざ引き下がるのは、もったいない」

「……ふうむ」

　眉まゆをひそめるミカルだったが、一理あるとすぐに認めた。カエデを支え、前進の補助をする。

「そう言われれば、たしかにそうじゃな。じゃが、飛散物には気を付けろよ……！」

「わかっている……」

　手をかざし、カエデは前方を凝ぎよう視しする。半年にわたる戦いの決着の瞬しゆん間かんを、目に焼き付けるために。
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「これはなかなかの強風でありますね……！」

　咄とつ嗟さに、デイジーは車くるま椅い子すの取っ手を押さえ、テッキが吹き飛ばされないよう押さえ込んだ。

「すいませんね、デイジー……！」

　車椅子に座っている以上、体勢を変えて風を浴びる面積を絞しぼる、ということはできない。真っ向から風を受けて、長い赤毛が豪ごう快かいになびく。

　それでもテッキは目を閉とざすことをせず、必死に前方を見み据すえ続ける。

「ルナ！　必ずヤミを吹き飛ばしなさい！　必ずですよ！」

　必死に声を張り上げて、呼びかける。この強風のさなか、声が届いているかどうかはわからなかったが──今のテッキには、声をかけるより他ほかにできることはない。

「サクラの目を覚まさせるんです！　必ずですよォ──ッ！」




「とうとうこの時が来た……！」

　ブラナは興奮を隠かくそうともしなかった。両手を握にぎりしめ、戦場を注視している。

「八人目の勝者が決定する時が来たんだ……！　これで、私達のプランは最終段階へと進むことができる……！」

　期待のこもった声を、誰だれに聞かせるでもなく漏もらす。

「決着か……！」

　一方、グレン・ダールの表情は険しい。風に目を細めつつ、しかしじっと戦いの行く末を見守っていた。

「……双そう方ほう消しよう滅めつ、なんて可能性はないのか……？」

　ヤミが思い当たった疑問を、ブラナに投げかける。

「それはないだろうさ！」

　死者の辻中央に目を向けたまま、ブラナは答えた。

「よほどの偶ぐう然ぜんがない限り、いずれか一方が吹き飛ばされる。完全に決着がつくのさ、『完全』にね……！」




　存分に、塵ちりは集まりきった。

　ほんの一瞬、互たがいに視線を交かわしあった後──二柱の魔ま神じんは、宣告した。

「紋様アンチクリプト破壊ストライク!!」

　風が逆巻いた。

　ルナとヤミが、同時に塵器ストライカーを振ふり下ろし、紋様破壊を撃うち放つ。

　ルナの手からは赤い奔ほん流りゆうが生まれ──

　ヤミの手からは黒い奔流が[image: 迸]ほとばしり──

　互いに敵手のもとへと押し寄せて──その中間で、激げき突とつした。

　塵の飛ひ沫まつが派手に飛び散る。

　二つの奔流は──拮きつ抗こうを始めた。

「ぬううううんッ」

　二柱の魔神は、互いに紋様破壊の狂きよう風ふうを放ち続ける。

　いずれも弱まる気配はなく、一方がもう一方を押し込む気配もない。

　一瞬でも気を抜ぬけば、やられる。だが、敵失でもない限り、相手を圧あつ倒とうすることは難しい。

　光と闇やみによる、見事な均きん衡こう状態が生まれていた。

「ルナ……！」

「ヤミ……!?」

　エルバがルナのそばに駆かけ寄り、サクラがシローのそばに駆け寄る。

「悪いけど、今取り込み中なんだよね……！」

　苦しげな表情をヤミへと向けたままで、ルナは答えた。

「いけるのか……!?」

　エルバの問いに、ルナは首を横に振る。

「神のみぞ知るってところかな……。おそらく、ブラナでさえこの決着は分からない！」

　ルナの言う通り、二つの奔流は妙みようなバランス感覚を発揮して組み合っている。その最前線がどちらかに押し込まれる様子は、ない。

　ならば、今の自分にできることは何なのか──

「…………！」

　答えは、すぐに出た──というより、考えると同時に身体からだが動いていた。

「塵より生まれしもの……」

　エルバは氷結の鬼き神しんの刃やいばを天に掲かかげ、

「塵へと還かえれ──！」

　常じよう套とう句くを唱えた。

　唱えると同時に、エルバのもとに風が集まり出す。

　エルバの様子にすぐサクラも気がついて、

「塵より生まれしもの、塵へと還れ──」

　大おお鐘がねを肩かたに担かついだ。その底面を、エルバとルナの方へと向けて。風は、鐘の内側へと吸い込まれていく。

「ふぬううううッ」

　戟げきがガタガタと揺ゆれる。エルバは戟の石いし突づきを地面に突つき立て、支えた。

　吹ふき込んでくる風の一部がルナの紋様破壊の「原料」として吸い込まれるため、尋じん常じようならざる震しん動どうが生まれている。おかげで赤い奔流の勢いはますます増したが──

「……ッ！　くうッ……！」

　サクラも、震動する鐘を必死に押さえ込んでいる。

　同様の現象がヤミの紋様破壊にも起きているため、均衡状態は変わらない。

　どうやら、勝負の行方ゆくえは、鬼神同士の紋様クリプト解析アナライズ量にかかっているらしい。

　サクラより多く、解かい析せきできたかどうか──エルバには自信がなかった。

　だがもう、後には引けない。

　自分を信じて、エルバは高らかに宣言した。

「──紋様破壊ッ!!」

　同時に、サクラも言い放つ。

「紋様破壊……ッ!!」

　二つの灰色の奔流が、赤の奔流、黒の奔流と混じり合って、新たに巨きよ大だいな一本の奔流となり──激突する。

「サクラ……！」

　暴風と、耳を聾ろうする轟ごう音おんの中、エルバは叫さけんでいた。

「君と過ごした博物館の日々は、幸せだった……！　サクラも幸せだっただろ……!?」

　にじり、と一歩進み出る。

　ついに、均衡状態が崩くずれた。

　わずかながら、赤い奔流が黒い奔流を押し始めた。

「俺は、あの日々を取り戻もどす！」

　一歩、また一歩とエルバは歩を進めていく。

「そのためには、サクラにもいてもらわなくちゃ、困るんだよ……！」

「……むうう……ッ」

　はっきりと、サクラは劣れつ勢せいを感じ始めた。

　加えて、エルバの言葉を受け、動どう揺ようを覚える。

「私には……エルバ君の手を取る権利なんて、もうない……！」

　最後の抵てい抗こうとばかり、押し返そうとするが──

「ある!!」

　鋭するどく、エルバは言葉を叩たたきつけた。

「俺は気にしない！　テッキだって気にしない！　カエデは……気にするかもしれないが、俺とテッキで説得する！　だから……帰ってくるんだ!!」

「…………!!」

　その一言に、サクラの力がふっとゆるむ。

　変転は、いきなりだった。

　突とつ然ぜん、黒の奔ほん流りゆうが乱れて──赤い奔流に押し潰つぶされる。

「ぬがあ……ッ!?」

　赤い奔流の直ちよく撃げきを食くらって、シローの身体はほぼ一いつ瞬しゆんで蒸発した。

　その奔流を、そばにいたサクラが回かい避ひできるはずもなく──

「……ぁぁぁ……ッ!?」

　サクラの身体は、軽々と吹き飛ばされた。光の奔流に吞のみ込まれて、その姿はあっという間に消えていった──







　そして──風と光は収まった。

　死者の辻つじが、もとの静けさを取り戻す。

　あまりのまぶしさにふさいでいた目を、エルバはゆっくりと開けた。

「…………」

　周囲を見み渡わたす。

　広こう範はん囲いにわたって雑草が完全にへたり、地面になぎ倒たおされている。

　見通しは良くなった。けれども、シロー──ヤミの姿はどこにもない。

「……どうやら、僕達の勝ちだ」

　そして、ルナはすぐ横に立っていた。五体満足、普ふ段だん通りの姿で。

「……俺達が、勝ったのか……」

　言葉に出してみても、あまり実感はなかった。

　半年にわたる戦いに決着がつき、見事勝ち抜ぬくことができたというのに──達成感、満足感はまるでない。

　それより──

「サクラだ」エルバははっと息を吞んだ。「サクラはどこだ!?」

　サクラが吹き飛ばされたとおぼしき方へ、全力で駆かけ出す。

「サクラ！　サクラ!?」

　呼びかけに、応こたえる声はない。より足を速め、素す早ばやく周囲に視線を配り──

「…………！」

　いた。

　一メートルほどの高さの岩の陰かげにもたれる格好で、サクラがぐったりとしている。

「サクラ！　大だい丈じよう夫ぶか……!?」

　慌あわてて駆け寄るエルバ。

「…………」

　声を聞きつけ、サクラはわずかに頭を傾かたむけ、

「……エルバ君……」

　青白い顔で、力無く微笑ほほえんだ。

「……!?」

　その表情に、エルバは不ふ吉きつなものを感じた。あまりに強きよう烈れつな不安感に一瞬足が止まりかけるが──すぐに気を取り直し、サクラのそばにしゃがみ込む。

「大丈夫か、サクラ……」

　サクラの肩かたに手をかけるエルバ。

　エルバの手に、サクラは自分の手を重ねる。

　ぬるり、とした感覚。

　サクラの手は、血にまみれていた。

「な……に……」

　エルバは目を瞬またたかせ──そして、出血の原因を悟さとった。

　シローが持っていた、大おお振ぶりのナイフ。

　シローからサクラに受け継つがれた、大きなナイフが──

　サクラの腹部に突つき立って、盛大な出血を促うながしていた。
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　信じられなかった。

　眼前のサクラの姿は、なにかの幻まぼろしではないのか──願望にも似た疑念に、囚とらわれる。

　だが──エルバの手は、確実に血にまみれていた。

　そして、サクラのドレスの血のしみは、時とともにどんどん広がっていく。

　ナイフは、偶ぐう然ぜんや事故で刺ささったものではない。

　その角度といい、傷の深さといい──

　サクラが自ら、自分の腹を刺した──そうとしか、見えなかった。

「な……なんで……！」

　やっとのことで、エルバは声を絞しぼり出す。

「なんで、こんなことを……!?」

「こうするしか……ないんです……」

　苦しげな息を吐はきながら、サクラは言い返した。

「私は、戦いに負けたんです。つまり──私が選んだ道は、間ま違ちがっていた、ってことですよ。エルバ君の──テッキやカエデの、言う通りでした──」

　少し間をおいてから、言葉を続ける。

「この道を歩くために、私はあまりに多くの罪を犯してきました……。やっぱり……全部なかったことにして、博物館に戻もどるなんて……できませんよ……。自分で選んだ道なんですから、相応の責任を取らなくては……」

「ふざけるなよ、サクラ……！」

　不思議なことに、エルバの胸中にこみ上げてきたのは、激しい怒いかりだった。

「俺達はそんなことは気にしない！　普ふ通つうに戻ってくればいいじゃないか!?」

　サクラの手を取り、エルバは強く握にぎりしめる。

「エルバ君や……テッキが許してくれても……私は、私を許せませんよ……」

　握り返すサクラの手から、力が徐じよ々じよに抜ぬけていく。

「……サクラ！」

　鋭するどい声とともに、車くるま椅い子すのテッキが飛ぶような勢いで近づいてくる。

　テッキの気持ちを酌くみ、デイジーは全力で車椅子を押していた。地面の凹おう凸とつで車椅子は揺ゆれ、ともすればテッキは振ふり落とされそうになる。けれどもどうにかしがみつき、しかしデイジーに減速を命じることもせず、一秒でも早くサクラの下もとにたどり着こうとする。

　そして──半ば自ら車椅子から飛び降りる格好で、サクラのそばに這はい寄った。

「…………!?」

　なにか言おうとするより早く、血とナイフに気づいて、テッキの顔はすっと青ざめる。

「な……なんてバカなことを!?　サクラ！」

　すぐに悟さとった──サクラは自裁したのだ、と。

「ああ……テッキ……」

　テッキの姿を捉とらえるサクラの目は、半ば閉とざされている。

「これが……私なりの、けじめの付け方です……」

「そんなこと、望んでいない！」

　取り乱して、テッキは叫さけぶ。

「ワタクシが望んでいたのは、サクラが博物館に戻ってきてくれることだけです！　それを……こんな……」

「優やさしいですね、テッキは……」

　サクラは、力無く微笑ほほえんだ。

「でも……私はそんな優しいテッキを裏切ったんですもの……その優しさを受け取るわけには……んんんッ」

　不意に、サクラの顔が歪ゆがんで、言葉は途と切ぎれた。

　サクラの命の灯ひが消えていこうとしている。エルバはそれをはっきりと体感した。

「冗じよう談だんじゃねえぜ！　償つぐないの方法は他ほかにもあるはずだ！　それを勝手に、こんな真似まねを……！」

「……ごめんなさい……」

　サクラの目から一筋、涙なみだがこぼれる。

「謝って済むようなことじゃない、ってわかっているけど……」

　首が力無く折れる。サクラはエルバの肩かたに胸を埋うずめた。

　呼吸で上下する肩が、だんだんと動きを小さくしていく。

　頭が真っ白になりそうな焦しよう燥そうの中、エルバは必死に思し索さくを巡めぐらせる。

　サクラを死なせるわけにはいかない。

　どんな手段を使ってでも、救う──

「……ブラナ！」

　思い当たった瞬しゆん間かん、エルバは絶ぜつ叫きようしていた。

「ブラナァァ──！　見ているんだろ!?」

　地を揺るがすような大だい音おん声じようを、張り上げる。

「……そんな大声を出さなくても、聞こえているさ」

　ブラナの声は、エルバの真後ろから飛んできた。いつの間にか、ブラナはエルバのすぐそばにいた。

「願いを叶かなえろ！」

　振り向きざまに、エルバはブラナに要求する。

「サクラの命を救ってくれ！　八眼デイアボリツク争覇パーテイに勝ち抜いた人間は、一つ願いを叶えられるんだろ!?」

　すがりつくような勢いで、エルバは訴うつたえるが──

「それは、無理だね」

　にべもなく、ブラナは拒きよ絶ぜつした。

「君の願いは、もう叶っているはずだ。父チェビアトを殺した相手を見つけて、仇かたきを取る、という願いがね。今いま更さらなかったことにしろと言われても、そりゃ困るよ」

「…………!!」

　言われてみれば、その通りだった。

　天地が一瞬でひっくり返るような喪そう失しつ感を、エルバは味わった。上体が揺らぎ、サクラごとくずおれそうになる。

　やはり──サクラとの永久の別れは、避さけられないのか。

　眼前で父、チェビアトが死んだ時のことが脳のう裏りをよぎる。あの時も、エルバは眼前で命が失われていくのを、ただ見つめることしかできなかった。

　サクラもこうして──また、黙だまって見送るよりないというのか？

「やめてくれ。死んじゃダメだ、サクラ──」

　感情のままに、エルバは言葉をあふれ出させる。

　それでも、サクラから死の気配が去ることはない。

　絶望に、目の前が真っ暗になりかけ──

「だが、──」

　不意に、ブラナが言った。

「諦あきらめるのはまだ早いよ」

　進み出て、エルバとサクラを引きはがす。

「！　何を、──」

　エルバになにか言わせるより早く、ブラナはサクラを抱だき上げた。

　大気中に含ふくまれる塵ちりが可視化してサクラのもとに集まり──包み込む。

　ほんの数秒の後、塵は宙に浮うく半はん透とう明めいの球体を形作っていた。その内側には、サクラの姿。母ぼ胎たいの中の胎児を思わせるような格好で、丸まっている。

「この中に入っていれば、死ぬことはない。しかるべき処置をすれば、傷はすぐに治る。たとえナイフの刃は先さきが内臓をかき回していたとしても、一日あれば完治させられるだろうよ」

　ブラナは球の中に手を突つっ込み、引き抜ぬく。引き抜かれた手の内には、黒い円盤レンズが握にぎられていた。ヤミの円盤だ。

　どういうつもりなのか、ブラナの意図を量りかねて、エルバは一瞬言葉を失った。

「それは……サクラは助かる、ってことなのか」

　やっとのことで、絞しぼり出す。

「その通り。この私が、彼女を助けてやろうと言っている」

　わずかに首を傾かたむけて、ブラナはエルバを見おろした。

「一体、どういうつもりだ。願いを叶えるわけにはいかない、って言ったくせに……」

「簡単なことさ……」

　ぽん、とブラナは球体を押す。すると球体は滑すべるように動き始め、ブルティエールの方へと向かった。サクラを運んで、夜の闇やみに消えていく。

「私が願いを叶えてあげられるのは、八眼争覇一回につき一度。逆に言えばだね……もう一度願いを叶えて欲しいのならば、もう一度八眼争覇に勝てばいいんだよ」

「…………!!」

　エルバは息を吞のんだ。

「君は運がいい。これからすぐに、最終八眼争覇が開始されるのだからね……！」

　言って、周囲を見み渡わたすブラナ。

　つられてエルバはその視線を追い──四方から、人が集まってきていることに気がついた。

　一角からは、ルシアン、セブンデイ、そしてアンテノラ。

　別の一角からは、ミカル、マモル、そしてベイセル。

　ブラナの後背からは、グレン・ダール。

　エルバを加えて、全部で八人。

　八眼争覇八人の勝者が、ついに集結したのだ。

「私が百年間待ち続けた、最終八眼争覇の幕開けだよ。参加者を紹しよう介かいしよう！」

　ブラナは、七枚の円盤を取りだした。まずはそのうちの一枚、黄色い円盤を手に取り、放ほうり投げる。

「まずは記念すべき第一回八眼争覇の勝者、ベイセル・アードレー！」

　ベイセルは黄色の円盤をキャッチして目にはめ、魔ま神じんを召しよう喚かんする。

　黄色い霧きりが現れて人の形を成し──現れたのは、虚こ空くうの魔神ミナ・ミグ。

「…………」

　両目を閉とざした無口な少女が、ベイセルのそばに立つ。エルバの姿を見つけると、

「……あなたが勝ったのね……。おめでとう……」

　と呟つぶやいた。

「第二回八眼争覇の勝者、アンテノラ！」

　藍あい色いろの円盤を、ブラナはアンテノラに放る。円盤を受け取ったアンテノラはすぐに目にはめて魔神を喚よび出す。

「やれやれ……どうやら、真に最後の戦いが始まるようですな」

　一つ目を象かたどった布で顔を覆おおう壮そう年ねんの男の姿をした剛ごう力りきの魔神、アギ・アダが姿を現した。

「第三回八眼デイアボリツク争覇パーテイの勝者、ジーニー・セブンデイ・ルンホルム！」

　紫むらさき色いろの円盤を、セブンデイは受け取る。召喚に応こたえて現れたのは、蝶ちようの眼帯で片目を隠かくした、少女姿の魔神、ベル・ベム。

「お久しぶりネ、セブンデイ。悪魔研究、進んでるカシラ？」

　ベルは召喚主に挨あい拶さつした。

「いいものができている。見て驚おどろくといいよー」

　セブンデイは笑え顔がおで応え、ベルの頭を撫なでた。

「第四回勝者、グレン・ダール・キングスリー！」

　すぐ背後に立つグレン・ダールに、ブラナは青い円盤を手て渡わたしする。

「おい、その円盤は……」

　円盤の色に、エルバは見覚えがあった。

　グレン・ダールが魔神を召喚すると──現れたのは予想通り。

「ハッハア──ッ！　お久しぶりねえ、エルバ・ナイトロンド！　ネアさんのこと、忘れたとは言わせないよ……！」

　いきなりカタナを振ふり回して、その切っ先をエルバに向ける。

　女海かい賊ぞくのごとき装しよう束ぞくを身にまとった獄ごく炎えんの魔神、ネア・ネアが、グレン・ダールのそばに立っていた。

「忘れられるかよ、あんたみたいな奴やつをよ……」

　呆あきれ気味に、エルバは呟いた。

「第五回勝者、ルシアン・パラドール！」

　投じられた黒い円盤レンズを、ルシアンは両手で受け止める。

「はいどうも。……召喚コンタクト！」

　召喚宣言とともに出てきたのは、つい先さき程ほどまで刃やいばを交かわしていた闇やみ照てらしの魔神、ヤミ・ヤタ。

「…………」

　黒マントで全身を覆った、基本の姿を現していた。

「第六回勝者、ミカル・ナガサカ！」

　緑の円盤を受け取って、ミカルが契けい約やく魔神を召喚する。

「ゲハハハ！」

　途と端たん漏もれ出たのは、何度も聞いてきた下品な笑い声。

「数日前に紋様アンチクリプト破壊ストライク食くらったばかりってのにもう復活だなんて、なんだかあっけねえもんだなオイ！」

　タコのごとき姿をした無形の魔神、ボル・ボルだ。

「……ボル！」

　思わず、テッキが声を上げる。

　その声に気づいてボルはぎょろりと大きな一つ目を動かし、

「おお、テッキかよ！　元気そうで何よりだ！」

　触しよく手しゆを振って応えた。

「あなたも、相変わらずバカそうで、なによりですよ……」

　ほっとしたような表情を、テッキは見せた。

「第七回勝者、マモル・デュバリエ！」

　橙だいだい色いろの円盤を受け止めて、マモルは魔神を召喚する。

「……フホホ！」

　特とく徴ちよう的な笑い声は、電光の魔神マロ・マロのものだ。

「もう呼び出しとは、休む暇ひまもないでおじゃるな」

「そして最後は……」

　最後に、ブラナは指を伸のばして、エルバを指し示す。

「第九回勝者、エルバ・ナイトロンドだ！」

「……やれやれ」

　エルバのすぐ隣となりに、ルナが進み出る。

「今までは、次の八眼争覇が始まるまで十数年眠ねむり続けなきゃならないことを疎うとましく思っていたけど、間を置かずに次の戦いに駆かり出されるってのも、これはこれで面めん倒どうなものだね」

「ま、そこは我が慢まんしてもらおうか」とブラナ。「私達としては、早く依より代しろを決めたいんだよ──真なる依代をね」

　グレン・ダールのそばから離はなれ、八人を視界に収められる位置に立つ。そして、

「君達八人に、最終八眼争覇を戦ってもらう」

　と宣告した。

「この戦いを勝ち抜ぬいた者を、私は依代とする。そして新たなる秩ちつ序じよを構築するんだ──この私達によって統治される、新世界をね……！　この戦いに勝ち抜いた者は、私達とともに星の王になれるというわけだ」

　一いつ旦たん言葉を切って、ブラナはエルバに視線を投げる。

「君が星の王となった時、サクラの身み柄がらを返してあげよう。返す、という言い方は正確ではないかな──君が最終八眼争覇を勝ち抜いた暁あかつきには、君と私達は一つになるのだから」

「…………」

　圧あつ倒とう的な疲ひ労ろう感、絶望感に、エルバの心は押し潰つぶされそうになった。

　サクラを取り戻もどすためには、もう一度八眼争覇を勝ち抜かなければならないというのか。

　あの凄せい惨さんな戦いを、もう一度くぐり抜けなければならないのか。

「エルバ……」

　不意に、手を握にぎられる感覚。

　テッキが、エルバの手を取っていた。

　何か言いたそうな顔で、テッキはエルバを見つめていた──けれども、言葉は出てこない。

「……そうだったな」

　サクラを取り戻す──その願いは、エルバだけのものではない。

　エルバはしゃがみ、テッキと視線の高さを合わせた。

「どうやら、もう一回戦わなきゃならないようだ」

　そう言うと、テッキは目を伏ふせた。

「戦わなければ、ならないのですか──」

「そうしなければ、サクラは返さない、とブラナは言っている」

　ブラナがそうルールを策定したのなら、従わなければならない。理り不ふ尽じんな話だが。

「できることなら遠えん慮りよしたいさ、また命を賭かけなきゃならないなんて。でも──」

　敵前逃とう亡ぼうなど、許されるはずがない。ましてテッキの眼前では。

「わ……ワタクシは……」

　テッキの声が震ふるえる。サクラを取り戻したい、しかしエルバを死地へと追いやりたくはない──二つの相反する気持ちに裂さかれて、何も口に出せないのだ。

「何も言うな」

　ぽん、とエルバはテッキの頭に自分の手を置いた。

「ここで立ち止まるわけにはいかないだろ？　こうなったら、行けるところまで行ってやるさ」

「そう……ですか」

　申し訳なさそうに、テッキは視線を地に這はわせる。しかし、やがて決然と頭をもたげると、

「わかりました。あなたを信じます」

　強い意志を込こめて、言った。
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「任せろ」

　軽く自分の胸を二度叩たたいて、エルバは立ち上がった。

　そして、ブラナに向き直る。何か言い返さなくては、と口を開きかけた時──

「フフフ……」

　一人、含ふくみ笑いを漏もらす者がいた。

　全員の視線が、笑い声のもとに集まった。

「この時が来るのを、百年待っていたぞ……！」

　その声の主は──ベイセル・アードレーだった。

「ほほう」

　その態度に、ブラナは満足そうな表情を浮うかべる。

「やる気満々という風だな。実に喜ばしい」

　ところが、ベイセルは──

「違ちがうな、ブラナ・ラ・モート！」

　はっきりとした敵意を、ベイセルはブラナに向けた。

「私が百年間待ち続けていたのは──貴様を永遠に滅ほろぼすチャンスだ!!」

「な……!?」

　いきなりの発言に、全員が驚おどろき、息を吞のむ。

　その隙すきに、ベイセルは声高らかに発言した──

「結晶クリスタル連鎖法チエイン、発動!!」

　途と端たんに、大気中の塵ちりが全すべて凍こおり付き──結けつ晶しよう化し始めた。

「な……!?」

　ベイセルを中心に、結晶連鎖法の作用範はん囲いが広がる。そばにいる魔ま神じんから順番に、手足がボロボロと崩くずれていった。

「結晶連鎖法、だと……！」

　その単語を聞いて、エルバの脳に電でん撃げきが走る。

　それは、つい半日前に封ふうじられたエルバの記き憶おくを解き放つ、キーワードでもあった──







「それに関して、おまえに話しておきたいことがある……」

　日中、二十八区の大きな広場の噴ふん水すいのそば。

　噴水のへりに腰こし掛かけるエルバの隣となりにはミカルが座り、正面にはマモルとベイセルがいる。

　三人を代表して、マモルがエルバに話しかける。

「俺達は、魔王を滅ぼすという目的の下もと、行動をともにしている」

「魔王を滅ぼす、だと……!?」

　予想外の発言に、エルバは驚きよう愕がくした。

「いきなり……何を言い出すんだ」

「本気じゃぞ」ミカルが言った。「たしかに、わしらは本来ならば、いずれは最終八眼デイアボリツク争覇パーテイでぶつかり合う敵同士じゃが……そもそも、最終八眼争覇につきあう気なんてないんじゃよ」

「……正気で言ってるのか」

　とエルバは問いかけてみたが、答えをもらうまでもなかった。

　ミカル、マモル、ベイセル──三人とも顔は真しん剣けん。冗じよう談だんを言っている風はない。

　しかしそれでも、にわかには信じられない。

「だいたい、あんた……」

　エルバは、視線をベイセルに投げる。

「あんただろうが、魔神の円盤レンズを封ふう印いんから解いたのは」

「その通り。だからこそ、この私が責任を取らねばならないのだよ」

　深刻な表情を見せ、ベイセルは息を吐はき出した。

「死の病に取りつかれていた私は、ブラナの甘かん言げんに乗り、自ら八眼争覇の嚆こう矢しとなった……。それは事実だ。戦っている最中は、生き残ることに必死だった。最終的に勝ち抜ぬいた時は、まあ大喜びしたものさ。新たに得た命を魔王のために捧ささげることを誓ちかうほどにな……。だがその気持ちは、第二回、第三回と開かい催さいされた八眼争覇を傍ぼう観かんしている内に、冷え切っていった。見るに堪たえないものだよ、八人の人間が、己おのれの願いを叶かなえんがために他ほかの七人を蹴け落おとそうとする争いの様は……。私は、自身がそのような醜みにくい戦いに身を投じていたことを恥はじ、そして──魔神の円盤を封印から解いた己の行こう為いを、救いがたい最低の罪悪だったと悟さとった」

　告白を、エルバは黙だまって聞いた。ベイセルの顔はこれ以上なく深刻、合いの手を入れることすらためらわれた。

「魔王の意思通りにことが進めば、この星は再び魔王戦争以前の状態に戻もどり、人類は滅ぼされるか──生かされるとしても、悪魔の支配を受けることとなる。そんな事態を避さけるには、魔王を滅ぼすより他にない。それは、魔王復活の原因を作った私に課せられた義務だ、と私は信じた。そのために編み出したのが──結晶連鎖法だ」

「結晶連鎖法……!?」

　意外な単語に、思わず大声を上げるエルバ。

　だが、すぐに思い出す──遠きフォッグビルの地で結晶連鎖法を披ひ露ろうし、エルバをさんざんに苦しめたバーミッサとコーマックの姉弟きようだいは言っていたではないか──結晶連鎖法は、父が研究していたものだ、と。

「知っているのか」

「知っているも何も」エルバは答える。「ちょっと前、西部の方であんたの子供達とトラブルになった時、ルナがそれで崩されかけて大変な目にあった」

「バーミッサと戦ったのか？　なら話は早い。結晶連鎖法とは、大気中の塵という塵を──虚きよ体たいも含ふくめて結晶化し、結合能力を限りなくゼロにするというもの」

　ベイセルは、懐かい中ちゆうから一枚の円盤を取りだした。それが、結晶連鎖法を発動するための円盤なのだろう。

「こいつは、塵から構成されるものを全て崩す。それは、ブラナとて例外ではないはずだ」

「……そうか、そうだったのか」

　得心がいった。結晶連鎖法とは、そもそも魔王を滅ぼすことを目的として開発されたものだったのだ──と。

「じゃあ、アレか。あんたの息子むすこは、結晶クリスタル連鎖法チエインの中でも動ける悪あく魔まを召しよう喚かんしていたけど──」

「ああ、それも私の作品だ。塵ちりではなく、結けつ晶しようそのものを結合して虚体を成す悪魔のことだろう？　対結晶連鎖法として開発した、改造円盤だ」

「ブラナがそういう手段で自己防衛するって可能性は？　というか、結晶連鎖法、本当にブラナにも効くんだろうな」

「さすがにそれは、試ためしてみなければわからん」

　不備を、ベイセルは認めた。しかしその信念に、揺ゆらぎはない。

「だが実のところ、ブラナそのものを崩くずす必要はない」

「というと」

「私の契けい約やく魔神は、虚こ空くうの魔神ミナだ。虚空の能力逆流スピンオフ、知っているかね」

　知っている、とエルバは頷うなずいた。虚空の能力逆流は、塵の真空を生み出すこと。標的とした空間から塵を完全排はい除じよし、その領域内で悪魔の虚体を生み出すことを不可能とする。

「ブラナを結晶連鎖法で包み、さらにその上から塵の真空で包み込む。その中にブラナを封ふうじてしまうんだ。塵の真空という壁かべで覆おおってしまえば、たとえブラナであろうと何もできまい」

「なるほど……そうやって、再封印するのか」

　エルバは納なつ得とくした。

「おまえ達の戦いの決着がついたら──」マモルが言った。「ブラナは、これまでの勝者七人を全員集めて、一人一人に魔神の円盤を配るだろう。全すべての円盤が魔王の手から離はなれた時が、仕し掛かけるチャンスだ。アードレーが結晶連鎖法を発動して、他の魔神を崩しつつ、ブラナを封印する」

「ブラナに味方する奴やつもおるじゃろう。じゃが、そいつらは改造円盤でカタをつける」

　ミカルが円盤を取り出す。

「魔神を喚よべねば契けい約やく者しやもただの人。こいつで押し潰つぶしてくれるわ。ま……悪魔を喚ぶまでもなく、わしのチキュウ空手でどうにかなろうがな」

「すごい二段構えだ。そりゃどうあがこうが無む駄だって感じだな。……そんな話を俺にしたってことは──俺を仲間に引き込みたいのか」

「その通り。味方は多い方がいい」ベイセルが言った。「君は──ブラナのやり方に、憤いきどおりを感じていないのかね」

「……憤る、なんてもんじゃねえぜ」

　怒いかりの色が、声にこもる。

　たしかに、初めはエルバ自身がブラナに助けの手を求めた。だが、願いを叶えるための代だい償しようは、あまりにも大きすぎた。博物館が空中分解状態に陥おちいっているのも、テッキが今昏こん睡すい中なのも、サクラがあんな風になったのも──全てブラナのせいではないのか。

　ブラナは契約者達に苦難を与あたえ、それを魔神の人格成長の糧かてとしている。

　端たん的てきに言えば──ブラナは人を不幸に追い込み、それを喜んでいる。

「ふざけんな、って話だ。俺達は、実験動物だってのか……」

　だがどれだけ理り不ふ尽じんに思い、怒りを覚えても、それをブラナにぶつける方法がない。少なくとも、エルバは怒りの拳こぶしをブラナにぶつける方法を知らない。だから、ただ怒りを抱かかえ込むしかなかった。朝方、博物館でブラナの説明を受けた時もそうだ。殴なぐれるものなら、エルバはブラナを殴り倒たおしていたことだろう。

　そこへ──ベイセル達は「ブラナの鼻を明かす方法がある」と誘さそいをかけてきた。

　乗らない手があるだろうか。

「乗ってやるよ、その話。……でも、俺が八眼デイアボリツク争覇パーテイの勝者になれるとは限らねえぜ」

「そんなことは百も承知」とマモル。「この話は、今からカエデ・ニカイドウにも持ちかける」

「なるほど。だが最悪、サクラが勝つ可能性だってあるんだぜ」

「その時は、諦あきらめるしかないな」ミカルが肩かたをすくめた。「あの娘むすめ、見たところ、正気とは言い難がたいし──それに、契約魔神がヤミだ。わしらのこの話を記き憶おくとしてブラナに吸い上げられたら、目もく論ろ見みが全てパーになる」

「そりゃそうだ。……ってことは、これからヤミと戦うことになる俺も、まずくねえか？」

「その通り。だから、今からおまえの記憶を一部封ふうじる。俺達との会話、特に重要な部分が、ヤミに読まれないように」

　す……と、マモルがエルバの顔面に手を伸のばしてきた。

「うわっ。ってえか、あんたに記憶いじり、できるのかよ」

「ああ。俺は八眼争覇に賭かけた願いが半はん端ぱな形でしか叶かなえられなかったんでな……。代償として、この力を得た」

　伸ばした二本の指が、エルバの額をつく。

「おまえは、俺達と魔王封じについて話したことを、一時的に忘れる。思い出すためのキーワードは、──」

　マモルはベイセルに視線を投げる。

　それを受けて、ベイセルはキーワードを言った。

「『結晶連鎖法、発動』」

「……聞いた瞬しゆん間かん、おまえは記憶を取り戻もどす。その時は、俺達とともに戦ってくれ──」

「わか……った……」

　突とつ然ぜんエルバは眠ねむ気けに襲おそわれ──ゆっくりと身体からだを崩して噴ふん水すいのへりに横たわり、そのまま目を閉とざした。







「……ルナ！　こっちだ！」

　マモル達との会話を思い出したエルバは、ルナの腕うでを引っ張って、ベイセルのもとへと向かった。

「うわッ!?　いきなり何を──」

　一瞬ルナは慌あわてたが、エルバが何らかの意図を持って動いていることをすぐに悟さとって、抵てい抗こうせずに従った。

　ベイセルの隣となりで、さっそくミナが能力逆流スピンオフを発動している。自分の周囲に、塵ちりの真空地帯を作り上げていた。

「塵の真空の中なら、結晶クリスタル連鎖法チエインの影えい響きようを受けずに済む──！」

　エルバとルナは、ともに真空地帯に滑すべり込んだ。わずかに遅おくれて、ミカルとボル、マモルとマロも飛び込んでくる。反応が早かったので、被ひ害がいは微び少しようだ──ボル、マロ、ルナ、ともに手先足先がわずかに崩くずれた程度で済んだ。

「これは一体……!?」

「…………!!」

「どういうことなノ……!?」

　一方で、アギ、ヤミ、ベルは結晶連鎖法に巻き込まれていた。身体の先端部分から、結けつ晶しよう化してボロボロと崩れていく。全力で虚きよ体たいを生成してはいるが、崩ほう壊かい速度を遅らせるのが精せい一いつ杯ぱい。

　魔ま神じんにも効果があるのは、フォッグビルの一件で既すでに分かっている。問題は──

「ブラナは──!?」

　エルバは視線をさまよわせ、ブラナの姿を探す。

　ブラナは──

「……これは……!!」

　崩壊を始めていた。

　足あし下もとから虚体がボロボロと崩壊して、結晶は宙に消えていく。

「効いているぞ……！」

　ある意味、予想外だった。ブラナが隠かくしていた力を発揮して、結晶連鎖法を無効化するのではないかという恐おそれもあっただけに。

　だが、ブラナの顔に浮うかんでいるのは──想像外の事態におびえる、まごうことなき恐きよう怖ふの表情。

「なんのつもりだ、ベイセル……!?」

「これこそ、私が百年間考え続けてたどり着いた答えだ、ブラナ！」

　ベイセルは、思いの丈たけをぶつける。

「おまえを封じて無力化する！　それが私の贖しよく罪ざいだ……！」

「ぬぐううう……！」

　どうにかして逃のがれようともがくブラナ。しかし、一度嚙かみついた結晶連鎖法は、決してブラナを離はなさない。どんどん、ブラナを無へと変えていく。

「完全に崩しはしない……半はん壊かい状態のまま封ふう印いんされろ、魔王め……！」

　ベイセルは、結晶連鎖法によるブラナの包み込みを試みる。

　いけるのか、とエルバが確信を抱いだき始めた時──

「……ンフフフフ」

　低く押し殺したような声が、どこかから漏もれる。

　その声の主は──

「やはり、そんなところだろうと思ってましたよ──」

　ルシアン・パラドールだった。

　この状じよう況きようにあって、不気味なほど落ち着いている。

「な……何のつもりだ！　ルシアン！」

　マモルは叫さけんで──すぐに気づいた。落ち着いているのは、ルシアンだけではない──セブンデイ、アンテノラ──ともに、慌てる素そ振ぶりを見せていない。彼らの契けい約やく魔神達は、順調に崩壊を続けているというのに。

「あなた方が結晶連鎖法で仕し掛かけてくる、とは想定の範はん囲い内ですよ。あなた方が集まって何事か画策しているのは、知ってましたからね。……ブラナを無力化されては困るんですよ、僕としてはね……」

　マモルは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。が、すぐに言い返す。

「知っていたからといって、おまえらに何ができる!?」

「何もできないとおっしゃる？　ところが、そうでもないんですよ」

　ルシアンは余よ裕ゆうの態度を崩さない。

「僕がアードレーさんにこういうことを言うのは、おこがましいこと極きわまりないのですが……結晶連鎖法を二つ同時に発動させると、どういう現象が起こるか、ご存じですか？」

「二つ……!?」

　今度は、エルバ達が戸と惑まどう番だった。

「それは、どういう意味だ……！」

「結晶連鎖法の範囲が重なった区域では──」ルシアンは説明を続ける。「一個一個の結晶が、さらに巨きよ大だい化するんです。ところが、結晶にもサイズの限界があるそうでしてね……一定サイズを超こえると逆にばらけて、虚体を構成できる程度の小ささに戻もどっちゃうらしいんですよ」

「ちょっと待て、どういうことだ！」ベイセルが問いかける。「何故なぜ貴様が、そのことを知っている!?」

「受け売りですよ……こちらの方の、ね」

　ルシアンは一歩退いた。代わりに出てきたのは──アンテノラ。

「……あああああああ!!」

　つい、エルバは大声を上げた。

　思い出した──以前、アードレー姉弟きようだいが作成した結晶クリスタル連鎖法チエイン研究の写本を、エルバが回収した後──アンテノラに上納していたことを。

「君から写本を受け取った後、部下達に研究をさせて、開発に成功していてね……」

　アンテノラは、エルバに言葉を投げかける。
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「実験を繰くり返した結果、興味深いデータが色々と得られたよ。ルシアンが言ったことも、その一つだ……結晶連鎖法、発動！」

　アンテノラが宣言するとともに──空気が変わった。

　ルシアンの言う通りだった。ブラナや魔神達の虚体、崩くずれかけていた虚体が、みるみるうちにもとに戻っていく。

「これは──なんということだ……!?」

　ベイセルは血相を変えた。想定外の事態だった──これではブラナ封じどころか、他ほかの魔神を食い止めることすらかなわない。

「じょ……冗じよう談だんではないぞ！」

　ミカルが、単身で飛び出した。

　両りよう腕うでを斜ななめ上四十五度に掲かかげて、地を蹴ける。チキュウ空手地動説の構えで、アンテノラの頭上を急きゆう襲しゆうし──

「ふぬんッ」

　アンテノラは身を引いて、ミカルの手刀を受け流した。着地したミカルに正せい拳けんを叩たたき込もうと身体からだを伸のばし──

「そこッ！」

　瞬時にミカルは構えを天動説に変える。アンテノラの伸ばした腕を捕つかまえて、投げ飛ばそうとする──が。

「……やらせんよ！」

　アンテノラはくいっと腕をねじり、ミカルの服、脇わきの下あたりを握にぎった。

「な……！」

　ミカルの動きをロックする、好手だった。こうこられては、投げ飛ばしようがない。

　やむを得ず方針を変え、ミカルは肘ひじと膝ひざでアンテノラの腕を挟はさみ込もうと試みる。アンテノラは素す早ばやく手を引き、被ひ害がいを免まぬかれた。

「おまえ……！」

　間合いが離れたところで、ミカルは叫んだ。

「チキュウ空手を研究しているな!?」

「いかにも、その通り」

　アンテノラは袖そでをめくり、二の腕を露ろ出しゆつさせた。皮ひ膚ふの下では、盛り上がった筋肉がその存在を誇こ示じしている。

「こう見えても、格かく闘とう術をかじっていてね……。最終八眼デイアボリツク争覇パーテイでは、是ぜ非ひとも君と手合わせしたいと思っていた──」

「……アンテノラ!!」

　突とつ然ぜん、アギの鋭するどい声。

　次の瞬間、二種の硬こう質しつな物体が嚙かみ合う音が響ひびく。

　斧おの型の塵器ストライカーを握ったアギが、アンテノラの脇腹を抉えぐろうとしていた剣けんを、その柄えで止めていた。

　剣の持ち主は──グレン・ダール。

「ちィ……!!」

　第二撃げきを叩き込まんと、グレン・ダールは剣を持ち上げる。しかし、

「困りますね、アンテノラさんを狙ねらうのは！」

　サーベルを抜ぬいたルシアンと、塵器をサーベル型にしたヤミとが、同時にグレン・ダールに切っ先を向け、斬きりつける。さしものグレン・ダールとて、引くしかない。

「ネア！」

　契けい約やく魔ま神じんの名を呼ぶと、

「あいよ！」

　ネアが腰こしの高さに塵器を構えた。獄ごく炎えんの魔神の塵器は砲ほう撃げき兵器、その砲口をルシアン達に向け──

「燃えちまいな！」

　青く光る炎ほのおの柱を、撃うち放つ。

　一いつ瞬しゆんの後、青い光はルシアン達のはるか手前に着ちやく弾だんし、雑草を一挙になぎ倒たおした。一いつ拍ぱくおいて着弾地点が燃え上がり、炎の壁かべを形作る。

　壁によって、ルシアン達とグレン・ダールは分断された。炎にルシアン達が怯ひるむ隙すきに、グレン・ダールは一挙に駆かけ抜け、ネアとともにミナの虚こ空くう領域の内側へ飛び込む。

「ちょっと、どういうことなの……！」

　いきなり駆け込んできたネアに、ルナは驚おどろきを隠かくさなかった。

「グレン・ダールも俺達の味方だ……！」

　短く、マモルが説明する。

「そういうこと～」

　ネアはルナに熱のこもった視線を送った。

「ネアさん、今回は味方ってわけ。よろしく、ルゥナルナァァ」

「…………」

　どう答えたものか、ルナは言葉を失った。

「なるほど……面おも白しろいことをしてくれる！　それが貴様の意思だったとはな……ベイセル・アードレー！」

　怒いかりに満ち満ちた声を、ブラナは轟とどろかせた。

　魔王が動どう揺ようしている。その姿は、誰だれの目にも新しん奇きに映った。これまで、ブラナが感情を乱す姿など、誰も見たことがなかったのだ。

「まあ、理解できないこともない……だが、魔神達はどういうつもりだ！　私達の分身が、私達に逆らうというのか!?」

「その通りでおじゃるよ」

　進み出て答えたのは、マロだった。

「マロどもは、魔王殿どのの思おも惑わく通り、契けい約やく者しやとともに日々を過ごし、個というものを学んで、一つの人格、自律的に考える自由な意思を得たでおじゃる。自由な意思を持つということは、万ばん事じを疑うことができるということ。となれば真っ先に、魔王に隷れい属ぞくせざるを得ぬ己おのれの立場を疑うのが道理ではないでおじゃるか？」

「俺たちゃ、人類とあまりに長くの時間を過ごしたせいで、自分も人類の一員なんじゃねえかって勘かん違ちがいするようになっちまったんだよ！」

　と、ボルも大声で言い返す。

「……悪魔と人が対決するというのならば、私達は人の味方をする……」

　音量こそ低いものの決然とした声で、ミナも言う。

「ネアさんもさあ……誰かに頭を押さえられながら生き続けるってのは、タチに合わないんだよねえ……」

　刺さすような視線を、ネアはブラナにぶつけた。

「そんなことを考えていたら、こいつらが魔王に反旗を翻ひるがえすって言うじゃないか。だから乗った！　面白そうだから！」

「……なるほどねえ……」

　ルナだけは、横に並ぶ魔神一同に目を向けていた。

「君ら、こっそりとそんなプランを進めていたのか」

「実はな。フホホ」マロは袖そで口ぐちで口元を隠し、小さく笑った。「おぬしはどうする、ルナよ」

「それは……」

　ルナは、エルバに向き直った。

「契約者の意思に従うだけさ」

「俺の意思は決まっている……」

　決然と、エルバはブラナを見返した。

「俺達は、あんたの手の平の上でさんざん踊おどらされてきた。そのせいでたくさんの人間が傷つき、たくさんの人間が死んでいった！　てめえを許すわけにはいかねえな！」

「勇ましいことだ」

　低い声で、ブラナは言い返す。

「元気なのは結構。だが、もう忘れたのかね？　サクラの身み柄がらは私の手の内にあるということを」

「…………」

　忘れてはいなかった。だが──こうなった以上、弱みは見せられない。

「だからそっちの味方をしろってか？　そんなこと、サクラは望まないと思うぜ」

　内心の揺ゆらぎを押し殺しつつ、エルバはブラナを見つめる。

　エルバの内心を探さぐるかのように、ブラナはじっと気配をうかがっていたが──

「……フフフ。ハハハハハ」

　やがて、肩かたを震ふるわせて笑い始めた。

「そうか──魔神達に人格を学ばせてやった、結果がこれということか。面白い、実に面白い！　なるほど、これは私達の想像をはるかに超こえる結果だよ！　たしかに、私達が求めていたのはこういうことだったのかもしれん。……ということは、この線に沿って今後の予定を変えなければなるまいね！」

「予定を変える、だと……」

「ああ。……最終八眼デイアボリツク争覇パーテイもこれまでどおり、バトルロイヤルで戦ってもらうつもりでいたが──考えてみれば、またも同じことをするというのも芸がない。この通り、対立軸じくができたのだから、その軸に従った対たい抗こう戦としようじゃないか。四対五の変則タッグマッチというところかな」

　急転の事態に、むしろ開き直ったのか──逆にブラナは生き生きとプランを語った。

「四対五？」

　エルバは素す早ばやく魔ま神じんの数を数えた。魔王の側につく魔神はアギ、ヤミ、ベルの三柱。一方反魔王側はルナ、ボル、マロ、ミナ、ネアの五柱。

「私も戦うということさ」

　エルバの疑問に答えるかのごとく、ブラナは言った。

「明らかにこっちの方が不利じゃないか。だから、私は私の味方を守る。これでいい勝負になるとは思わないかね」

「わしらが求めておるのは『いい勝負』ではなく、『勝利』なんじゃがね」

　ミカルが言い返した。

「フフ……。ともかく、ルール変へん更こうは通告した。然しかるべき間を置いた後、仕切り直しと行こうか。ここは最終八眼争覇にふさわしい戦いの場ではあるまい……一いつ旦たん引くぞ、諸君」

　ブラナはルシアン達に呼びかけた。

「それにしても皆みなさん、大した度胸ですね……魔王に反旗を翻すとは」

　ルシアンが、一同に声をかける。

「ま、これはこれでいい。僕が魔王の依より代しろとなれる確率が大おお幅はばに増えたんですからね……。それでは、ごきげんよう」

　そう言い残して、ヤミとともに去っていく。

「ミカル・ナガサカ……」

　そう呼びかけたのは、アンテノラだった。

「あんたと手合わせできること、楽しみにしているよ……」

「わしは別段、楽しみじゃないがな」

　ミカルの返事に小さく笑って、アンテノラはアギと一いつ緒しよに退いていった。

「エルバ・ナイトロンド！　こうしてお目にかかるのは初めてかな！」

　セブンデイは、エルバを指さした。

　エルバはセブンデイをにらみ返し──そして、言った。

「……どちら様？」

　がくり、とセブンデイはコケそうになった。

「セブンデイだよ！　さっきブラナから紹しよう介かいがあったろう!?」

「あー、言われてみれば」ポン、とエルバは手を叩たたいた。「あんたかよ、鬼き神しんの円盤レンズを次から次へと送り込んできた迷めい惑わくな人は」

「鬼神の円盤、必ず返してもらうからねー！」

　捨て台詞ぜりふを残すと、ベルとともに後退し、姿を消す。

「…………」

　魔王一党の姿が完全に消えたところで、エルバは大きく息を吐はき出した。

「……失敗した」

　ベイセルが、意気消しよう沈ちんして肩を落とす。

「いや、まだじゃよ」ミカルが首を横に振る。「奇き襲しゆうがうまくいけば一番楽だったんじゃが……ま、そううまい話もあるまいて」

「やむを得ん」マモルも同意する。「こうなった以上、あの三人を倒たおした上で、魔王の円盤を直接封ふう印いんする」

「それは結構だが」とエルバ。「どこに行けばいいんだ。どこかに魔王の隠かくれ家がでもあるってのか──」

「……エルバ！」

　その時、クラヴリー達──外野でブラナ達のやりとりを傍ぼう観かんしていた面々が、エルバ達のもとに集まってきた。

「サクラは……サクラは、どうなった」

　クラヴリーの肩に担かつがれたカエデが、エルバの袖そでにすがりつく。

「とりあえずは、大だい丈じよう夫ぶ。ブラナはサクラを治ち療りようする、って言っていた──」

　エルバが反魔王という態度を鮮せん明めいにしたことを受けて、ブラナはどう出るだろうか。それを考えると、ぞっとする。あの場ではつい勢いであのようなことを言ってしまったが──

　ブラナは、「最終八眼争覇に勝ち抜ぬいたら、サクラを返す」と言った。それはとんでもない難事だ──ならば、力ずくで取り戻もどしにいく方が、まだしもサクラ奪だつ還かんの可能性は高いのではないだろうか。

　いや、そうに違ちがいない。エルバは自分にそう言い聞かせた。

「もう一回、取り戻してやるさ……」

　エルバはカエデの手を握にぎり返す。

「サクラを取り戻す、って決めたんだ。必ず、やってみせる」

「そう……か」

　そう言うと、カエデは吹ふっ切れたような笑え顔がおを見せた。

「……八眼争覇は、おまえが勝ったんだ。おまえの好きなようにしろ」

「任せておけ」

　ニヤリ、とエルバは笑い返す。

「隠れ家──というか、ブラナ達が向かった先はだいたい想像がつく」

　ベイセルが進み出て、エルバに声をかけた。

「ブルティエール地下の中心部だろう。そこに、九枚目の魔ま王おうの瞳ひとみが封ふうじられている」

「九枚目!?」

　驚おどろきの声を上げたのは、エルバだけではなかった。

「何それ……初耳なんだけど」

　ルナが、自分の耳を疑って聞き直す。

「正確には、九枚目から十六枚目の円盤だ」とベイセル。「おまえらの円盤と、対ついになる円盤だ。……普ふ通つうの悪魔の円盤は二枚組なのに、何故なぜ魔神の円盤は一枚だけなのか、不思議に思ったことはないか？」

「それは……そういうもんだと思っていたけど」

　エルバとしては、そう答えるしかない。

「違う。魔神の円盤も、本来は二枚組だ。そのうちそれぞれ一枚を集めて一体化させた、八枚で一枚を成す九枚目の円盤が存在する。ブラナのあの姿は、九枚目の円盤によって発現した姿なのだよ」

「なんと……ねえ。だが、魔神の円盤を封印していたのは八守護家だったんじゃないのか」

「九枚目の円盤を守るのは、代々の総そう督とくの仕事だ。九枚目の円盤を封じる封印の間は、議事堂の直下に存在する」

「直下って……地下ってことか。ってことは……」

　自然と、エルバの視線はクラヴリーへと向かう。

「その通り」マモルが言った。「ガーディアンに、地下迷宮の捜そう索さくを頼たのんでおいた。……道は見つけられたか、ガーディアン？」

「……ん？　ああ、見つかったよ……」

　と言いつつ、クラヴリーは以前の契けい約やく魔神、ミナの頭を撫なでていた。ミナはクラヴリーに寄り添そうように立ち、まんざらでもない様子。

「……仲良さそうだな」

「デスドレッド島で一いつ緒しよに過ごした仲なものでね……。とにかく、長らく懸けん案あんだった開かずの扉とびらを開けることに成功したよ」

「開かずの扉？」

「ああ。私が個人的な趣しゆ味みで地下迷宮の地図を作っていたことは知っているだろ？　これが不思議なことに、ブルティエール周しゆう縁えん部ばかりに通路が延びていて、中心部に向かう道が見つからなかったんだよ。開く気配のない扉が立ち塞ふさがっているばっかりで、ね。地下迷宮をむやみに傷つけるべきではない、という信念の下もと、これまでは捨て置いてきたが、……彼らに依い頼らいされたんだ、『中央部に向かうルートを開かい拓たくして欲しい』ってね」

　クラヴリーはマモル達を指さす。

「というわけで博物館から鬼き神しんの円盤レンズを借りて、開かずの扉を粉ふん砕さいする作業に従事していたってわけさ。済まなかったね、私達が円盤を持ち出していなければ、ヤミとの戦いももう少し楽になったろうに」

「いや、ンなことはいい。鬼神の円盤を持ち出して戦うなんてアイデア、まったく頭になかったんでな……」

　と言いつつ、エルバはクラヴリーに尋たずねる。

「で、粉砕できたのか？」

「実は、できなかった」クラヴリーは声を潜ひそめた。「ところが、偶ぐう然ぜんすぐ横手にボタンらしいものが壁かべに張り付いているのを見つけてね。それを押してみたら、ぱくりと開いた。いやー、びっくりしたよ」

「鬼神の円盤を持っていった意味、まるで無しかよ」エルバは呆あきれた。「……地下迷めい宮きゆうってことは、博物館の地下からも行けるよな」

「ああ、問題ない。……こんな寂さびしい場所で立ち話しているのもなんだし、一いつ旦たん博物館に戻るかね」

　クラヴリーの提案を、拒きよ絶ぜつする者はいなかった。







「これですよ……封ふう印いんの間に通じる扉はね」

　ルシアンは金色の鍵かぎを差し込んで、オークの大扉を開いた。

　その奥で待っていたのは──さらにもう一枚の扉。左右に滑すべって開くタイプの扉だが──

「このドア、取っ手がないように見えるけどねー」

　扉のつるつるとした表面をセブンデイは撫でる。

「これは、自動的に開く扉なんですよ」

　と言いつつ、ルシアンは扉脇わきのボタンを押す。すると扉が音もなく開いた。

　中は、個室にしては随ずい分ぶん狭せまい。十人がやっと入れるか、という程度の空間だった。

「はい、入って入って」

　そんな部屋の中へ、ルシアンはセブンデイとアンテノラ、魔神達を押し込んだ。最後に自分が入って、扉脇のボタンを押す。すると扉は自動的に閉まり──

　部屋そのものが揺ゆれ、一同、妙みような感覚に包まれる。

「……これは、……この部屋そのものが下降しているのかね」

　奇き妙みような感覚に、アンテノラが不安げな表情を見せる。

「ご名答」ルシアンは答えた。「エレベーターというものですよ……我らが遠い先祖達の遺のこした、遺産です」

「遺産……？」

「ブルティエールの地下には、船が埋うまっているんです。我々の先祖が、空の向こうからこの星に渡わたってきた際に乗っていた、移民船がね。魔ま王おう戦争の際に魔王に乗っ取られたが故ゆえ、そのまま地に埋めて魔王の墓所とした、と聞いています」

「それが、首都の地下迷宮の真実ってわけ？」

　セブンデイは首をひねった。

「なんだか、スケールが大きすぎて、信じられない話だねー」

「同感です」ルシアンは頷うなずき返した。「とはいえ、このように実物が存在するのが、何よりの証しよう拠こですよ……」

　ほどなくして、エレベーターは停止する。扉が開くと──つい先さき程ほどまでとはまったく異なった景色が広がっていた。

　人工の照明に照らされた、広く、天てん井じようの高い部屋。床ゆかも壁も人工的な生産物と見えるが、今まで見たことのない質感を持ち、光こう沢たくを放っている。圧あつ倒とう的な荘そう厳ごんさは、セブンデイ達から言葉を奪うばった。

　部屋の中央部には、透とう明めいな巨きよ岩がん──水すい晶しようの巨大な結晶のようなもの──が鎮ちん座ざしている。一部砕くだけ、破は片へんが周囲に散乱している。

　その岩の中程に、一人の女性が腰こし掛かけていた。

「やあ……待っていたよ、諸君」

　金きん髪ぱつを長く伸のばした女性が、ルシアン達に声をかける。

　見たこともない人物だったが、その老成した口調には聞き覚えがあった。

「ブラナさんですか。どうしたんです、その姿は……」

「この身体からだを借りて、仮の復活を果たしたのさ」

　金髪の女性──新たなる肉体を得たブラナは、そう言って微笑ほほえんだ。

「あのままの姿じゃ、円盤と塵ちり以外の何にも触さわれないからね……」

　前まえ髪がみを軽くかき分ける。その陰かげで、ブラナの右目が虹にじ色いろの輝かがやきを放った。

「これで、八つの能力を制せい御ぎよすることもできる。もし君達が突とつ然ぜん反逆する気になって、結晶連クリスタル鎖チエイン法チエインを発動したとしても、私は虚こ空くうの能力逆流スピンオフで崩ほう壊かいを回かい避ひできるというわけだ──」

　言いつつ、ブラナは視線をアンテノラに向けた。

「なんで事前に教えてくれなかったのかね。危あやうく、あんな場所で封じられてしまうところだったじゃないか」

　疑いの眼まな差ざしだった。ともすれば、アンテノラ自身が魔王封じを狙ねらっていたのではないのか──という。

「あらかじめ教えていても、混乱を招くだけかと思いましてね」

　無表情を装よそおって、アンテノラは答えた。

「なんなら、これは魔王様に預かっていただきましょうか」

　結晶連鎖法の円盤レンズを、ブラナに差し出す。

　しばし、場は緊きん迫ぱくの空気で満たされたが──

「いや……いいだろう」

　ブラナは手を振ふり、場の空気を振り払はらった。

「向こうの結晶連鎖法に対たい抗こうするためには、君達が持っていた方がよさそうだ」

「そうですか」

　胸をなで下ろしつつ、アンテノラは円盤を懐かい中ちゆうにしまい込んだ。

「とにかく……君達に指示を下す」

　一同を、ブラナは見回した。

「向こうにはベイセルがいる。彼ならこの場所のことも知っているだろう。反乱を起こした連中を引き連れて、ここにやってくる……私の円盤を奪い、再度封印することを目指してね」

　自分の右目そばを、ブラナはつついた。

「君達は、連中を迎げい撃げきして、皆みな殺ごろしにしてくれたまえ。最大の戦果を収めることができた者を、私の依より代しろとしたいと思う。……ただし、同士討うちなどという愚おろかな真似まねはやめてくれたまえよ。君達三名は、新世界においては最大限の礼をもって遇ぐうさせてもらう。私の依代となるならないにかかわらず、ね」

「同士討ちなんて、そんな暇ひまなんてありませんよー」セブンデイが言った。「連中を撃退できなきゃ、新世界はやってきませんものねー」

「まったくもってその通り。ま……連中も、今すぐここにやってくるわけじゃないだろう。準備はぬかりなくやっておくように」

　そう言って、ブラナは一歩を踏ふみ出した。最後の戦いに備えるために。

「意外にすぎる事態となったが──まあいいさ。これも、星の王として再臨するための最後の試練、と捉とらえることにしようか──」







「……これで、どうでありますか」

　背中の傷の応急処置を終えて、デイジーがエルバに伺うかがいを立てる。

「多分大だい丈じよう夫ぶ……っと」

　その場でエルバは立ち上がり、直立する。背中の傷はわずかに痛むが、大したことはない。

「助かったぜ、デイジー」

　エルバは新たな上着を着て、上半身を包む包帯を覆おおい隠かくした。

「これで、最後の戦いに臨のぞめるってもんさ。……」

　礼を言って部屋を出て、ラウンジに戻もどる。

　夜遅おそくにもかかわらず、ラウンジは人でごった返していた。

　ベイセル、ミカル、マモル、グレン・ダールの契けい約やく者組。

　クラヴリーが引き連れてきたリデル、ランコ、バーミッサといった面々。

　ルナ、ボル、マロ、ミナ、ネアの魔ま神じん達。

　そしてテッキにカエデ。

「……今朝からはとうてい信じられない状じよう況きようでありますね」

「まったくだ」

　デイジーの感想に、エルバは同意せざるを得なかった。

　ラウンジは、奇き妙みような活気にあふれていた。中には、久しぶりの再会を果たした面々もいる。自然と話す言葉も多くなろうというものだ。

　エルバはその人並みの中に分け入っていき──

「すまん、エルバ」

　カエデの声に、足を止める。見下ろすと、カエデは椅い子すに座り、手足を放ほうり出していた。

「あんなタンカを切って博物館を出たのに──また戻ってくることになるとはな」

「俺は気にしない」エルバは即そく答とうした。「それより、身体は大丈夫か」

「ボコボコに殴なぐられたが、大したことはない」カエデは言い切った。「マロが守ってくれたからな……」

「あれはキッツイ一発でおじゃったよ。フホホホ」

　あっさり目に、マロは言った。

「すまなかった。私のせいだ……」

　反省の言葉を口にするカエデだったが、マロに気にする様子はない。

「そんなことはよろしいでおじゃる。マロどもが抱かかえる懸け念ねんに比べれば、些さ細さいなこと……」

「……本当に、魔王と戦うのですね……？」

　すぐそばの椅子に着席していたテッキが、エルバに問いかける。

「大丈夫なのか、テッキ」

「大丈夫ですよ……残念ながら、戦力にはなれませんけどね……」

　と語るテッキの声には、疲ひ労ろうの色がこもっている。起き抜ぬけで死者の辻つじまで行って帰ってきて、さすがにこたえているようだ。

「もう寝ねた方がいいんじゃねえのか。疲つかれてるんだろ」

「随ずい分ぶん優やさしいじゃありませんか、エルバ。その……人の心が折れている時に優しくして、つけいるつもりですか」

　妙に警けい戒かい心あふれる調子で言い返す。

「なにをどうしたらそういう解かい釈しやくになるんだよ。せっかく目を覚ましたのに、また昏こん睡すい状態になったら元も子もねえって言ってるんだ。……ま、その心配はなさそうだが」

「…………」

　少し不安そうな顔で、テッキはラウンジを見回した。

「これだけたくさん人がいるのに、サクラだけがいないっていうのは──さびしいですよね」

「そうだな」

　強気を装よそおって、エルバは請うけ負った。

「必ずサクラは連れ戻す。なんとかしてみせるさ……」

　もっとも、成算はない。ブラナはサクラの身み柄がらを利用して、エルバにプレッシャーをかけてくるだろう。場合によっては、──

　悪い予想を、エルバは脳内から無理矢理追い出した。

　なんとしてでも、サクラを連れ帰る。願いを、果たすのだ。

「エルバ、傷の具合はどうじゃ？」

　エルバの姿を見つけたミカルが、マモル、ベイセル、グレン・ダールをともなって近づいてきた。

「問題ねえよ。この通り、今すぐにでも戦える」

　両拳こぶしを胸の前に構え、ファイティングポーズをとるエルバ。だが、あくびが出そうになって、すぐに構えを解いた。

「……さすがに、今から出しゆつ陣じんするのは遠えん慮りよだがな。……はふ」

「同感じゃ。……はふ」

　つられてミカルもあくびをする。

「それより……」

　エルバはグレン・ダールに目を向けた。

「あんたもこっちに来るとは、驚おどろいたな。てっきり、ブラナの味方だと思っていたのに」

「フン……」グレン・ダールは鼻を鳴らした。「そもそも、この反魔王同盟は、俺とベイセルから始まったんだ。ベイセルが魔王を打だ倒とうするための技術を開発し、俺は同志を増やす……というのが、役割分担だ」

「だから、ブラナにくっついて行動して、八眼デイアボリツク争覇パーテイの監かん視し人を務めていたというわけですか」

　テッキの言葉に、グレン・ダールは頷うなずいた。それからエルバを見やり、言う。

「ああ……。それで、ミカルとマモルを巻き込むことができた。……本来ならば、おまえの父親が最後のメンバーとなるはずだったのだがな」

「……そうか。そういうことになるのか」

　本来ならば、前回の八眼争覇が最後の「予選」となるはずだったのだ。チェビアトとシローの決着直後に最終八眼争覇は始まる──その想定で、ベイセル達は動いていたはずだ。

「じゃあ、あんたがシローを斬きったのも、計画の一いつ環かんだったってのか……？」

「いや……あれは、ただその場の怒いかりにかられてやっただけのこと。結果として、いいようにはなったがな」

「少々、チェビアトに肩かた入いれしていたということはあろう」ミカルが肘ひじでグレン・ダールをつついた。「チェビアトは、わしらの意志に共鳴しておった。そのチェビアトがあんな目に遭あわされたんじゃ、そりゃ斬りたくもなる」

　グレン・ダールは無言で鼻を鳴らした。

「そうか──父さんも、魔ま王おうを倒たおそうとしていたんだな」

　自分は、父と同じ道を歩いているのだ──そう思うと、エルバの心は浮うき立った。

　自分達がやろうとしていることは、ここにいる者達だけの思いだけではない。チェビアトを初めとする、死者達の思いも背負っているのである。

「今日はもう遅おそい」マモルが言った。「ブラナの下もとに向かうのは、準備を整えてからでもいいだろう。奴やつらもいきなり攻せめては来るまい──念のため、誰だれかを夜通し見張りに立たせる必要はあるだろうが」

「それは、僕達の役目じゃないかな」

　と提言したのは、ルナだった。

「君達はよく眠ねむって、体調を整えるといいよ。すぐに出かけても、返り討うちに遭うのがオチさ」

「たしかにな。……しかしルナ、ずいぶんあっさりと受け入れたもんだな」

「何を？」

「魔王を滅ほろぼす、という行動方針を」

　エルバの問いかけに、ルナは鼻を鳴らした。

「フッ。しっくり来たんだよ」

「しっくり来た？」

「うん。君が──いや、君だけじゃない。僕は、過去の契けい約やく者しや達が味わってきた苦しみのことについて、ずっと考えてきた。何故なぜ彼らがこんなにも苦しまなければならないのか、一体これは誰のせいなのか──ってね。ところがついさっき、マロ達がブラナにぶつけた言葉を聞いて、ふっと悟さとったんだよ──『悪いのは、ブラナじゃないか』ってね。となれば、ブラナを倒してやろうって考えに至るのはごく自然じゃないかな」

「なるほど。でも、おまえら魔神が魔王に反はん抗こうできるってのは、予想外だった」

「そうかな？　でも、それもマロ達が言った通りだよ……僕達は、人格を手に入れた。自分なりにものを考えるという力を、ね。だから、親、もしくは分身のような存在であるブラナに対して、反抗することができた。これはある意味で、ブラナの思おも惑わく通りの成長を果たしたということなんだよ」

　一いつ旦たん言葉を切ると、ルナは真しん剣けんな表情を見せた。

「サクラちゃんを、魔王の犠ぎ牲せいにすることは許せない。僕も、サクラちゃんを助け出したいと思う」

「ああ、そうだ。俺は、サクラを助けるために、ブラナと戦う」

　自分の意思を、エルバははっきりと口にした。

　シンプルな話だ──悪魔と人の長きにわたる争い、この星の来歴などといった大きな話は、二の次だ。

　ブラナはサクラを連れ去っていった。

　ならば魔王をブッ倒し、サクラを連れ戻もどす。

　そう、シンプルな話なのだ。

「頼たのむぜ、相棒」

　エルバが手を差し伸のべ、

「そっちこそ頼むよ、エルバ」

　ルナがその手を受け止める。

　がっしりと握あく手しゆを交かわす、エルバとルナ。互たがいの意思が一つに重なり合った──そんな実感があった。お互いが心を一つにしていれば、どのような願いも叶かなえられる──確信を胸に抱いだきながら、エルバは誓ちかった。

　必ず再び、このラウンジにサクラを連れ戻し、博物館員として迎むかえる。

　それが俺達──バベルハイズ自然史博物館の住人の、総意だ。




　星の運命、悪魔の運命、人の運命を賭かけた最後の戦いが、始まろうとしていた。
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　六むつ塚づかです。

　レンズと悪魔Ⅺ魔神集しゆう結けつをお届けします。







　既すでにこの巻を読どく了りよう済みの方はおわかり頂けると思いますが──

　次の十二巻が最終決戦の章、レンズと悪魔最終巻となります。

　バルヒーヨとの戦いの決着を折り返し地点として、前半六冊後半六冊。

　なかなか上手うまい具合に収まったかな、と。




　レンズと悪魔Ⅰが出版されたのが二○○六年十月。

　十二巻もほどなく出ますので、ほぼ丸三年での完結となります。

　どうやら無事完結させられそうで、なによりです。







　三年。

　長いようで短い期間です。

　この間に中学から高校、高校から大学に学まなび舎やを移した、という読者さんも多いのではないでしょうか。

　ひたすら自宅に引きこもって原げん稿こうを書き続けるという作家稼か業ぎようでも、さすがに三年も経たつとなんやらかんやらとイベントが発生するものです。祖母が亡なくなったとか、引ひっ越こししたとか、知り合いが結けつ婚こんしたとか。

　よく考えると僕もそろそろ結婚しないとアカンのですけどね。なんとしても一族の血統を将来に残すという義務がある。相手を探すところから始めなければならないというのがつらいところですが……

　まあ、それはどうでもよろしい。




　ちなみにレンズと悪魔作中の経過時間は、約半年です。春から始まって、現在は秋。おおむね六～八ヶ月というところでしょうか。

　もっとも、「この世界は一年イコール十二ヶ月なのか？」との疑問を抱いだく読者の方もいるとは思います──特に、この巻を読んだ方なら。

　実はレンズと悪魔世界の一年は地球の一年よりも少々多い、という隠かくし設定があります。一年の日数、一ヶ月の日数が深くストーリーに嚙かんでくるわけでもないので、文中では特に触ふれませんでしたが。ただ、この世界の一年が三百六十五日であるという確率は非常に低い、ということはわかっていただけるかと思います。一いつ致ちするとすれば、それはかなりの偶ぐう然ぜんですからね。

　ただし、一年を十二分ぶん割かつして月とする、いう定義を慣習として持ち込んではいるので、やっぱり一年イコール十二ヶ月なんです。一ヶ月の日数を三十一より多くして、余りの日数を吸収しているというわけです。

　この世界にも衛星としての月は存在しますが、暦こよみとしての月とはあまり関係ないんですね。




　この半年の間、エルバはさまざまな事態に直面しては、乗り切ってきました。命の危機に瀕ひんした回数は両手の指では数え切れないほどです。実際にこれだけの危機が自分の身に降りかかってきたら、この世に絶望して出家でもするところですけどね。

　しかしながら、エルバは仲間とともに次々と迫せまり来る敵をはねのけ、罠わなをかわし、進むべき道を探し続けて、とうとう最後の試練の時にたどり着くことができました。

　どうか、彼の不ふ屈くつの闘とう志しを褒ほめ称たたえるとともに、彼の願いが成じよう就じゆすることを祈いのって頂きたくあります。







　最後に次巻予告を。

　長かった戦いにケリをつける、最終決戦の時がやって参りました。

　決戦の地へ赴おもむくエルバ達一行は、戦いに勝って博物館に帰き還かんすることができるのか──

　エルバは最後の願いを叶かなえられるのか──

　そして、魔王との戦いに身を投じた人々の運命、そのたどり着く先は──？




　最終巻、すぐにお届けしますので、しばしお待ちを。





六　塚　　光　　


















カバー・口絵・本文イラスト／カズアキ

カバー・口絵・本文デザイン／中デザイン事務所
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